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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「次の元号は……」

　そう言って、額がく縁ぶちに納められた新元号を掲かかげる男。

　彼かれはその姿を永遠に刻まれるだろう。

　歴史の節目節目で、記録されたその姿は蘇よみがえるのだ。

　それが内ない閣かく官かん房ぼう長ちよう官かん。

　なんてクールな仕事だろう。

　総理大臣なんかではない。

　総理の陰かげになり日向ひなたになり、要所要所を締しめる者。

　例えば、政権を揺ゆるがすスキャンダル。

　例えば、一いつ触しよく即そく発はつの外交危機。大災害の発生。

　それら様々な問題が彼に対応を求めてくる。

　だが、その男、神かん部べ真ま澄すみは揺るがない。

「……その件に関して一いつ切さい問題は無いものと承知している。懸け念ねんするには当たらない」

　政府の公式見解を体現する男。

　スポークスパーソンとしてのプロフェッショナル、官房長官神かん部べ真ま澄すみ。

『官房長官のプロフェッショナルとは？』

　そんな問いかけに、神かん部べ真ま澄すみは淡たん々たんと答えるだろう。

「何一つ面おも白しろいことを言わない堅かた物ぶつであること。ただ、一つ一つ着実な言動を積み重ねるのみである」

　──それが官房長官神かん部べ真ま澄すみの流りゆう儀ぎ──




　　◆




　というのが、僕ぼく、神かん部べ真ま澄すみの望む将来の姿だ。

　僕の考える、理想の内閣官房長官像。

　僕は将来、それを僕自身の身をもって体現しようと考えている。

　というのも、僕は気付いてしまったからだ。

　僕は何の面白みもない男だ、と。

　勉強は少しはできても天才ではない。運動に関しては全く才能が無いと自覚した。真面目にこつこつ。それくらいしか僕にできることはなかった。このままでは大勢の中に埋まい没ぼつする。

　だが、そんな僕にも唯ゆい一いつ希望を抱いだかせてくれる存在があった。

　そう、内閣官房長官だ。

　僕がまだ小学生だった頃ころ、新しい元号が決まった。その元号を発表したのが「元号おじさん」こと内閣官房長官その人だった。

　面白いことを言うでもない真面目なおじさん。その人が歴史の一ページを飾かざったのだ。その真面目さが評価されたようで、なぜだか僕は自分のことのように嬉うれしかった。多分、自分の生き方を肯こう定ていされたように感じたからだろう。

　この世では面白いことを言う人ばかり評価される。コミュニケーション能力が高い、皆みなを笑え顔がおにできる人。それは素す晴ばらしいことだ。それに比べて、ただ真面目にこつこつやる人は当たり前のことしかできないダメな奴やつ……。真面目とか、やろうと思えば誰だれでもできる、評価に値あたいしないもの……。そんな風に感じていた僕に「元号おじさん」の真面目さは救いだったと言える。それでいいんだ、と言ってもらえているようで。そして、それは憧あこがれに変わる。

　そう、長官になればいいのだ。僕も内閣官房長官になれたら……！

　じゃあ、そうなるにはどうしたらいいか？

　内閣官房長官となるのに重要な資質、それは真面目であること。真面目を突つき詰つめていけば、いずれ官房長官になれる。ただの真面目じゃダメだ。度を越こした真面目なら、あるいは……。歴代の官房長官を見て、僕はそう判断した。

　それ以来、僕は官房長官になるための訓練を欠かさない。

　内閣官房長官はいかなる事態にも素す早ばやく対応してコメントを発表するものだ。例えば災害が起きた際など、一時間以内に政府としての対応をコメントしている。そのためには常つね日ひ頃ごろから、あらゆる事態を事前に想定しておく。つまり、予習だ。予習を欠かさないのが肝かん要ようだろう。

　僕は日常において、様々な予想と対策を立てている。

　例えば学校へ行く途と中ちゆう、交通事故に巻まき込こまれた際どうするか？

　緊きん急きゆう連れん絡らく先さきの優先度を決めておく。自分の血液型（ちなみにＡだ）など、必要な医い療りよう情報を記き載さいしたカードを常時携けい帯たい。事故後、約束のキャンセルなども必要になってくるだろう。命に関わるような重じゆう篤とくな事故の場合、葬そう儀ぎ社しやへの連絡も必要だ。更さらに、

「私が交通事故に遭そう遇ぐうしたことで通学不能になるのではないかとの声もあるが、そのような懸念には全く当たらない」

　そんなコメントを即そく座ざに（一時間以内に）発表して国民生活に混乱が生じないよう安心させる。そうできるように、僕は日々努力しているのだ。

　また、僕が官房長官になったとき、深夜に災害が起こるかもしれない。寝ね起おきでも対応できるように体を慣らしておく必要がある。そのため、僕は午前３時に起き床しようラッパのアラームをかけて３時１分には歯は磨みがき・洗顔を済ませる。歯は磨みがき粉こは濯すすがないので虫歯知らずだ。３時２分には制服に着き替がえ、３時３分には新聞・テレビ・ネットをチェック。その日の予定を確かく認にんし、想定される問題などへの対応策も検討する。３時４分には朝食を済ませ、３時５分には排はい便べんを済ませる。ここまでで五分も使ってしまう。まだまだ短縮できる余地はあるはずなのに、僕はそこまで至らない。

　それから、エッチなことも自制しなければならないだろう。ハニートラップなどに引っかかったり、女性スキャンダルを起こさないように、だ。

　女性スキャンダルを避さけるという点では、女の子と仲良くならないようにも気をつけている。何か間ま違ちがいを起こしてはいけないのだから仕方がない。

　決して女の子の前だとなぜか緊きん張ちようして困ってしまうから仲良く「なれない」……とかではない。仲良く「ならない」のだ。そこのところは強調しておきたい。

　僕が女子に対してへたれであるとの指し摘てきがあったとしても、それは全く当たらない。

　そういうことだ。

　僕はこうやって今まで、つまり高校一年生になるまで自分を律して生きてきた。

　常に学び、天才には遠く及およばないが成績は上位。県内でも有数の進学校に入学している。

　さて、そんな進学校のクラスメートの一人がその学校に出てこなくなった。

　まあ、よくあることだ。

　その話を聞いたとき、僕は大した関心もなくそう思っただけだった。本当だ。仲が良いいというわけでもない。

　不登校になったのは音ね琴ごと美み加かという女子だ。

　可か愛わいくて人当たりも良く、クラスの誰からも好かれている女子。仲良しグループを形成していて、その中でも中心人物の一人らしい。

　笑顔がふわふわしていて、凄すごく癒いやされる声の持ち主だ。たまに、もにょもにょと喋しやべって嚙かんで突つっ込こまれて笑っている。そんな姿を目で追って、常に彼かの女じよの周りが屈くつ託たくない笑顔になっているのに気付いた。

　入学してすぐ、僕が最初に話したクラスメートでもある。

『こんにちはー。同じクラスの人ですよね？　よいしょっと……ええと、神かん部べくん？　これからよろしくです。あっちでみんな集まってるみたいですし、一いつ緒しよに行きましょう？』

　そんなたわいもない会話。なぜかそのときの彼女の笑顔、声、陽光、桜の花びらが今も鮮せん明めいに思い出されて胸がざわめく。

　誰とでも分わけ隔へだてなく柔やわらかに接してくれる、そんな彼女には友達とかいっぱいだ。明るく楽しい学園生活。仲間達たちとの絆きずな。

　僕が学校で切り捨てた部分そのもの。……いや、僕はクラスの女子全ぜん般ぱんに大した興味はないので全く詳しよう細さいはわからないのだが。まして音ね琴ごと美み加かという一個人についてなんか何も知らない。全然気にしたこともない相手だ。興味ない。本当だ。

　ともかく、そんな彼女が急に引きこもったと聞いてクラスメート達は一様に耳を疑っていた。

「美み加かちゃんに何かあったわけ？」

「病気とかじゃねえの？　でも、今まであんなにニコニコ元気だったのにな……」

「そっち、何か聞いてる？　全然返事こないし……」

「学校辞やめたりしないよね……？」

　僕は彼らの噂うわさ話ばなしを耳そばだてて聞いていたものの、誰も詳くわしい理由は知らないようだった。気になる。

　いや、だが、僕にとって音ね琴ごと美み加かは所しよ詮せんたまたまクラスが一緒になったというだけで、縁えん遠どおい相手でしかない。気にすることなんかないだろう。むしろ、気にするだけバカらしい。

　音ね琴ごとは音ね琴ごとで友人達とキャッキャと楽しく過ごすなり、引きこもって孤こ独どくを友に生きるなりすればいいのだ。僕は僕で着実に学力を上げ、上を目指す。音ね琴ごととは見ている方向が違ちがう。今後交わることもない。ああ、きっとそういうものだ。

　それが僕の本心だが、クラスメート達にそんな本心を見み抜ぬかれて「神かん部べ真ま澄すみは何か冷たい人」という非難を浴びてはまずい。

　それほど親しくないクラスメートが不登校になったとき、どういう態度を示すべきか。これは事前に備えておくべき、対応力の問われる問題といえよう。

「音ね琴ごとさんがどうして学校に出てこなくなったのか、神かん部べくんは心当たりはない？」

　ある日のホームルームの後、クラスから退出しようとしたところで担任の久く瀬ぜ先生にそう問われて、僕は首を横に振る。

「さあ、僕はそれほど音ね琴ごとさんと親しかったわけではないですから」

　正確には、クラスの誰ともそれほど親しいわけではない。

「心配よね」

「ええ、そうですね」

　そう、心にもないことを言う。僕が音ね琴ごとを心配しているなどと思われたのなら心外も心外だ。女子には関わらないのが未来の官房長官のルールである。

　僕が本当に心配なのは自分の成績のことだけだ。学年トップの座を手に入れたい。良い成績を取って一流大学へ進学という、よりよい選せん択たく肢しの幅はばを拡ひろげたい。

　学級委員長に立候補したのだって、クラスの皆をまとめて明るく楽しい学園生活を送りたい、などという話ではなく、単に担任教師からの心証を良くしたいという計算からだ。小中高とこれまで続けてきた無む遅ち刻こく無欠席だって同じこと。勤勉・誠実・リーダーシップに優すぐれるといった周りからの評価はいずれ役立つ。そういう判断からやっているだけである。

　そして久く瀬ぜ先生は、僕の思おも惑わく通どおり、僕を信しん頼らいしてくれているのだろう。だからこそ、こういうことを頼たのんでくる。

「やっぱりクラスの仲間に何か問題が起こったときは力になってあげたいわよね……。ねえ、神かん部べくん？　音ね琴ごとさんをサポートしてあげてくれない？」

「サポート、ですか？」

　僕は首を捻ひねりつつ、続けて問いかけた。

「……僕が？」

「音ね琴ごとさんが何を悩なやんでいるのか……助けてあげて欲ほしいの。そうして、また彼女が学校に出てこられるようになったら……それは素す敵てきなことじゃない？」

　久く瀬ぜ先生は気弱げに微笑ほほえんだ。まだ若い女性教きよう諭ゆには生徒の不登校の理由など皆かい目もく見当つかず途と方ほうに暮れている、といったところか。

「なるほど、そうですか。……本当に僕が？」

「神かん部べくんなら学級委員長っていう立場もあるし、きっとやり遂とげてくれるって思うのだけど……もしかして、忙いそがしいかしら？」

　音ね琴ごとと関われ、と？　僕の気持ちが揺れる。それは、その……い、いや、そんなことをしていたら勉強の時間が減ってしまうし……。だが……。

「え、なに？　先生、美み加かちゃんの話？」

　そこへクラスの女子が一人、僕らの話に割って入ってきた。派手目な格好なのに神しん妙みような顔をしている。

「あら、飯いい塚づかさん」

　クラスメートの飯いい塚づかだ。当然、僕は彼女のことを詳しく知らない。音ね琴ごとを見ているときその周りでよく見かける女子、くらいの認にん識しきだ。その飯いい塚づかが口ごもったように言う。

「あの、こういうのって聞いていいのかどうかわかんないんだけど……美み加かちゃんに何があったの？　先生知ってる？」

「それが私も音ね琴ごとさんがどうして学校に来なくなったのか詳しくはわからないのよ。だから、それを知りたくて」

「あたしも。ていうのもさ……もしかしたら、あたしが美み加かちゃんの地じ雷らい踏ふんじゃったのかもしれないんだよね……」

「え？　心当たりでもあるの？」

「心当たりっていうか……ちょっと前、美み加かちゃんがいつも手につけてたミサンガのこと聞いたら何か変な顔しちゃってさあ」

　飯いい塚づかは目線を落として、大きく溜ため息いき。

「……そのときの様子がなんか変で……それからすぐ学校来なくなっちゃったから……ねえ、先生？　これ、やっぱあたしやっちゃったのかなあ？」

　久く瀬ぜ先生は視線を左右に揺らしながら応える。

「ううん……どうかしら？　ミサンガって願い事が叶かなうようにっていうおまじないよね？　友達にもよく作ってあげてた……それで学校に来なくなるとは思えないけれど」

「……そう？　そう、だよね？　でも、じゃあ、なんで……」

　と、そこで久く瀬ぜ先生が小首を傾かしげ、考え深ぶかげに視線を上向かせた。

「……飯いい塚づかさん達は音ね琴ごとさんとは特に仲良しだったものね。……そうね、なら……ねえ、飯いい塚づかさん？　もし良かったらあなたにお願いしたいことが……」

　その言葉の雲行きに、僕は慌あわてた。音ね琴ごとの件、飯いい塚づかに任せられては困る。

　よくよく考えるとこれはチャンスだからだ。僕がうまく音ね琴ごとを学校に連つれ戻もどせれば、僕は久く瀬ぜ先生から良い評価をもらい成績への加算も期待できるだろう。それは内閣官房長官への道に繫つながるはず。そうでなければ、音ね琴ごとがどうなろうが本来鼻くそほども興味はないのだが、僕が教師から贔ひい屓きされるようになるならやる価値は十分にある。

　そう、僕は自分の成績のために音ね琴ごとの不幸を利用してやるのだ。

　僕は、とっておきの笑顔を久く瀬ぜ先生に向けた。鏡の前で何度も練習して習得した、とても感じのいいオリジナル笑顔だ。

「先生、音ね琴ごとの件、どうか僕に任せてください！　クラスの仲間のためならなんでもやりますとも！」

「まあ、いいの？」

「ええ、もちろん！　学級委員長としてクラスメートの役に立ちたいかどうか……そんな問いにはイエスかはいでしか答えられませんからね！　きっと音ね琴ごとを学校に連れ戻してみせますよ。この僕が！」

「え？　何の話？」

　目をぱちくりする飯いい塚づかに久く瀬ぜ先生は言う。

「音ね琴ごとさんのこと、神かん部べくんにお願いしていたのよ。音ね琴ごとさんをサポートしてあげて欲しいって」

「学級委員長に？　委員長って美み加かちゃんとそんな絡からみ、あったっけ？　だいじょぶ？」

　じろじろと僕を品定めするような眼まな差ざし。少し口をへの字にして、眉み間けんには皺しわが寄っている。

「そこまで深い知り合いでないからこそ、僕は第三者的な立場で音ね琴ごとに接することができるだろう。下手に仲が良い相手だと、音ね琴ごとも言い出しづらいこともあるだろうしな」

「ふーん？　……まあようわからんけど……もしかして委員長、美み加かちゃん狙ねらい？」

　こ、この恋れん愛あい脳のうめ！　そんなことしか頭にないのか!?

「君は何を言ってるんだ？　僕はただ純じゆん粋すいにクラスメートのことを思って……」

「いやー、ないわー」

　飯いい塚づかは首を振り振り溜息交じり。と、その顔を上げ、ふふっと笑う。馬ば鹿かにしてんのか？

「……ま、いんじゃね？　あたしも委員長に任せるよ。なんであれ、美み加かちゃんをまた学校に来られるようにしてくれるんでしょ？」

「クラスのためなら当然だろう？」

　僕は思ってもいないことを自然と口にした。

「じゃあ、委員長、後はよろしくぅ！」

　飯いい塚づかはかーるく手を振りながら、僕らから離はなれていった。もうこちらを見向きもしない。短いスカートをヒラヒラさせながら、軽かろやかに教室から去っていった。

　それを見送って、久く瀬ぜ先生は僕に向き直る。

「……ふふ、やっぱり神かん部べくんは頼たよりになるわね。友達思いの学級委員長さん」

　よし。僕への評価が更に上がったようだ。しかし……と、僕は懸念を口にする。

「ただ、先さき程ほども申しましたが、僕は音ね琴ごととはそれほど親しくなくて、彼女の事情をほとんど知りません。先生が何かご存じなら、そこから取りかかりたいのですが」

「え？　私が知ってること？」

「音ね琴ごとの事情、何かご家族などから聞いていませんか？　病気で休んでる……とかではないんですよね？　もし病気だったらそれは医者の領分で、先生も僕に頼んだりしないでしょうし」

「え、えーと……音ね琴ごとさん、不登校になってからずっとＶＲオンラインゲームをしてるみたい……」

　覚おぼ束つかなげに応える久く瀬ぜ先生。それを聞いて、僕は内心安あん堵どした。

　なんだ、遊んでるだけか。それなら話は簡単。ゲームを止やめさせれば自然と学校に出てくるだろう。

「なるほど、わかりました。……そのゲームって何ていうやつですかね？」

「ええっと……ファイティングファンタジアっていう基本無料のＶＲオンラインゲーム、だそうよ」

「聞いたことないな。どんなゲームなんだ……」

「そうなの？　ごめんなさい、先生もよくわからなくて……」

　久く瀬ぜ先生の表情が曇くもった。僕は安心させるように、再び笑顔を浮うかべる。

「いえ、先生。それだけ教えていただければ十分です。後はこちらで調べられます。先生が気にされる必要はありませんよ」

「そ、そう？」

「つまり、音ね琴ごとはそのゲームにはまって学校に出てこられなくなった、と……そういうことじゃないんですか？」

「えー、まあ、そういうことになるのかしら……？」

「なるほどなるほど……わかりました。音ね琴ごとを学校に連れ戻す糸口は摑つかめましたよ」

「まあ、さすが神かん部べくんね。どうするつもりなの？」

「音ね琴ごとはチャットアプリなどで呼びかけても返事をしてこないらしいですが、そのゲーム内でなら接せつ触しよくできると思いませんか？」

「え？　というと？」

「僕もそのゲームに参加して、そこで音ね琴ごとを説得してみせますよ」

　僕は胸を張って答えた。




　　◆




　僕は眩まぶしい光で目を覚ます。

　頭がくらくらした。ＶＲ酔よいみたいなものなのだろうか。

　周囲を見回す。

　そこは海岸だった。波の音、磯いその香かおり、肌はだに感じる照りつける日差し、まるで実際に海の側そばにいるかのような感覚だ。

　これがファイティングファンタジアの世界か。やっぱりＶＲってすごいんだな。

　久く瀬ぜ先生からの依い頼らいの後、僕は早さつ速そく家に帰って、クローゼットの奥おくにしまい込こまれていた家庭用ゲーム機を引っ張り出していた。

　そのゲーム機には久しく触ふれていない。

　そもそも僕はゲームに興味はほとんど無いのだから。

「ボク、新しいの買ったから、これマー君にあげるよ！」

　と、従い姉と妹この千ち尋ひろが無理矢理置いていった代しろ物ものである。

「勉強ばっかじゃなくて、たまには遊……息いき抜ぬきしようよ、ボクと！」

　そう言われて、千ち尋ひろの好きなゲーム（何か銃じゆうを撃うちまくって死にまくるゲームだった）に付き合わされたとき以来、ゲームのコントローラーを握にぎってもいない。

　だが、かなり本格的なゲーム機だし捨てるのももったいなかった。だから、こうしてクローゼットの肥やしにしていたわけだが、今回こうして役に立っている。

　……というか千ち尋ひろの奴、こんなゲーム機をタダでくれるとかどれだけ金持ちなんだよ……。まあいい。さっさと音ね琴ごとの件を片付けてしまうとしよう。

　音ね琴ごとはここ、ファイティングファンタジアの世界のどこかにいるのだから。

　ファイティングファンタジア。

　それはモンスターだらけの未開の土地に転移させられたプレイヤーが元の世界へ戻るために世界の謎なぞを解いていくファンタジーサバイバルゲームだ。

　メジャーなゲームタイトルではないかもしれないが、正式版の発売から二年経たってもドハマリして止やめられなくなるプレイヤーを増やし続けている名作なのだという。

　ネットで検けん索さくして得た情報によるとそういうことだった。

　はまって何時間も何十時間もドブに捨てたと嘆なげいている呟つぶやきも多かった。

　何時間もかけて作り上げた家や砦とりでが突とつ然ぜん湧わいた巨きよ大だいモンスターに一いつ瞬しゆんで踏ふみ潰つぶされて無くなったとか、苦労してテイムしたモンスターをぽっと湧いた最強モンスターに呆あつ気けなく殺された、とか……。理り不ふ尽じん過ぎる！　という怒いかりと後こう悔かいのコメントがネット上に満ちていた。

　じゃあ止やめればいいのに、という意見もあるだろうが、なのにそれでも止やめられないらしい。この失敗を生かして次はもっと上う手まくやれる、リベンジしてやるって思わせるのがこのゲームは上う手まいらしい。ゲームとしての引きが強い、というのか。

『次々にアップデートを繰くり返かえし、新モンスターや新マップが追加されて飽あきさせない、本当に酷ひどいゲームだ！　時間返せ！』

　動画配信でファイティングファンタジアを紹しよう介かいしていたユーチューバーは最後にそう叫さけんでいた。

　さて、僕はなんだかよくわからないが、サーバー？　とかいうものを選せん択たくする場面でお勧すすめされていたサーバー（初心者＆エンジョイ勢中心とされていた）を選択したら、いつのまにか視界が暗転し、この海岸にいたわけだが……。

　これ、本当に海にいるような感覚だ。

　日差しが熱く感じられる。青い海からの照り返しも眩まぶしい。目に見えている樹木もヤシの木的な何かに、シダ植物っぽい茂しげみ。甲かん高だかい鳥らしきものの鳴き声が聞こえてきた。この濃のう密みつなムッとする香りは生おい茂しげるジャングルから香ってくるものか。甘あまったるい花の香りとそれに混じる腐ふ敗はい臭しゆう。ＶＲでは香りも再現されているようだ。ここが南の島的環かん境きようであることが肌でわかる。

　砂が熱いので試ためしに波なみ打うち際ぎわに足を浸ひたすと冷たさが心ここ地ちいい。砂の中に足が沈しずむ。足指の間に砂が入はいり込こむ異物感まである。ていうか、僕は今、素す足あしなのか。見下ろせば、下着一枚半はん裸らの僕の体が見えた。

　リアルの僕はＶＲゲーム用コントローラー（ゲーム用のヘッドセットやらグローブやらは、まとめてそう呼ばれている）をちゃんと服の上から装着しているのに、この素す肌はだ感覚。

　ヘッドセットを通して感覚を司つかさどる神経系に偽にせ情じよう報ほうでも流されているのだろうか。従い姉と妹この千ち尋ひろとゲームをしたことはあるからＶＲを知らないわけではないが、こんな没ぼつ入にゆう感かんはなかった。

　本当にすごいな……。リアル過ぎる。

　ここまでリアルだと、色々試したくなった。

　今、僕の足あし下もとを濡ぬらしている海水。これって飲めるんだろうか？　飲めるとしたら味覚まで再現されているのだろうか？

　僕は海の中に手を差し入れた。ちゃんと水の感覚だ。そうして、冷たく爽さわやかな水をすくい上げる。それを口くち許もとに運んで飲んでみた。

　喉のどを鳴らすＳＥと共に冷たさが口中から喉奥へと伝っていくのがわかる。

　あれ？　でも、味はしない。海水なのに真水の感覚だ。

　そういえば、ファイティングファンタジアの世界の海は真水で構成されているとかネットで見たような……。この世界で味覚まで再現されているのかどうかはまた別の機会に確かめることにしよう。

　少しずつだが、ファイティングファンタジアの仕組みがわかってきた気がする。

　大したものだ。……が、僕はファイティングファンタジアの凝こった世界を楽しむために来たのではない。ただ音ね琴ごと美み加かと話をするために来ただけだ。

　僕は辺りを見回す。

　照りつける太陽に焼ける砂すな浜はま。陽かげ炎ろうに揺らぐ視界に人ひと影かげはない。

　うむ、音ね琴ごと美み加かはいないようだ。というか、人っ子一人いない。

　広大なこの世界のどこに行けば音ね琴ごと美み加かに会えるというのか。

「おーい、誰かいないか」

　僕は叫ぶ。しばらく耳を澄すましたが返事はない。他のプレイヤー、例えば音ね琴ごと美み加かから反応があれば手っ取り早くて良かったのだが。

　ファイティングファンタジアでは、ボイスチャットで他のプレイヤーと話ができるが、その声が届くのは実際に目に見える範はん囲い程度までしかない。全体チャットのようなものがないのだ。基本、話し合うにはゲーム内で実際に会うしかない。レベルが上がったり課金をすれば、他にも意思疎そ通つうできる方法はあるようだが……。

　ともかく、僕の見える範囲内、声の届く範囲内に他のプレイヤーはいないらしい。

　……マズい。自分の考えの甘さに気付いてぞわっとした。全世界にプレイヤーがいるゲームの中で特定のたった一人を見つけ出す困難さが今いま更さらわかったのだ。

　このままではダメだ。とにかく誰か見つけないと。他のプレイヤーを見つければ、その人が音ね琴ごとの居場所に心当たりがあるという奇き跡せきを起こしてくれるかもしれないし、まずは情報を得なければ。

　僕は海岸沿いに歩き始める。ムッとする臭においのするジャングルとは反対の方、開けた方へと進んだ。ジャングルは、何か危険なものが潜ひそんでいそうで避けたのだ。

　と、海岸波打ち際に掘ほっ立たて小ご屋やのようなものが見えてくる。木の壁かべに藁わらの屋根。小さな小屋だ。明らかに人工物。人の手が加えられた。誰か人がここに居るという証あかし。

　僕は声を上げながら小屋に近付く。

「誰かいないか？　人を捜さがしているのだが」

　壁の一部が扉とびらになっていて、開いている。僕は中を覗のぞき込こんだ。

　太陽の下から急に暗がりを覗き込み、目が慣れない。が、次し第だいに視界がはっきりしてきた。薄うす暗ぐらい小屋内にはくたびれた収納ボックスと朽くちかけたベッドが置かれていた。人影はない。

　どうやらここは放ほう棄きされた居住地のようだ。元の住人は引ひっ越こしたか、この世界の怪かい物ぶつ達たちに襲おそわれて命を落としたか。

　と、ベッドに目をやる。なぜか気になった。ＶＲゲームでは寝ね心ごこ地ちも再現されているのだろうか？　ゲーム内で休んだら、現実での疲ひ労ろうも回復するとか？　そんなちょっとした好こう奇き心しんから、僕はベッドへと横たわる。

　……おお、このベッド、ぼろく見えるが意外にふかふか。なのにひんやり心地いい……。

　僕がそうやって寝ね床どこの感かん触しよくを楽しんでいると、朽ちかけたベッドの上に突然、下着姿の女の子がぱっと姿を現した。横たわっていた僕の真上、宙から現れて、ぼふっとベッドにダイブしてきたのだ。となると、当然僕の体に重なる。

　……意外にふかふか。なのにひんやり心地いい……。

　しっとりした肌はだ触ざわり。手に吸い付くとでもいうべきか。

　僕がそうやって感触を楽しんでいると、「ううん……」と寝ねぼけたような声が上がる。僕に密着している少女の声だ。吐と息いきが僕の顔にかかった。桃ももみたいな香りが鼻び腔こうをくすぐる。

　眠ねむっているかのように瞑つぶられた目。とても、顔が近い。とても、だ。

　ちょっとちょっとちょっと……。

　その子がむくりと起き上がる。目元へと右手を運んだ。その手首には黄色い紐ひもでできた腕うで輪わのようなものが嵌はめられている。その右手がごしごしと目元を擦こする度たびに、僕の間近でビキニのような下着に包まれた胸が揺れた。僕は目を見開く。

　これ、本物だろ!?　ゲームの中かと思ったら、ここ実は現実っていうオチなんじゃないのか。

　こんなほとんど裸はだかの女の子を直接見たのは初めてのことで（計算上、千ち尋ひろの女の子係数はゼロであるものとする）、ちょっと、その、おい、どうすればいいんだ？　想定外の事態……！　い、いや、こんな場面でも冷静に対処するのが将来の内閣官房長官スタイル……！　ここはこの異常事態（女子の胸が目の前）をじっくりと見み極きわめねば……！　ていうか目が離せないんだが。
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　僕は鉄の意志で顔を背そむけた。

　言い聞かせる。ここはゲームの世界だ。僕が見ているのは本物の女の子ではない。ただの３ＤＣＧだ。というか、そもそも異性に対する興味など不断の努力で遠ざけ続けてきた僕が、裸の女の子を見て、その胸の感触を味わって、甘い吐息を吸すい込こんだくらいで異常を来きたすだろうか。しかもゲーム上の女の子に。うん、すごくおかしい！　つまり、これは何かゲームシステム上のトラブルで僕の気持ちの問題ではない。きっとそう。

「……ううん、ん？　あれ？」

　伸のびをして少女の眼めが開く。それでようやく僕に気付いたようだ。

　……やばい。

「……あれ？　うわっ、びっくりしたっ!?　え、あなた、誰です、か……？」

　少女の視線が僕の右手に流れていく。僕も釣つられてその視線を追う。僕の右手は少女の柔らかくて丸い物を包んでいた。

　少女は声にならない声を上げ、

「……っ！　へ、変態っ!?」

　身を縮めて胸を隠かくした少女はぱっと飛とび退のいて、僕の右手は行き場を失う。急な動きで空気が動き、桃の香りが余計に立った。彼女の香りだ。

　更に彼女は身をくねらせて、少しでも肌の見える範囲を狭せばめようという試み。その仕草が逆に艶なまめかしい。

　これじゃ、僕が彼女を襲ったかのようじゃないか……！　僕は身の潔白を主張する。

「な、何を言うんだ!?　きゅ、急に下着姿でダイブしてきたのは君だろうっ!?　僕が変態だというのは全く当たらないっ！　むしろ君が痴ち女じよなんじゃないか!?」

「こ、ここ、私の家です！　それ、私のベッドです！」

「道理でいい匂におい……じゃなくて！　自分の家だからって、人がいるのに半裸で降ってくるとか慎つつしみのない物理法則だとは思わないか!?　降ってくるのはいいとして、半裸て！」

「死んで復活したばかりなんだから当たり前じゃないですか！」

「う、うん？　当たり前……なのか……？」

　女の子が空から半裸で降ってくるのが当たり前のゲーム、か……。僕はゲームには詳しくないが、ゲームというものは何だかある種の到とう達たつ点てんに達してしまったようだ。

　下着姿の女の子の顔は真っ赤だ。視線を落として、僕を正面から見ようとしない。

「キャラ死亡後にリトライすると、アイテムを何も持たない状態で自分のベッドの上に復活するでしょう!?　だから、他人の家のベッドで寝るとかマナー違い反はんで……知らないんですか!?」

「……今日始めたばかりで……」

　そう聞くと、少女は眼まな差ざしを上げた。ビックリしたような目。その目と、目が合ってしまう。途と端たんに、少女は顔をさっと伏ふせ、顔をまた赤らめた。何だか熱そう。僕まで頰ほおが熱くなる。

「と、とにかくっ！　家から出てください！　もうっ！」

「あ、ああ、了りよう解かいした」

　僕はその言葉に救われた思いで外へ出た。これで目のやり場に困ることはない。大きく息を吐はく。……それにしても、綺き麗れいで目が離せないおっぱいだったなあ……。

　う、自然と思い返してしまう……！　スキャンダルは御ご法はつ度と……！　エッチなことは遠ざけねばなのに……！

「……初心者さん……なんですね」

　うわ、びっくりした。

　僕がおっぱいのことを色々考えている間に、先程の女の子が背後に立っていた。口を真一文字に結び、目線は右下に落としている。右手で前まえ髪がみを弄いじっているのは癖くせなのか？　その手首にある黄色い紐ひもの輪っかのせいで表情はちょっと読みにくい。顔に被かぶさって、まるでその陰で表情を隠しているかのようだからだ。が、頰がまだ赤いのはわかる。華きや奢しやな体に長い黒髪、声は落ち着いているようだ。抑よく制せいされている。

　……よかった。怒おこってはいないらしい。あと、可か愛わいらしい装そう飾しよくの施ほどこされた白い布の服を身につけていた。軽やかだが、防ぼう御ぎよ力りよくはほとんどなさそう。でも、胸を隠すにはいい服だ。すごく隠れてる。形はわかる。僕は彼女の胸むな元もとになぜか視線を吸い寄せられながら答えた。

「ああ、実はそうなんだ。このゲームのこと、よく知らなくて……」

「……私、ちょっと前に死んだんです」

　突然の死亡告白。彼女は相変わらず目線を下に向けている。……まるで、僕と目を合わせたくないみたいに。

「このゲームでは、死んじゃうとそれまで持っていたアイテムは全て死んだ場所に落として、自分だけはベッドから──自分で作って設置したベッドからならどこでも、復活できるんです……だ、だから、その、さっきみたいな格好に……あ、あの！　わざとああいう格好していたわけじゃないんですからね！」

「アイテムを落とす？　武器や装備もか？」

「ええ。しかも、死んだ場所に落としたアイテムは一定時間回収されないと消しよう滅めつしてしまいます。だから、強敵相手に死亡すると武器も装備も何も無い状態で、また強敵の所へ回収に行かなければならなくなったりするんです。そうなったらほとんど詰つみですけどね」

「え、じゃあ、今、回収に行かないと君のアイテムは消滅してしまう……」

「も、もういいです……なんか騒さわいでいて時間経っちゃいましたし、大したアイテム持ってなかったですし……今着ている服とか、最低限の装備は家の収納ボックスに備び蓄ちくしてありますから」

　そこまで聞いて、僕は首を捻ひねった。

「しかし、おかしくはないか？　死んで全アイテムを落とすのなら……」

「……なんですか？」

「……なんで、その、丸出しじゃなかったんだ？」

「……っ！」

　彼女の耳までが赤くなった。

「もうっ！　どうしてそういうこと気にするんです!?　やっぱり変態じゃないですか！」

　抑制されていた声が裏返ったようだ。

　さっきまでの彼女の落ち着きや態度は我が慢まんしていたものだったらしい。恥はずかしいのをやり過ごそうとしていた。そんな地雷を僕は踏ふみ抜ぬいた。

「いや、これは普ふ通つうに矛む盾じゆんというか疑問を感じてのことで、全アイテム落とすのに下着だけは落とさないとか不思議だろう？　だから僕は変態には当たらない」

「考えればわかるでしょう!?　死ぬ度に丸まる裸はだかになってたら小さなお子さんに良くないじゃないですか！　規制とか色々事情とかあるんだろうなって！　だから下着とか特とく殊しゆなアクセサリーだけは……それでも裸が見たいんですか!?　その所せ為いでこのゲームが規制されてもいいんですか!?」

「いや、そんなこと言ってはいないが……」

「！　まさか、そういうのが目的でこのゲーム始めたんですか？　女性キャラの下着姿が見たくて……？」

「それは全く当たらない！　僕はただ人を捜さがしに来ただけだ」

　彼女はまだ唸うなるような声こわ色いろだったが、一いつ旦たんは矛ほこを収めたようだった。

「……人ひと捜さがし……ですか？　……あの、あなた、名前は？」

「神かん部べだ。神かん部べ真ま澄すみ」

　少女は瞬まばたき。口に手を当てる。えー？　という顔。

「ていうことは……もしかして神かん部べくん？　学級委員長の？」

「うん？　僕を知っているのか？」

「私です、音ね琴ごと！　音ね琴ごと美み加かですよ！　あ、ここでのキャラ名はミケですけど」

「そうなのか!?」

　おい、まさか本当に音ね琴ごとだったなんて！

「まさか、こんな所で神かん部べくんに会えるなんて……！」

　そう言って浮かべた人ひと懐なつっこい笑顔は、確かに音ね琴ごとのものだ。よく見てみれば確かに似ている。ただ、髪かみ型がた（メッシュとか）や声が違っていたため本人とは気付けなかった。特に、声だ。これは音ね琴ごと美み加かのものとは明確に違う。ゲーム内女性キャラ用のデフォルトの声らしい。

「会えて良かった」

　そう言う僕の声だって僕本人とは似ても似つかない野太い声。適当にキャラメイクしたから、自分のキャラの声もいい加減に決めてしまっている。

「神かん部べくんがゲームするなんて……ふふっ、全然イメージと違いますね！」

　その笑顔は昔、僕に教室で向けてきたものと同じもの。弾はずむ声も同じ。

「あの真面目一いつ辺ぺん倒とうの神かん部べくんが……なんかちょっと嬉しいかも！　このゲームはお試しですか？　これ、面白いですよ！」

　僕はちょっと目を丸くした。

「いや、それを言うなら音ね琴ごとがゲームにはまっていることの方が僕には余よ程ほど意外だ。そんな楽しげにゲームのことを口にするなんて。学校ではそんな素そ振ぶりなかったと思うが……」

　彼女が仲間内でわいわいやっていたとき、ＶＲゲームの話題なんて絶対出ない気がする。もっとカジュアルなスマホゲーなら少しはありそうだが……。

「え？　いえ、それはまあ……」

　言いながら音ね琴ごと、いやここではミケか。ミケは僕に向かってコマンド操作しているようだ。

「……そ、それにしても『ああああ』って名前、適当すぎませんか？　……本当に始めたばかりなんですね……レベルも１ですし」

　僕のキャラ名やレベル、ゲームＩＤなどを確認していたらしい。

　と、満足したのか、ミケは腰こしに手を当て、ちょっと先せん輩ぱい風ふう。

「どうです？　一緒にこの近く回ってみます？」

　そう言ってから両手を合わせ、胸元でそれを傾かたむけお願いポーズ。

「ていうか、私が心強くて助かるんですけど……実は私、戦せん闘とうとか全然ダメで。でも、二人なら少しは心強いですよ？」

　が、僕は首を横に振る。

「そんなことはどうでもいいんだ。音ね琴ごと、さっさと学校に出てきたらどうだ」

「……え？」

「学校を休んでまで遊んでいる場合じゃないだろ。それとも、なにか？　もしかして、学校に行きたくない理由でもあるのか？　なら相談に乗ろう。僕は学級委員長だからな」

「……何も、何も学校は悪くないですよ。皆だっていい人達ばかりだし……」

「久く瀬ぜ先生だって君のことを気にかけている。君は一人じゃない。周りに皆がいるんだ。なあ、学校に顔を出してくれないか。それで皆も安心する」

「……それは……そうかもしれないですけれど……でも、今はこっちでやらなきゃいけないことがあるんです」

　もう一ひと押おし、か？　僕は諭さとす。

「もう高校生なんだ。現実とゲームのどちらが大切か……わかるだろ？」

「……なんで神かん部べくんが私にそんなこと言うんですか？」

　僕の内ない申しん点てんのため、ひいては僕の将来のためだ、とは言えないので別のきれい事を言う。

「君のためを思って言ってるんだ。こんな遊び、さっさと止やめて現実に帰ってきた方がいい」

「……！　こんな、遊び……!?」

　ミケの片かた眉まゆが上がった。

「うん？　遊びだろう？　ここでいくら頑がん張ばったって、現実では何の意味もないのだから。強い武器や金、膨ぼう大だいな経験値とか、そんなものは現実では何の役にも立たないんだぞ？」

「現実で役に立つとか、そんなこと考えてゲームしてるわけじゃありません！」

「なら、わかるだろう？　こんなゲームさっさと止やめて現実に向き合った方が得だって。娯ご楽らくでやる分にはいいが、それが現実に影えい響きようを与あたえるとか本ほん末まつ転てん倒とうだ。ゲームに関わる時間が長くなれば長くなるほど、現実では損することになるぞ」

　ミケの唇くちびるがぎゅっと結ばれる。

「……っ！　……神かん部べくんにとってはきっと何事も損得でしかないんでしょうね」

「うん？　誰だってそうだろ」

　何を当たり前のことを？　と僕が首を傾かしげると、ミケの眼まな差ざしが鋭するどくなった。

「……人の事情を知りもしないで」

「学校を休むだけのどんな事情がゲームにあるんだ？　たかが遊びじゃないか。音ね琴ごと、君はもう少し大人になった方がいい」

　ミケの肩かたが少し震ふるえていた。

　あれ？　何か泣きそうなのか？

「もういいです！　さよなら！」

「あ、おい！」

　ミケは身を翻ひるがえし、小屋の中へと駆かけ込こむ。僕は後を追うも、ミケは僕の目の前で不意に消えてしまった。どうやら説明文によると、ここのベッドから別のベッドに転移（ファストトラベル）してしまったようだ。僕もミケに続こうとしたが、ファストトラベルはベッドの持ち主しか行えないらしい。こうなっては僕の声はもう届かない。

「……なぜだ？」

　おそらく説得は失敗した。僕は首を捻ひねる。

　僕は正論を述べただけなのに、どこにそれを拒きよ否ひする要素があったというんだ？

　論理的思考のできる人間なら、自分がゲームに費ついやす時間を無む駄だと自覚してさっさと止やめるはずなのに。

「……困った奴だな。二度手間を取らせるなんて」

　仕方なく、僕はミケ宛あてにＤＭを送信する。音ね琴ごとのキャラ名がわかったので、このゲーム内でなら直接メッセージを送ることができるようになったのだ。一々文章を書いて送るなんヴォイスチャットなんかに比べたら面めん倒どうこの上ないが……。

　もう一度、丁てい寧ねいに、音ね琴ごとがやっていることがいかに無駄で現実では意味がないか、教えてあげるメッセージを送信した。

　耳みみ障ざわりなブザー音がした。と、僕の目の前にメッセージが展開される。

『あなたのゲームＩＤは送信先からブロックされています。ＤＭを届けられません』

「……なに？」

　それから数度、僕はミケ宛てにＤＭを送ったが、いずれも送信不能。完全にブロックされていた。

　これではせっかく音ね琴ごとのキャラ名がわかったのに、説得不可能だ。

「……全く本当に手間をかけさせてくれる……」

　さっさと言うことを聞いて学校に戻ってくれれば、こんな苦労をする必要もないのに。と、僕はぶつぶつ言いながら、辺りをうろつき始めた。もう一度直接会って話をしなければならない。

　で、海岸から少し陸地に入ると早速殺される。小さな体に緑色の肌を持つ人型モンスターが数体、わらわらと集つどってきて、

「おい、僕は人を捜さがしているんだが……」

　と話しかけた僕をいきなり槍やりや錆さびたナイフで、

「ちょちょちょなんなんなん待て待て待て話せばわかる話せば」

　ずたずたに切り刻み始めたのだ。

「ばかばかばかばかいったいたたたここはおんびんおんびんにおんびんに」

　パンツ一丁の僕、ああああではダメージを軽減できるわけもない。

「あ、くっそ、このままただでやられておらあザコめが、あ、うそうそうそだめだめだめだってあああああ」

　チーン、という沈ちん鬱うつな音と共にすぐ倒たおれてしまった。

　場面暗転。

　それから即そくリスタートした僕は、即再殺害される。例の小型人型モンスターだ。その人型モンスターの群れは辺りを巡じゆん回かいしているらしく、復活即発見され、同じように肉にされてしまったのだ。

「……これは厳しいな……」

　五度ほど、死んで復活即死んで復活を繰り返した後、僕はリスタート画面の前で佇たたずみながら考かんがえ込こんだ。改めてゲームのリファレンスなど確認してみる。

　するとわかったのだが、そもそもゲームＩＤをブロックされてしまうと、ボイスチャットも通じなくなってしまうらしい。悪口や煽あおりをシャットダウンするための機能のようだ。

　僕は頭を抱かかえてしまう。これでは、ミケを運良くこのマップ上で再発見できたとしても、結局は説得できない。

　どうしよう……。僕は事態を打開するために頭をフル回転させる。

　どうにか僕のゲームＩＤへのブロックを解除させられないか。だが、解除を願い出ようにも、その願い自体が音ね琴ごとには伝えられない。一度ブロックされると詰みか……。

　と、そこまで考えて、僕ははたと思いつく。

　……僕のゲームＩＤだとブロックされているからうまくいかない……なら、僕が今使っているゲーム機以外からこのサーバーにアクセスすれば……音ね琴ごととまた話ができるってことじゃないか？

　つまり、別のゲームＩＤからならミケにＤＭを送れるし、会って話もできる。それなら僕にも当てはある。

　だが、今度は慎しん重ちように行動しなければならない。と、僕は腕うで組ぐみする。

　……先程と同じように、僕の正体を明かしてゲームを止やめるよう説得しても、ゲームにはまっていて聞く耳持たない状態である音ね琴ごとからは再びブロックされてしまうだけだろう。

　まずは音ね琴ごとがゲームをし続けている事情とやらを調べるべきか……。そして、それがいかにくだらないものであるかわからせてやるのだ。どうせレアアイテムが欲しいとかしょうもない理由に違いない。ただのゲーム上のデータに血ち眼まなこになって……。そんなものがいかに無駄か理解すればゲームなんか止やめて学校に戻ってくるはずなのだ。

　腹は決まった。

「……よし、じゃあ再度取りかかるとするか」

　僕は独りごちる。そして、ファイティングファンタジアの世界から姿を消した。




　　◆




　僕は自分のゲーム機の電源を落とした。

　首を振ふり、今まで見ていたゲーム内の光景を振り落とす。

　自室内は既すでに夕日が差さし込こんで、赤く染まっていた。どこからかカラスの鳴き声。階下からは……カレーかな？

　僕は室内の時計を仰あおぎ見みた。

「……この時間だと、まだ部活中だろうな……」

　僕は立ち上がり、そして扉ではなく、ベランダに通じる窓へと歩み寄った。二階のベランダだ。その目と鼻の先に、隣りん家かのベランダが見えている。

　僕はベランダに出ると、手すりを乗のり越こえた。手すりが僅わずかに軋きしむ。隣家のベランダに降り立つと隣家の二階窓を音もなく開けた。我ながら空き巣みたいだ。

「千ち尋ひろ、いるか？　……いないよな」

　確認するように呟く。室内は薄暗い。鼻び腔こうに甘い香りが入り込んできた。

　勝手知ったる他人の我わが家や。女の子らしい室内にはベッドと机。部屋の一角にクッションやぬいぐるみなどが山のように積まれ、実にふわふわしている。

　僕はベッドに目をやった。そのベッドにはピンクの掛かけ布ぶ団とんがかけられ、その上に乱雑に脱ぬぎ散らかされたパジャマが放置されている。

「……あいつ、また畳たたみもしないで……」

　従い姉と妹こである神かん部べ千ち尋ひろのずぼらな一面に、僕はいつものように文句を漏もらした。

　だらしない身内に舌打ちを堪たえながら、パジャマを拾い集める。畳んで、これ見よがしにベッドの上に置いてやろうという魂こん胆たんだ。そして、嫌いや味みの一つでも言ってやろう。「中学生にもなって何もできない子供みたいだな」とか。

　と、拾い集めた中にパジャマでないものがあった。目の前にかざして確認。水色の……スポーツブラ？　……千ち尋ひろの奴、こんなもんいらんだろ、まだ子供のくせに……。それとも、必要……なのか？　もう擦こすれて痛いくらいに育った、と……？　ここで、なんでかよくわからないのだが、僕はつい、その、鼻をスンスンしてしまった。いや、別に臭くさくないけどさ。むしろバラの香り。ホントは柔じゆう軟なん剤ざいの香りだけど気持ち的に。

　千ち尋ひろがこれをつけている姿を思おもい描えがいてしまう。膨ふくらみかけの胸にブラを当てている姿……姿見に自分のブラ姿を映して両りよう腋わきを上げてポーズ、着け心地を確認している姿……何かもの凄すごい罪悪感が僕を襲った。

　いやいや、ただの従い姉と妹こだぞ。大体、千ち尋ひろに胸なんか無いに等しいはずだ。きっとガリガリで色気とかそういうの皆かい無む。エッチな要素ないんだから、僕が罪悪感を覚えるに当たらない。

　そう、さっきの音ね琴ごと美み加か（の使っていたキャラであるミケ）の胸に比べれば……あれはよかった……。

　何を考えているのか。僕は頭を振る。強く、振りほどくように。大きく息を吐いた。

　こんなことをしに来たわけではない。女の子のオッパイのことを想像するために従い姉と妹この部屋に忍しのび込こんだのではない。気を取り直す。

　僕は千ち尋ひろの机の前に座すわった。そこには、僕の持っているものより更にバーションアップされたゲーム機が置かれている。

　記き憶おくでは、確か千ち尋ひろもファイティングファンタジアをやっていた。

　僕のゲームＩＤがブロックされたなら、千ち尋ひろのゲーム機からファイティングファンタジアにログインすればいい。まあ、勝手にゲーム機を使うことについては、後で千ち尋ひろに断りを入れておけばいいだろう。

　僕はそう自分の中で結論づけると、早速千ち尋ひろのゲーム機を起動させた。

　ヘッドマウントディスプレイを装着する。

　僕はすぐにまたファイティングファンタジアの世界に没ぼつ頭とうしていった。




　　◆




　僕は眩まぶしい光で目を覚ました。

　頭がくらくらする。とはいえ、もう慣れたものだ。

　周囲を見回す。

　そこは荒こう涼りようとした岩場だった。灰色の空。吹ふきすさぶ風は岩を削けずるよう。

　身み震ぶるいが出た。先程の海岸とは打って変わって気温が低いエリアらしい。

　と、僕は自分がパンツ一丁ではないことに気付く。

　闇やみのように黒い革かわ鎧よろいを全身に纏まとっている。腰には短めの剣けんを佩はいていて、他にも太ももの左右のスロットに二丁のクロスボウを差し込んでいた。黒くないのは長い髪くらいか。……少なくとも、千ち尋ひろの奴、このゲームをそれなりに進めていたようだな。ある程度の装備を手に入れているみたいだし……。

　僕は自分の操作しているキャラを確認しながらそう思った。

　見下ろせば膨らんだ胸。……ほほう……？　僕はちょっとした好奇心から、それを揉もんでみた。ＶＲでは自分の胸の感触ってどうなのだろうか、という純粋な興味だ。後学のために知っておきたい。

　ふかぁ。幸せの手て触ざわり。

　……おおぅ……やはりＶＲとは本当によくできている……。
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　いや、こればかり確認していてもキャラの把は握あくにはほど遠い。咳せき払ばらいして、気を取り直す。

　キャラにつけられた名前はマンチカン。背は高いが女キャラだ。レベルは１００を超えている。先程の僕、ああああの１００人分くらいの強さということだろうか？

　能力値もああああより高いようだ。体力が１０００以上。ああああは体力２００程度だったから、まあ、少しは楽にプレイできるかもしれない。

　が、僕はすぐに首を横に振る。別にレベルとかどうでも良いのだった。

　ミケにＤＭ送れるかどうか、そして話して説得できるかどうかが問題なのだ。何食わぬ顔でミケに近付き、あいつが何を目的にこのゲームにはまり込こんでいるのか正確に知るために。

　……よし、ゲーム内キャラ検索でミケは見つけられた。まださっきのサーバーでゲームを続けているようだな。あとは……。

　と、僕は試しにミケに対してＤＭを送ってみた。

　……さっきの今で、見知らぬ相手からのＤＭは警けい戒かいしているかもしれないが……。ブロックされていないことが確認できればそれだけでもいい。

　だが、そんな僕の考えは杞き憂ゆうに終わる。

　突然、視界が暗転し、目の前にメッセージが示される。

『ヘルプ！　合流申しん請せいがキャラクター名：ミケから出されています。受じゆ諾だくしますか？　受諾すると合流申請の送信元：ミケの側そばにファストトラベルします。このファストトラベルではアイテムを失う事はありません』

　ＤＭに返事どころか、ミケの方から呼ばれたらしい。この合流申請とかいうのを受ければ、ミケの元へ辿たどり着つけるようだ。そんなシステムもあるのか。

　僕は一も二も無く、申請を受諾した。鐘かねの鳴るようなＳＥが響ひびいた。

　身構えつつ、暗転した視界が元に戻るのを待つ。

　まず知覚できたのは、キーキーというか細い鳴き声。それに何か固いもの同士がぶつかるような乾かわいた音。そして、

「お願い、その子を助けてください！」

　ミケの悲鳴だ。

　眩まぶしい光で目を瞬しばたたかせながら、僕は周囲を見る。

　巨きよ木ぼくの生い茂る森。その中にぽつんと開けた広場があった。そこに木製の小さな檻おり──罠わなだろうか？──とそれに向かって牙きばを突つき立たてている大型の獣けものがいる。檻に対して敵意剝むき出だしだ。ライオン？　虎とらか？　いや、あの牙は……サーベルタイガーとかいう奴だろうか？　その近くにはズタボロになって倒れている若い女。白く可か愛わいらしい服が引ひき裂さかれている。装備品が破は壊かいされるほどのダメージを受けている、という表現か。あれはミケだ。瀕ひん死し状態のようだ。

　そのミケから切せつ羽ぱ詰つまった声が発せられる。

「そこの人、ＤＭくれた人ですよね!?　急にヘルプ呼びしてごめんなさい！　でも、お願いです！　その檻おりの中の子を助けてあげてください！」

　ミケの必死の叫びに、僕は戸と惑まどいながら檻の中を確認する。

　小さなリスのようなキツネのような生き物がキーキーと鳴いている。檻の隅すみで、サーベルタイガーの牙から逃のがれるように蹲うずくまっていた。だが、その願いは叶かなわないだろう。サーベルタイガーが唸うなり声を上げて檻に嚙かみつく毎ごとに、檻は軋きしんだ音を立て、ひびが入っていく。乾いた音がして、檻の格こう子しが一本、弾はじけ飛とんだ。

「檻の中のこいつを狙っているのか？」

　僕は呟つぶやき、その自分の声がハスキーな女性の声であることに一瞬違い和わ感かんを覚える。

　……これがマンチカンの声か。まあ、女性キャラだから当然女性の声だよな。

　何食わぬ顔で続けた。

「……それより……こいつよりも君の方が死にそうな状態だが」

「私はどうでもいいんです。でも、その子だけは……！　やっとの思いでテイムしたところだったのに、急に襲われちゃって……私はいくらでも復活できるけど、その子は一度死んだらもう二度と蘇よみがえれない……！　どうか、どうか、そのセイバータイガーを檻から遠ざけて……！」

　サーベルタイガーの上に文字が浮かんでいる。『セイバータイガー』。それがこいつの正しい名めい称しようのようだ。ミケの傷はこのセイバータイガーに襲われたことによるもののようだ。

　つまり、僕はこのセイバータイガーを追おっ払ぱらうために呼ばれたということか。別に言うことを聞く義理はないが……ここで恩を売っておけば、後々ミケから事情を聞き出すときに有利かもしれない。別に可か哀わい想そうとかそういうのではなく、打算で手を貸してやるとするか……。

　僕はそう結論づけると、

「いいだろう。任せろ」

　と短く答え、セイバータイガーに向き合う。

　獣の目も僕に向いた。檻を攻こう撃げきするのを止やめ、唸りと共に身構える。背を低めて、体をたわませ、今にも飛びかかろうという体勢だ。

　……よく考えたら、これ、かなりヤバいモンスターじゃないのか？　どう考えても、さっき僕を何度も殺した緑の肌の小型人型モンスター達より格上だろう。

　だが、と僕は今更ながら太もものクロスボウを頼もしく思う。

　こちらには飛び道具があるのだ。遠えん距きよ離りから倒してしまえばこちらは無傷……！　向こうからはアウトレンジのまま一方的に攻撃させてもらうとしよう。

　僕は素早くクロスボウを抜ぬき、放った。鉄製の矢が風切り音を立てて、セイバータイガーの体に突つき刺ささる。

「……あれ？」

　確かに矢は刺ささっている。なのに、全然ダメージが入っていないようだ。

　僕は眉まゆを顰ひそめつつ、太ももスロットの反対側に差し込まれていたもう一丁のクロスボウを抜いた。それも放つ。ひゅっ、と命中。二本目の矢がセイバータイガーの体に生えたようになっている。が、これもダメージがあるようには見えない。

　というか、この矢……刺さるというより、引っかかるようになっている……？

　僕は今自分の放った矢をよく見る。その先せん端たんは鏃やじりではなく、フックのような形をしていた。そして、更によく見れば矢の後方から細い繊せん維いが、その矢を発射したクロスボウの先端にずっと繫つながっていた。

「……何だこれ？　フックを引っかけてるだけ……？　これ、武器じゃないのか……？」

　ぐわっ、とセイバータイガーが一気に跳ちよう躍やくする。って、速!?　一瞬で僕に覆おおい被かぶさってきた。

　衝しよう撃げきと振しん動どうが体を震わす。これは自分のキャラにダメージが入ったことを体感させる仕組みだ。見た目には、セイバータイガーの牙がマンチカンの首筋に食くい込こんで出血させている。出血による継けい続ぞくダメージで、振動が止まらない。

「何だこれ、使えないじゃないか！」

　僕はクロスボウを投げ捨て、短めの剣、ショートソードを抜いた。青白い燐りん光こうを放つ刃はが露あらわになる。ただのショートソードではないようだ。それで何度もセイバータイガーに切りつけた。それでもセイバータイガーは首に嚙かみついたまま、両の爪つめでマンチカンの体を引き裂き始める。

　僕の視界が赤くなってきた。

　これは体力の数値が半分以下になり、重傷を負ったことを意味している。見れば、１０００以上あった体力値が今や３００以下だ。

　僕は慌てて、更に闇やみ雲くもにショートソードを突つきだし続けた。

　ばかばかばかばかしぬしぬしぬしぬ。

　と、ふっ、と首筋にあった圧が軽くなる、ずるり、とセイバータイガーの体がずり落ち、地面に転がった。首筋からの出血で継続ダメージが続いているものの、何とか自分が死ぬより先に、倒すことができたようだ。正面からの殴なぐり合あいで無理矢理勝った感じだ。

　僕は、大きく溜ため息いきを吐つく。力なくへたり込こんだ。

　……このマンチカンというキャラ、レベルが１００以上あって良かった……。

　出血ダメージがようやく収まった。視界は真っ赤なままだが、回復も始まったようだ。

「……やれやれ……おい、何とか片付いたぞ……？」

　僕はミケにそう話しかけようとして気付く。ミケが消えていた。ミケがいた場所にはバックパックが転がっているばかり。

「……あ！　無事だったんですね！　しかも倒してる……！　すごい！　本当にありがとうございました！　強いんですね」

　と、近くの丸太小屋の扉が開き、ミケが出てきた。

「……って、またか！」

　僕は目のやり場に困って、脇わきに視線を逸そらす。ミケは先程見たようなあられもない下着姿。何も持っていない状態だ。ミケははっと気付いたように小屋の扉に身を隠した。

「あ、ごめんなさい！　女の子キャラだから油断してしまって……」

「女の子キャラ……？」

　ああ、僕のことか。実際には千ち尋ひろの持ちキャラ、マンチカンだが。

「ええっと……女の方……ですよね……？」

　ミケが扉の陰かげからおそるおそる尋たずねてくる。

「ああ、そうだが」

　マンチカンは女性キャラクター。うん、間違ったことは言っていない。

「じゃ、じゃあ、ちょっと前通りますけどごめんなさい！」

　扉の陰から出てきたミケはそそくさと駆かけ去さり、地面に転がっていたバックパックを拾い上げる。

　うん、さっきみたいに恥ずかしがってない。いや、恥ずかしいは恥ずかしいのだろうが、そこまで必死に身を隠そうとはしていない。なぜなら、僕が女の子キャラだからだ。お陰かげで、またミケの下着姿を目にすることができた。……お主も策士よのう？

　とか思っていたら、ミケはもう白く可か愛わいらしい服を纏まとっている。

「さっきの出血ダメージで死んじゃって、今、ベッドから復活してきたんですよ。あなたがセイバータイガーを倒してくれたお陰で、こうして荷物の回収もできました……って！」

　ミケはそこで初めて気付いたように、僕の方を見て目を見開いている。

「……その黒い革鎧にショートソード……マンチカン様!?」

「様？」

　僕は片眉を上げた。が、ミケはそれどころではない様子。

「うそ!?　どうして!?　え？　マンチカン様が私にＤＭしてくれたんですか!?　慌ててて気付かなかった……えーっ!?　信じられない……」

　ミケは両手を合わせて握りしめ、感かん極きわまったような声を出す。

「あ、あの、動画見ました！　あの、マンチカン様のことすごいなってずっと思ってて……」

　動画？　僕は内心首を捻ひねる。

　なんだ？　もしかして千ち尋ひろの奴、このマンチカンというキャラで動画配信でもしてたのか？　どう見ても、音ね琴ごとはこのマンチカンを知っている風だが……。

「わ、私、マンチカン様のプレイ大好きです！　飛ひ龍りゆうの巣にワイヤーフックだけで侵しん入にゆうして、卵盗ぬすんで脱だつ出しゆつする手て際ぎわ、鮮あざやかでした！　襲ってくる飛龍に逆にフック打うち込こんで『逃に～げるんだよお～！』とか！　あれで私、50ＭＫＰは行きました！　もうこっちは過呼吸ですよ！」

　困った。何言ってんだか全然わからん。興奮したように早口で喋しやべる音ね琴ごとを前に、僕は戸惑い、口も挟はさめない。

「マンチカン様のチャレンジ動画も好きで……！　この前の物理無効のキューブスライムを物理で倒す動画！　普通、山頂からスライム目がけて飛び降りて、落下ダメージで倒そうなんて考えないですよね!?　そこで私また１００ＭＫＰいただきました！」

「……いや、あの、ちょっ」

「それに人食い鬼おに１００頭成せい敗ばいチャレンジ！　あれ、人食い鬼倒してる最中ずっとマンチカン様が桃もも太た郎ろうの歌歌ってるのが、なんかもう、ダサかっこよくて、それだけで遂ついに１０００ＭＫＰ超えちゃって、私、尊すぎて死ぬ！　ってなって実際死んじゃったんですよすごくないですか!?」

「なんというか、よくわからないんだが……」

「あ、すみません。ＭＫＰとかマンチカン様はわからないですよね。私、マンチカン様の動画見てるとなんかキュンとして気持ちがウキウキしてくるんですね！　トゥンク一回１ＭＫＰっていうか、ＭＫＰはそのウキウキを数値化したもので、Ｍ（マンチカン様）Ｋ（かっこいい）Ｐ（ポイント）の略なんです」

　目をキラキラさせて僕を見つめるミケ。よく見ると涎よだれが出てる……？

　さっと口くち許もとを拭ぬぐい、にっこりするミケ。

「あ、すみません、今この瞬しゆん間かんもＭＫＰ上がっててもう１００超えているものですから、色々汁しる出てくるターンきちゃって……さっきのセイバータイガーとの殴り合いもあえてワイヤーフック使わないチャレンジ企き画かくですよね？　ああ、それ考えると今日は３００ＭＫＰ行きそう……！」

「いや、ちょっと僕に喋らせて？」

　と、ミケはもじもじ、手先を隠すようにして畏かしこまった。

「あ、す、すみません。興奮して私ばかり喋っちゃって……」

「わかってくれればいいんだ」

　とか思っていたら、

「あの……こんなこと伺うかがうの失礼だとは思うんですけど」

　また喋りだした。わかってなかった。

「私、ミケって言います、あ、もちろん、こっちの中のキャラクター名ですけど。それであなたは……？」

「僕？」

「……マンチカン様、ですよね？　本物の？」

　僕は一瞬言葉に詰まる。

　今僕が使っているキャラクターの名前は間違いなくマンチカンだ。本物だ。だが、中身は？　僕は音ね琴ごとの知っているマンチカンの中身の人ではない。

　正直にそう言うか？　僕は神かん部べ真ま澄すみだ、と。さっき君にブロックされたばかりの神かん部べ真ま澄すみだ、と。

　音ね琴ごとにまた拒きよ絶ぜつされてしまう。せっかく、僕（というかマンチカン）に会ってテンション上がっている音ね琴ごとに、冷たい目で見られてしまうかもしれない。何だかそれは凄すごく嫌いやだった。

「……もちろん本物だが？」

　僕は何も間違ったことを言ってはいないが、噓うそを吐ついた。偽いつわった。正直に話さなかった。仕方ないじゃないか。

　そう聞いたミケの表情がぱっと明るくなる。それを見た僕の心にはトゲが残る。

「ああ、ほんとに……！　今日は凄いことが起きる日なんですね！　あの、あの、失礼ついでに厚かましいんですけど……！」

　熱と不安の籠こもった口調で、ミケは言った。

「……これから私と一緒にプレイしてくれませんか？」

「一緒にプレイ？　どういうことだ？」

「あの、実は私、どうしてもこの世界の地下に広がる迷めい宮きゆうエリアに行きたいんです。でも、今の私じゃ技術もレベルも全然足りなくて、とても手が出せなくて……でも、マンチカン様なら迷宮エリアも簡単にクリアできますよね？」

　マンチカンを見つめるミケの目には期待が込められていた。

「どうか私と一緒に迷宮エリアへ行ってくれませんか？」

　僕は躊躇ためらう。

　迷宮エリアというのは、たぶん、今まで以上に強力なモンスターが出てくるところくさい。先程のセイバータイガーは倒せたが、こちらの受けた傷も深い。今の状態でそんな場所に行くのはリスクが高いといえる。もしものことがあって千ち尋ひろの持ちキャラであるこのマンチカンを勝手に殺したら、流石さすがにぶん殴なぐられるだろうし。

　だが……これはある意味チャンスでは？

　音ね琴ごと美み加かは迷宮エリアに拘こだわっているようだ。その事情がわかれば、彼女をこのゲームから引ひき抜ぬけるかもしれない。そうなれば、僕の評価は上がる。しめしめ。

　……マンチカンに何かあったら、千ち尋ひろには泣いてもらおう。僕の将来のためだ。

「……いいだろう」

　その言葉を聞いた瞬間、ミケの鼻から鼻血スプラッシュ！　目は♡形にキラキラ輝かがやく……！

「やった！　マンチカン様と本当に一緒にプレイできる……！　す、すみません！　５００ＭＫＰ超えちゃったんで鼻血エモートが発動しちゃいました！　ああ、ありがとうございます！　私、頑張ります！」

　ミケは鼻から、ふんす、とばかりに息を漏らす。そして、僕を熱っぽい視線でまた見上げた。

「……やっぱりマンチカン様ですね！　困っている人を見捨てない……そういうところかっこいいです！　流石さすが５００ＭＫＰ……！」

「そ、そうか？」

　僕はミケのテンションに戸惑いながらも、どこか満まん更ざらでもない。頼れる相手だと認められたからだ。

　……なんというか気分がいいな……。こういう体験も重要だ。人から憧れの目で見られるという経験は、後々の僕の人生にとって財産になるかもしれない。きっと成功体験を積むのと同じような効果がある。……もうちょっとこのまま……僕はマンチカンのままで話を続けてみるか。あくまで僕の将来のため、学ぶために、だ。決して女子に褒ほめられるのが嬉しいとかそういう短たん絡らく的てきかつ感情的な理由ではない。

　自分の正体を隠したままとだいう後ろ暗い気持ちは忘れておこう。

　そう自分の中で結論づけると、僕は咳せき払ばらいを一つ。

「……ふむ……まあ、それほどでもないがな」

「そんなことないですよ！　マンチカン様は素敵です！　ヒーローじゃないですか」

「いやいや……」

　満更でもない。

「ほら、この子だってマンチカン様がいなかったら、きっと檻おりを壊こわされて殺されてました！　命の恩人です！」

　ミケは壊れかけた檻から、小動物を呼び出す。キー、と鳴きながら、そのリスのような生き物はミケの腕うでを駆かけ上のぼって肩かた口ぐちに陣じん取どった。

　僕は肩を竦すくめる。

　命って……。こいつはただのゲームの中のモンスター、言ってみればデータじゃないか。どこに命があるんだ。小動物っぽい仕草も鳴き声もそうプログラミングされてるからだろうに。決められた動きしかできない作り物、偽にせ物ものだ。

　そんな僕の思いなど知る由よしもないミケは満面の笑えみ。

「そうだ！　このキツネリスの子、テイムしたばかりで名前をつけてないんです。マンチカン様、名前をつけてもらえませんか？」

「名前？　そんなものが必要？　キツネリスはキツネリスだ。それでいいじゃないか」

　ミケはぽーっとしたようだ。

「流石さすがマンチカン様……！　とってもクールですね……！　１５０ＭＫＰ追加……１０００になったら尊すぎてまた死んじゃう……」

　と、肩口のキツネリスに言い聞かせる。

「お前の名前はキツネリス、だよ。マンチカン様から名前をもらえるなんて、良かったね！」

　キー、とキツネリスは鳴き、ミケの肩からひょいっと飛とび跳はねた。そして僕、マンチカンの肩に飛び移る。

「その子もマンチカン様に助けてもらった上に名前までもらえて喜んでますよ！」

　ミケは嬉しそうに笑う。一方、僕は苦く笑しようを堪こらえる。

　……だから、こいつはただのデータなんだから喜ぶとかそういうのないというのに。こういう動きも全部作り物。まったく音ね琴ごとは本当に夢見がちなお子様なんだな。

　と、

「……ん……？」

　僕は自分の肩に違和感を覚える。キツネリスが一瞬緊張し、踏ふん張ばった。そして、再びミケの肩へと飛び移っていく。残されたのは茶色い物体。匂におい立たつこの生暖かさ。

「……こ、こいつ……！」

　キー、と小こ馬ば鹿かにしたような鳴き声がした。キツネリスがミケの肩でぴょんこぴょんこ小ジャンプを繰り返している。

「僕の肩にうんこした、だと……！」

　キーキキーと嘲あざ笑わらうキツネリス。

　雑な名前をつけられた仕返しのつもりか!?　明確な悪意を感じる……！

「あ、フンしましたね！　やった！」

　ミケはその置き土産みやげを手で摑つかんだ。

「お、おい!?　ちょ、汚きたな……っ！」

「え？　何ですか？」

「お前、うんこなんか拾ってどうするんだ!?」

「はい？　もちろん、堆たい肥ひを作る材料にしますけど……？」

　ミケはきょとんとした顔だ。

「畑の肥料はいつも不足しがちですけど、テイムしたモンスターからのフンがあれば少しは足しになりますし……あ、確かに汚きたないと思うかもしれないですけれど、これって結局はデータですし、汚くないですよ」

「むむ……」

　キツネリスは小馬鹿にしたように鳴いた。

　……そうだ、こいつもデータだし、データには嬉しいとか悪意とかそんな感情はない。悪意があるように見えるのは、僕がそう感じるというだけのこと……！　このうんこだってプログラムでランダムに脱だつ糞ぷんするよう設定されているだけで、僕に対する悪意の発はつ露ろというわけではないのだ。こいつが僕を小馬鹿にしているとか、僕の感情的な妄もう想そうに過ぎない……。

　ぶりっと音がした。いつの間にか、僕の足下にすり寄っていたキツネリスがまた脱糞していた。マンチカンの黒くろ革かわのブーツの上にちょこんとうんこ乗せ。

　……こいつ……！　データのくせに……！　い、いやいや……これはこのゲームのＡＩというか何かがよくできていて、まるでこのキツネリスに意志があるかのように感じさせるのがうまいというだけのこと……！　落ち着け……落ち着け、僕……。

　僕は大きく深呼吸。そのせいで、うんこの臭においを胸むね一いつ杯ぱいに吸い込んでしまった。

　……最近のＶＲは本当によくできてるなああああああ！

　咳せき込こむ僕に対して、ミケはもじもじと切り出した。

「……あの、マンチカン様……それで、私と一緒に地下迷宮エリアに行ってくれるというお話ですけれど……このままじゃ私弱すぎますし、レベルアップとかもっと強力なモンスターのテイムの仕方とか……教えてくれませんか？」

　目をきらきらさせているミケに対し、僕はたじろぐ。

　教えるも何も、自分はこのゲームの知識についてミケ以下の素しろ人うとに過ぎない。明らかにぼろが出る。ここは誤ご魔ま化かすのが有効か……。

「……あー、そこまでして地下迷宮エリアに行きたい理由はなんなんだ？　レアアイテムでも取りにいきたいのか？」

「その……もしかしたらそこに私の大事な人がいるかもしれないんです」

　ん？　大事な人？

「彼はまだそこにいるかもしれない……だから、どうしても私そこまで行きたくて」

　んん？　彼？　え？　大事な……彼!?　え？　どういうことだ？　音ね琴ごとの奴、ゲーム内に彼かれ氏しがいて……その彼に会いに行きたいから、僕に手を貸して欲しいのか？

　ええー？　だって、音ね琴ごとは僕のこと……じゃない、マンチカンのことが大好きで大ファンで一緒にいるとウキウキしちゃうんじゃなかったのか？　それなのに……彼氏持ち～？

　僕はなぜか目め眩まいを感じた。

　……いや、音ね琴ごとは可か愛わいいから彼氏とか普通にいておかしくない。だから、別に意外なことではない。なのに……なぜ、僕はこんなにも魂たましいを揺さぶられているのだろう。おかしい。学校では何の接点もない音ね琴ごとに、僕は思い入れなど無い。僕はただの第三者だ。ショックを受ける意味がわからない。

　天を仰あおいでいる僕に、ミケが目を瞬しばたたいた。

「あの？　マンチカン様？」

　僕は無理矢理気を取り直す。

「いや、なんでもない。うん、普通のことだ。問題には当たらない」

　と、その時だった。森の茂みがざわついた。

　僕がそちらに目をやると、そこには赤黒い鎧よろいを纏まとったプレイヤーが立っている。大な槍を構え、いかにも重じゆう装そう甲こうの戦士といった風だ。

　僕にとってはミケ以外で初めて会った他プレイヤーだ。

　……ほう、あんな重装備もあるのか。と、物もの珍めずらしく見てしまう。

　だが、見つめてくるのは向こうも同じだった。

「……マジかよ……名前を騙かたった偽にせ者ものかと思ったら、この装備、マジモンじゃねえか」

　そのプレイヤーの呟つぶやきが聞こえてくる。渋しぶい声だ。僕は問いかけてみる。

「なんだ君は？　何か用か？」

「……ああ、用な。あるとも、あんたに大切な用がな」

　赤黒い鎧よろいのプレイヤーは全身を金属製の鎧で覆おおっている。歩く度に金物同士が擦こすれる軋きしみが耳を突ついた。そうして、僕の側そばまで近付く。と、

「トラッパーズからよろしくってなあ！」

「なっ!?」

　怒ど声せいと共に突き出された槍に僕の体は刺さし貫つらぬかれた。完全な不意打ちだ。

「マンチカン様!?」

　ミケの悲鳴。僕はがっくりと崩くずれ落おち……そうになって気付く。あれ？　ほとんどダメージ入ってない……？

「おら！　かかってこいよ！」

　赤黒い鎧のプレイヤーから槍の二に撃げき三さん撃げきが入る。だが、それもほとんどダメージになっていないようだ。

「……なんの真ま似ねだ？」

　というか、どういうことなんだ？　体力はほとんど減っていない……？

「……ち、ＰＶＰもやれない腰こし抜ぬけじゃねえだろう、マンチカンさんよ！　前に俺おれ達たちをやったときは、即そつ行こうで反はん撃げきしてＰＶＰモードへ移行してたじゃねえか！」

　ＰＶＰモード？　確か、プレイヤー対プレイヤーで戦うことだったか。ファイティングファンタジアではプレイヤーが他プレイヤーから攻撃された際、それに反撃するとＰＶＰモードに移行する、とかだったような……。つまり、反撃しなければＰＶＰにならない？

「へっ！　しばらく姿を見せない間に腑ふ抜ぬけたってわけか？　だが、ＰＶＰモードじゃなくてもダメージは入るんだぜ？　ちょっとだけどな。反撃してこないなら、延々と刺し続けてやるよ！　それがイヤなら……おら、かかってこいってんだ！」

「……君はマンチカンに恨うらみでもあるのか？」

「はあ!?　てめえ、何寝ね言ごと言ってんだ!?　何、他ひ人と事ごとみてえに……」

　そこへミケの声が割って入ってきた。

「あ！　この人、確かトラッパーズの一人！　動画で見ました！　レッドブルさんですよね？」

「……ちっ、知ってんのかよ……。あのクソ動画拡散されたお陰で……」

「クソ動画？」

「俺おれ達たちがおめえ一人に全員やられて恥はじかかされた様をネットに流されたんだよ！　知らねえとは言わせねえ！　そのせいで仲間は引退したりしてバラバラだ……おめえのせいだぞ！」

　レッドブルという名のプレイヤーは、槍の穂ほ先さきで僕を糾きゆう弾だんするように差してきた。

「落とし前つけさせてもらうぜ？」

　僕は不思議に思って尋ねる。

「……既にマンチカン一人に敗れているのに、また戦いたいのか？　一人で？」

　それって無理ゲーなんじゃないのか？　勝てる見み込こみがないのに挑いどむなんて非合理的だと思うんだが……。

「……舐なめやがって……！　あのときは油断してたんだ！　装備もただの鉄てつ鎧よろい一式だったしな！　だが、今の俺は違う！　名人級の鋼こう鉄てつ兜かぶとに小こ手てとすね当て、腰鎧。そして、胸きよう甲こうは職人級のアダマンタイト鋼製だ！　防御力がダンチなんだよぉ！」

　よくわからないが、装備がすごく強いらしい。こんなの相手にできるものか。まったく千ち尋ひろの奴、恨みを買うような真ま似ねしてくれて……。土下座でもしてお引き取り願うしかないか。無駄なトラブルで時間をロスしたくない。合理的な判断という奴だ。

　僕はそう思うと許しを請こうべく、地に膝ひざをつこうとする。が、ミケの眼まな差ざしがそれを引き留めた。信頼と憧れの眼差し。

　ミケが叫ぶ。

「でも、悪いのはそっちじゃないですか！」

「なにい!?」

「重要な資源の取れる土地の占せん有ゆうや他プレイヤーへの嫌がらせで悪名高かったのがあなた達トラッパーズでしょう？　そんな風に皆が困っていたところにマンチカン様がやってきてくれた……。超ちようレアなカッパードラゴンをテイムして荒あらし回ってたあなた達を、マンチカン様は止めてくれただけです！　それを逆さか恨うらみするなんて！」

「うるせえ！　あの動画見て知った風な口きいてるだけだろ、ムカつく女だな！　てめえとてめえのペットからぶっつぶしてやってもいいんだぜ！」

「……止やめろ」

　僕は低い声で言った。

「お前の狙いはマンチカン……僕だろう？　他の奴に手を出すな」

「へっ！　やる気になったってわけか？　来いよ！　反撃してこい！」

「マンチカン様、私を庇かばって……!?　素敵すぎます……！」

　言ってしまってから、僕は困っている。

　……なんで「止やめろ」なんて言ってしまったのか。それはレッドブルが目的以外の対象に意味もなく手を出すのがあまりに論理的でない気がして、注意してやっただけだ。別にミケを庇ったとかじゃない。実力も無いのに他人を庇うとか僕がするはずがないじゃないか。

　オーケー？　よし、それはもういい。

　次の問題だ。僕はレッドブルとＰＶＰしなければならないような状じよう況きように陥おちいっている。だが、冷静に考えて差は明らかだ。相手は見た目防御力が凄そうな装備持ちなのに、僕は高レベルとはいえ自分の装備も使いこなせない素しろ人うとだ。……えっと、本当に戦わなくてはいけないのか？　負けるだろ。普通に考えて。負ける戦いを始めるのは論理的じゃないよな？

「おら、どうした？　はやく始めようぜ？」

　……どうにか逃にげられないかな……今からごめんなさいして許してくれないかな……争いは良くない。正確に言うと、勝てない争いは良くない……。

「……おっと。ねえ、ボクも混ぜてよ」

　突然、背後から声をかけられた。
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「は？　なんだお前？　急に出てきて」

　レッドブルが苛いら立だった声で誰すい何かする。見れば、ピンクに塗ぬられた革鎧を纏まとった小こ柄がらな女性キャラクターが僕達の背後から姿を現していた。滑すべるようにレッドブルへと近付いていく。

「こっちは忙しいんだ！　なんだそのピンク尽ずくめの格好？　失うせろ、イカレ女が」

　レッドブルがハエでも払はらいのけるように槍を振った。それがピンクの女性キャラクターに僅わずかに触れる。と、ピンクの女性キャラクターはレッドブルにビンタ一いつ閃せん。フルフェイスの鋼鉄製兜かぶとの上からではダメージなどないだろうに、けれど素早い一いち撃げきだった。レッドブルもまさか素す手ででビンタされるとは思っていなかったらしい。

「な、なんだ!?」

「おっけ、ＰＶＰ成立ね」

　ピンクの女性キャラクターはそう言うや否いなや、太ももに付けていたクロスボウを抜き、あらぬ方向へ矢を放った。即座に彼女の体が矢を追うように宙に舞まう。

「ワイヤーフック、だと!?」

　レッドブルがその姿を目で追おうと顔を上げるが、その頃には既にピンクの女性キャラクターはもう一丁のワイヤーフックでまるで別べつ軌き道どうへとすっ飛んでいる。

　二丁のワイヤーフックを使った空中機動!?　と、僕は目を見張る。自分には到とう底てい及びもつかない領域を眼前で見せられているのだ。

「うお、てめえ、どこに……!?」

　きょろきょろしているレッドブル。と、キン、と澄んだ音がしたかと思うと、レッドブルの兜に一筋のヒビが入る。直上から一気に襲いかかったピンクの女性キャラクターの刃がレッドブルの兜を穿うがっていた。と、兜どころか鎧よろいから手てつ甲こう、すね当てまで粉々に砕くだけたではないか。

　どう、と倒れるレッドブル。一撃だった。

　……何が起こった？　僕は呆あつ気けにとられる。見たところ……このピンク女子、レベルは高そうでもないのに……。

　ピンクの革鎧の女性キャラクターは僕に顔を向けた。ピンクのマスクをしていて表情が読めないが……眼まな差ざしだけは見て取れる。面白がっているような、丸みを帯びた目元。どこか見覚えがある……いや、目だけじゃない。この甘い香り、何だか夕暮れ時のどこかの部屋を思い出す。それに頭の左右でまとめているこの髪型……。

「危なかったですね、マンチカン師し匠しよう？」

「……誰？」

　僕は覚おぼ束つかない口調で言った。

「弟で子しのアビシニアンですよ。やだなあ、忘れちゃったんですか、マー君？」

　僕はその名前の呼び方に心当たりがある。そんな呼び方をしてくるのは一人だけ。

「マー……お前、千ち尋ひろか!?」

　アビシニアンはピンクのマスクを外す。すると、そこにあったのはまさしく千ち尋ひろの面おも影かげ。ほとんど同じだ。朗ほがらかな笑みを浮かべて立っている。

　なんで!?　千ち尋ひろはまだ帰ってきていないはず……ていうか、千ち尋ひろのゲーム機は僕が今まさに使っているのに、どうやってこの場に来てるんだ!?

「あ、あの……アビシニアンさん？　マンチカン様のお弟子さんなんですか？」

「そうだよー？　あのワイヤーフック二丁使っての空中機動戦術、ぜーんぶマンチカン師匠から教えてもらったものなんだ。ねえー？　マー君？」

　ミケのおずおずとした問いにアビシニアンはにこやかに答える。

　なんだ、何が起こっている？　千ち尋ひろの奴、何を考えてるんだ？

「ちょ、ちょっとすまないがここでログアウトさせてもらう。ま、またいずれ会おう、ミケ」

「あー、マンチカン師匠が落ちるならボクも落ちますよー。ちょっとこの後用事ができましたものね？　ねえ、マンチカン師匠？」

「お、おう……」

「えー、そうなんですか？　じゃあ、またきっと来てくださいね！　私と一緒に地下迷宮へ……お願いしますね」

　名残なごり惜おしそうなミケを後に残し、僕はファイティングファンタジアの世界から離り脱だつ、千ち尋ひろの部屋という何が待ち受けているかわからない現実へと引ひき戻もどされていった。
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　ヘッドマウントディスプレイを外す。

　ピンクのベッドに千ち尋ひろが座すわり込こんで、僕と同じようにヘッドマウントディスプレイを外しているところだった。ピンクのシュシュで髪かみをツインテールのようにまとめている、僕の従い姉と妹こ。改めてみると、いつの間にか手足も長くなって女の子っぽくなってる。胸だって必要ないくせにブラを……いや、マジでちょっと膨らんでる……？　うそだろ……？　そこではっとして、僕は慌てて千ち尋ひろの胸から目を逸らした。千ち尋ひろはそんな僕を見て、笑みを浮かべている。

「……で、マー君？　なにしてるの？　ボクの部屋で、ボクのゲーム機使って？」

　これは自分が優位に立ったときの微笑ほほえみ。猫ねこがネズミを前にして浮かべる笑みだ。猫が笑うかどうかは今は問題としない。

　僕は努めて事もなげに言う。

「ああ、すまないな。ちょっと借りていた」

「人のキャラクター、勝手に使ってたよね？　それっていいのかな？」

「少しだけ、その、ゲームをしたかったんだ。すぐに終わらせるつもりだった」

「へえー？　あの真面目で、ゲームなんか時間の無駄、ってボクにドヤ顔で説教してたマー君が、ゲームを？　ふうん？　どういう気持ちの変化だろう」

　嬲なぶろうとしているのか？　言われているままでは不利だ。こちらも何か言わねば。

「……それより、千ち尋ひろどうして……僕がファイティングファンタジアをプレイしているところに入ってこられたんだ？　ていうか、そのゲーム機は何だ？」

「これ？　また新バージョンが出てたから思わず買っちゃったんだよね。試しにこれの新アカウントでファイティングファンタジアのキャラ作っておいたんだ。アビシニアンちゃん、可か愛わいかったでしょ？　キャラメイクに五時間はかけて……」

「新しいゲーム機だって？　また無む駄だ遣づかいしたのか！」

「無駄っていうけど、でも、こうしてマー君と一緒に遊べたんだし役に立ってると思うよ」

「どこからそんなお金……まだ使えるゲーム機があるのに、新しいのを買うのは無駄遣い以外の何物でも無いだろう」

　と、千ち尋ひろはすっと右手を差し上げて、ストップのポーズ。

「ゲームの話はもういいよ。もっと重大な話があるから。あのさ、マー君？　マー君、女の子の部屋に勝手に入り込んだことどう思ってる？」

「女の子の部屋って……言うほど女の子か？　それに千ち尋ひろだって、僕の部屋に勝手に入り込むじゃないか」

「ボクはいいの！　女の子の部屋に勝手に入り込むのがどういうことか、その意味がわかってるのかどうか聞きたいの！」

「……前からこんなことよくやっていたじゃないか。小さい頃なんかいつも……」

「へえー？　そう？　未いまだにそんな考えでしかないっていうの？　……じゃあ、ちょっと聞くけど……マー君、ボクのパジャマ触さわらなかった？」

「うん？　ああ、脱ぎ散らかしていてだらしないから畳んで……」

「やっぱり！　マー君だったんだね？　女の子の脱いだ服を平気で触って楽しんだんでしょ？　……マー君、いやらしいなあ」

「……ちょっと待て!?　僕がいつ何を楽しんだって!?　僕はただパジャマを畳んで千ち尋ひろのだらしないところを注意してやろうと……」

「……まあ、パジャマだけならまだよかったよ？　でも、ね？　ボクのブラが無いみたいなんだけど……？」

「……は？」

「マー君、心当たりない？　水色のスポーツブラなんだけど……？」

　どっと汗あせが出てきた。

　いや、確かにアレを手にとってどぎまぎしたのは事実だが、あれは見慣れないものを見てびっくりしただけであって変な意図はなかった。危険物かどうか調べるために臭においを嗅かぐとか動物的な反応で、誰でもやっていることだ、たぶん。……ていうか心当たり？　ブラが無い？　いや、確かアレはパジャマと一緒に置いておいたはず……。

「……ねえ、マー君？　ポケットの中、調べさせてもらっていいかな？」

「千ち尋ひろ、お前……僕を疑っているのか!?　この僕を!?　僕ら家族みたいなもんだろ？」

　千ち尋ひろの眼まな差ざしには怒りも侮ぶ蔑べつも含ふくまれていない。猫めいた、少し上向く口の端はしから読み取れるのは……千ち尋ひろがこの状況を実に楽しんでいるということだ。

「いいから、そこまで言うなら疚やましいことないんでしょ？　ポケットの中、確かめさせてよ」

「ああ、いいとも。全く、僕がそんな下げ劣れつな真ま似ねをするわけが……」

　僕は自分のポケットに手を突っ込み……あれ、随ずい分ぶん膨らんでるな、ポケットぱんぱんじゃないか。何が入ってるんだ？　て、妙みような手触り……!?　これは……!?

　そっと引き出す。

　水色のスポーツブラがしわくちゃに丸められた状態で出てきた。

「あれれー？　おかしいぞお？　どうしてボクの下着がマー君のズボンのポケットから？」

「違ちが……！　これ……！」

　僕は口を数回ぱくぱく開け閉めした。

　覚えがない。ポケットに入れた覚えがない。が、正直に言えば、入れなかった覚えもない。絶対確実に入れなかった、と断言できるほど記憶に残っていないのだ。確かにベッドへ置いたつもり……でも……そんなバカな……！　どうしてここに、あり得ない……！

　千ち尋ひろがどこか誇ほこらしげに顔を上げる。

「そうかあ。マー君、ボクのことそういう目で見てたんだねえ。うわあ、ショックだなあ」

「ち、違うんだ！　これは何かの間違いだ！」

　僕は将来官房長官を目指す男……！　こんな……こんな女子の下着を懐ふところに忍しのばすような真ま似ねをするわけが……！

　こんな淫いん行こうが衆目に晒さらされるようなことがあったらもう終わりだ。誰が女の子の下着（しかも家族同然の従い姉と妹この女の子の下着）を盗んだ男を官房長官にしたいと思うだろう？　僕の……僕の官房長官への夢はここで断たたれてしまうのか？　こんなところで？　……吐きそう。

「そうは言ってもねえ？　目の前で取り出されたわけだし、これは覆くつがえしようがないよ」

　それから千ち尋ひろはわかったように何度もうんうん頷うなずいて見せた。

「いや、まあねえ？　ボクが可か愛わいいからこういうことマー君が起こしちゃったんだとしたら、ボクにも少し責任があるわけだし？　しょうがないかなあ。ボク、中学になってからモテてるし？　真面目なだけのマー君には目の毒だったかもしれないね！」

「モテてる？　千ち尋ひろが？」

「あ！　気になっちゃった？　ちょっと焦あせってる？」

　にっこにこで千ち尋ひろが問いかけてきた。

「い、いや、別に……」

　それどころじゃない。僕の将来が終わりかけてるんだ。千ち尋ひろがモテようがどうだろうが知るものか。

「無理しちゃって……。まあ、とにかく？　マー君がボクの下着を持ち帰ろうとしたのは事実だからね。これ、おばさんに言わないとダメかな？　どう思う？」

「ぐ……っ！」

　そんなことになれば家族会議になる……！　家族からの僕への評価は底辺まで落ち、ぶん殴られるだろう。

　千ち尋ひろは猫のような笑顔で得意げだ。

「わかった？　これが女の子の部屋に勝手に入り込むってことの意味だよ？　何か起きたら、それは全部マー君の責任になるってこと」

「く……なんて高い授業料だ……！」

「まあ、でもボクは心が広いから。それに、ボクの魅み力りよくのせいでこうなったっていう責任も少しはあるし、見なかったことにしてあげてもいいよ」

「何だと!?　……千ち尋ひろ、お前っていい奴だな」

　助かった……！　僥ぎよう倖こう……！　僥倖……！

　千ち尋ひろはにこっと笑って人差し指を立てる。

「ただし、一つ条件があります」

「……くっ！　金か？　従い兄と弟こを強ゆ請するなんて酷ひどい奴だ……！」

「しっつれいだなあ。お金なんかいらないよ。ただ……」

「ただ？　なんだ？」

　と、そこで千ち尋ひろは口の端をつり上げた。すっ、と人差し指を立て、チッチッチ。悪役を演じて楽しんでるみたい。

「……これからはボクと一緒にゲームしてもらうよ？　今度からボク、マー君で遊ぶからさ」

「なに？　なんだよ、他にゲームしてくれる友達がいないってことか？」

「そういう問題じゃなくて！　友達とか何人もいるよ！　でも、ボクはマー君で遊びたいってだけ一……ていうか条件を吞のむの？　吞まないの？」

「ゲームしてたら勉強の時間が減る！　そんな無駄に付き合ってられるか」

「へえー？　マー君はボクのブラをどうしようとしてたんだっけ？」

「ぐぬ……」

　言葉に詰まった僕を見て、千ち尋ひろは口角を僅わずかに上げた。ぴとっ、と僕の横に貼はり付つく。ふわっ、と甘い香りが漂ただよった。密着している肌が温ぬくい。

　その体勢で、千ち尋ひろは人差し指を使い僕の体にうりうりと「の」の字を書いてくる。あったけえ。いや、ちょっと変な気持ちになりそうだから止やめて欲しい。

「わかった？　ていうか、大体マー君、さっきゲームしてたじゃん。時間の無駄とか言いながら、本当はゲームに目覚めたってわけ？」

　僕は上うわ目め遣づかいしてくる千ち尋ひろの眼まな差ざしを真まっ直すぐ見られなくて、喘あえぐ。くすぐったい。ぞわぞわしてくる。

「あ、あれはゲームをしてたわけじゃない。人と話してたんだ」

「うん？　どういうこと？　そういえば、さっき一緒にプレイしてた女の子キャラいたね。あれ、フレンド？」

「フレンド？　いや、友達じゃないな。僕はあの子を説得したくてゲームにログインしたんだ」

「ふうん？　何か事情あるの？　アイテム交こう換かんして欲しいとか土地を使わせて欲しいとか？」

「いや、そういうゲーム内の話じゃなくて、実はあの子、僕のクラスメートなんだ」

「……ほう？」

　千ち尋ひろの目がすっと眇すがめられた。あ、何か企たくらんでる目だ。

「……あの子、ネットの友達とかじゃなくてリアルの知り合い……っていうかクラスメート？」

　千ち尋ひろは一旦言葉を切った。間。じっと僕を見る。指の動きも止まっていた。

「……ちなみに、女の子キャラだったけど……リアルも女の子、とか？」

「そうだが？」

「……ほうほうほうほう……！　なーるほどぉ？　いやあ、マー君はリアルの女の子と一緒にゲームして遊んでる、と」

　それからニヤリと、

「……通報した方がいいみたいだね。この人、本当は女の子の下着を盗むような人ですよって」

「やめろっ！　大体、遊んでないって言ってるだろ。あの子と連絡が取れなくて、唯一接触できるのがあのゲームの中だけだったっていう話だ」

　そこで僕はミケの中身である音ね琴ごと美み加かが今学校に出てこないでゲームに熱中しているらしいことを明かした。

「……で、僕は先生に頼まれて、彼女がまた学校に出てこられるように説得しようとしているわけだ」

「……ふうん。でもまあ、女の子、なんだよね？　あのマー君が女の子と……ふふふ」

　腕組みしながら思案顔。千ち尋ひろは僕を探さぐるようにねめつけてくる。

「ああ、ただのクラスメートで詳しいことは知らない。だから事情がわからなくて困ってるとも言えるが」

「……で、マー君はこの後どうするつもりなの？」

「それなんだが……音ね琴ごとの奴、どうもファイティングファンタジアの地下迷宮に行きたいらしいんだ。人を……」

　彼氏を？　そう思うとなぜか胸がざわついたが、言い直さずに続けた

「……捜さがしてるんだかなんだか……まだいるかもしれないから行ってみたい、とか微び妙みような言い方だったけど、それを果たしたら音ね琴ごとの奴、ゲームを止やめてくれると思わないか？」

「どうかなー？　地下迷宮エリアにはラスボスクラスがゴロゴロしていて、攻こう略りやくはゲームのクリア条件の一つだけど……そこだけで終わりってわけじゃないよ？　クリアのためにはまだ必要なことが幾いくつかあるし」

「でも、あいつは地下迷宮に行ってみたいだけかもしれない。捜さがしてる奴がいようがいまいが行きさえすれば納なつ得とくするだろう。少なくとも、それだけ満足させてやればゲームに一区切りつくんじゃないのか？」

「……うーん、まあ、確かに……。やっとの思いで地下迷宮エリア探たん索さく終しゆう了りようしたと思ったらまだまだ先があると知って、心が折れてゲーム挫ざ折せつする人多いみたいだからね……」

「それだ！　音ね琴ごとのゲームに対する熱意。それを折ってしまえば現実に、学校に戻ってくるかもしれない。やってみる価値はありそうだな……！」

「ふうん？　じゃあ、マー君は音ね琴ごとさんが地下迷宮に行くのを手伝うつもりなんだね？」

「ああ！　音ね琴ごとのやる気を失わせるためにな！」

「でも、マー君ってまだ始めたばかりでそれどころかゲームもほとんどやったことのないクソ雑ざ魚こナメクジなんでしょ？」

「ひどいな!?　事実だが」

「そんなので手助けとかできないっていうか明らかに足手まといだと思うよ？」

「……そこで、だ。千ち尋ひろ、頼みがある。千ち尋ひろのキャラ、マンチカン、だったか？　あれ、しばらく僕に使わせてくれないか？」

「え？　なんで？」

「あれ、大分成長させた強いキャラだろう？　あれなら、僕が使っててもなかなか死ななそうだし。それに、音ね琴ごとがあのキャラのこと気に入っているらしいんだ。あのキャラで一緒にいれば、音ね琴ごとにゲームを止やめるよう説得しやすくなるかもしれない」

「ええー？　ボクのキャラ使って楽しようって魂胆？」

「人助けになるのだから快く貸すべきだ。マンチカンを使わせてくれ。音ね琴ごとを連れ戻すため、僕の評価と信頼アップのためなんだ」

　千ち尋ひろは溜ため息いき交じりに肩を竦すくめた。

「……まあ、いいよ。ボクもアビシニアンで一緒に遊んであげるから」

「だから、僕は別に遊びでゲームにログインするわけではないんだが……」

「音ね琴ごとさんと一緒に地下迷宮エリア攻略を目指すんでしょ？　立派に遊びだと思うけど？」

　ここで僕はぴーんときた。先程から千ち尋ひろの奴、一緒にゲームをする、という点に随分拘こだわっている。強がってはいたが、これはやはり千ち尋ひろには一緒にゲームをしてくれる相手がいないのだろう。それが寂さびしい、という感覚か。

　別にゲームなんか一人で楽しめばいいだろうに。というか僕としてはゲームなんかしなくてもいいくらいに思っているから、千ち尋ひろの気持ちはよくわからないが……。ともかく、僕と音ね琴ごと美み加かが同じ時間、同じゲームサーバー上にいることが羨うらやましいのかもしれない。言ってみれば、

「焼やき餅もちか？」

「……は？」

「僕と音ね琴ごとが一緒にゲームしているのが羨ましいから一緒にいたいというわけか？」

　一緒にゲームしてくれる相手のいる僕が気に入らないんだな、きっと。全く、見けん当とう違ちがいも甚はなはだしいというのに。

「あのな、さっきも言ったけれど、僕はゲームをしているんじゃなくて説得を……」

　瞬間、背中を氷で撫なでられた感覚。ぞくっとして、僕は息を吞む。

　千ち尋ひろが抑よく揚ようのない声で呟つぶやいた。

「口からクソたれるの止やめて」

　その目には光が無く、純粋な侮ぶ蔑べつだけがあった。ぞわっと僕のうなじの毛が逆立つ。

「何を言ってるの、マー君？　ぶん殴られたいの？　それとも、蹴けり飛とばされたいの？　どちらか選んで？　両方ともやるけど」

「何でそんな話になるんだ!?」

「くだらないクソを口から垂れるからでしょ？」

「クソって、何のことだよ……？」

「……ふうん？　……よーし、決めた」

　そうして、千ち尋ひろは湿しめった笑みで僕を見た。

「ボクに任せときなって。マー君と、その、音ね琴ごとさん？　上う手まくいくように陰から応おう援えんしてあげちゃうから」

「え？　いや、おい、どういうつもりだ？」

「ボクねえ、マー君と音ね琴ごとさんにその、いい関係になってもらったら嬉しいなって。そう思っただけだよほんとだよ？　善意だよ、善意」

「いや、俺や音ね琴ごとの意志は無視か？」

　だが、千ち尋ひろは聞く耳持たず。なおも言いい募つのる。

「きっとマー君のことだから加減もわからず突つっ走ぱしって、音ね琴ごとさんにどん引きされるだろうし」

　そして、髪を搔かき上あげる。世話の焼ける、とでもいうような本気の溜ため息いき。

「だったら、ボクが近くに一緒にいて、音ね琴ごとさんに変なことしないように見張ってなきゃしょうがないじゃん。だってマー君は女の子の下着をこっそりポケットにしまっちゃう系男子なんだから？」

「ぐぐっ……」

　それを言われると弱い……。

　僕は溜息を漏らす。

「……まあ、いい。マンチカンさえ使わせてくれるならそれでいいさ」

　千ち尋ひろは、ふふん、と鼻で笑う。

「じゃあ、決まりだね！　今度からファイティングファンタジアに行くときはちゃんとボクを誘さそってから行ってよね！」

　こうして契けい約やくは成立した。




　　◆




　翌日。

　僕は学校から帰ると同時にファイティングファンタジアを起動した。

　千ち尋ひろにもこれからログインする旨むね、連絡する。

　そして、音ね琴ごと美み加かのキャラ、ミケがいるであろうサーバーに接続。

　──眩まぶしい光と共にモンスターの闊かつ歩ぽする世界で目覚めた。

　そこは昨日僕がログアウトした場所、すなわちミケの居住する小屋のあるところだ。森の中の少しばかり開けた土地。小屋と柵さくに囲まれた畑が目に入る。それらは昨日と同じだ。あの憎にくきキツネリスの檻おりもある。だが、昨日は無かったものも建っていた。

　瀟しよう洒しやな小屋、それも白く塗られた真新しい小屋が僕の目の前にできている。

　遠くから、何か堅かたいもの同士を打ちつける音。それから、メリメリと木が裂さけ、枝がざわめき、森の中に衝撃と揺れが走った。うかがい見れば、少し離れた場所で大木が倒れ、土つち埃ぼこりが舞っている。その根元には、可か愛わいらしい白い服装の少女、ミケがいた。華きや奢しやなその手にはゴツい斧おのが握られている。すごいアンバランス。

　僕がミケの側そばに行くまでに、彼女はまた別の木を切きり倒たおしにかかっていた。と、僕に気付く。

　ぱっと表情を明るくし、手をぶんぶん振った。その手に握られている斧もぶんぶん音を立てて唸うなる。

「あ！　マンチカン様！　来てくれたんですね！」

「やあ、ねご……ミケ。昨日は急にログアウトしてしまってすまなかった」

「いいんですよ！　マンチカン様もお忙しいでしょうし」

　ミケの肩には昨日テイムしていた憎たらしいキツネリスの姿がある。僕の方を胡う散さん臭くさそうに睨にらんでいた。それから、ミケの耳元で囁ささやくようにキーと鳴く。……告げ口っぽい仕草。

「……そいつも元気そうで何よりだ」

「キツネリスちゃんのことですか？　はい！　一緒にいてくれると心強いんですよ。こういう作業しているときも、何か危険なモンスターが近付いたら鳴いて知らせてくれますし」

　そう言ってミケはキツネリスの喉を撫なでる。目を閉じ微笑ほほえみのような表情でそれを受け入れるキツネリス。

　……こいつ今、僕を見て鳴いて知らせたよな？

　撫で終えられたキツネリスは、ミケの肩の上でツンと澄ました。さっきまで緩ゆるんでたくせに素知らぬ顔。僕の険しい目線もガン無視だ。

　……いや、こいつはただのＡＩ、データなんだから、悪意とか感情とか無いはずだし。ほっとけばいいのだ。僕は気を取り直してミケに話しかける。

「……というか、作業？　伐ばつ採さいしているのか？」

「ええ、ちょっと資材の木材が足りなくなってしまって……」

「足りなくなった？　何かに使ったのか？」

　と、ミケはもじもじと身を捩よじる。

「あの……勝手なことだとは思ったんですけど、マンチカン様がもしまた来てくれたらと思って、マンチカン様用の家を建てさせてもらったんです。塗と装そうもして、綺麗にしました」

　ああ、先程見た、真新しい白い小屋のことか。ミケの小屋と畑の前に建っていたアレ。

「僕のためにわざわざ家を？」

「あの、ちょっと小さいかもしれませんけど、それはこれから木材を集めて拡ひろげようと思ってます。だから、今は仮の家として使ってもらえたらな、って……」

「へええ。そうなのか。中を見ても？」

「ええ！　もちろんです！　案内しますよ！」

　ミケは意い気き揚よう々よう、僕の先に立って白い家へと向かっていく。

　その後ろ姿を見ていて、ふと気付いた。

「……そういえば、ミケが今着ている服、昨日のとは違うようだが……？」

「あ……あの、これは……新しく作ったものなんです。昨日の普ふ段だん着ぎよりすっきりしていて可か愛わいいかなっと思って……」

「それも自分で作ったのか？」

　昨日ミケが着ていた服、どこか破れてしまったのだろうか。まだ十分着られるように思えたが……。

「はい。繊維を集めて白の染せん色しよくもして……全然、ゲーム的な効果はないんですけど、何度か作り直してやっと納得のいくものができました！」

「なるほど、清潔感があってとてもいい。動きやすそうだし機能美もある。似合っているな」

　僕が見るところ、まるでデートでもするみたいにばっちり決まっている。

　ミケの頰がピンクに染まったように見えた。

「……マ、マンチカン様に気に入ってもらえたみたいで良かったです！」

　両手を握りしめ僕を上目遣いで見てきた。

「苦労して完成させた甲か斐いがありました……！　あ、あの！」

「うん？」

「もしよかったら……マンチカン様も、これつけてくれますか？」

「うん？　これは……？」

　ミケが差し出してきたのはカラフルな繊維で編まれた大きなリングだった。何か柑かん橘きつ類るいのような爽やかな香りがする。

「約束のミサンガです。これが千切れたとき願いや約束が叶かなうっていう」

　そういえば、音ね琴ごとは友達にはミサンガをよく作ってくれたという話だった。

　つまり、僕も音ね琴ごとにとって友達だと認にん定ていされたわけか。

　友達……。

　現実の学校生活では、僕にとって必要ないものとして切り捨てたもの。それがここで……。何か胸にぐっときた。何かは知らない。

　僕は痒かゆくもないのに頭を搔かきながら、問いかける。

「これを腕につければいいのか？」

「……はい！　……約束ですよ？　私を地下迷宮エリアに連れて行ってくれるって」

「わかった。これをつけた以上、ミケとの約束は必ず果たそう」

　僕はミサンガを手首に嵌はめてそう宣言した。と、

「私の作ったミサンガがその御お手てに……！　はああああっ素敵ですっ、マンチカン様！」

　ミケは子犬のような息いき遣づかい。もの凄すごく高速なッハッハッハッハッ！

「ど、どうした!?」

「す、すみません！　そのお姿一発で２００ＭＫＰは行きましたので！　トゥンク脈みやく拍はく急加速の過呼吸四回分に手汗・涎よだれの汁系が出始めてしまって……！」

　鼻血エモートまではいかないらしい。

「お、お気になさらず……！」

　ミケは鼻を押おさえて顔を背けた。……鼻血いきそうなのか？

　僕はミケの奇き矯きようからそっと視線を外し、わざと明るい声で言った。

「それにしても、これいい香りがするんだな」

「センテッドゼラニウムという虫むし除よけハーブを素材にして作ったもので、ゲーム的な効果はないですけど、この香りには心を落ち着かせる効果があるって言われてるんですよ」

　しかし、こんなものまで作っていたのか。よく見れば、ミケの手首にも同じようなミサンガが巻かれている。僕とお揃そろいのつもりかもしれない。

　家を建てたり装備品を作ったり……僕がファイティングファンタジアにログインしていない時間も、ミケはずっとこちらで過ごしていたらしい。それも僕を喜ばせるために、僕のために、僕が喜ぶだろうと期待して。

　実際、嬉しい。いじらしいことだ。

　正直、ゲームにこんな時間使ってもったいない、と思っている。思っているが……だからこそ、ちくりと僕の胸は痛む。音ね琴ごとが友達認定してくれたのはマンチカンだということに。そのマンチカンを使っているのが僕、神かん部べ真ま澄すみだと正直に伝えていない。それを知っていたら、音ね琴ごとはこんな尽くしてくれただろうか？

　……僕は音ね琴ごとの善意を弄もてあそんでいる……。

「なあ、ミケ？　奇き妙みようなことを聞くかもしれないが……その、現実での君の知り合いでこのゲームをやっている人はいないか？」

「はい？　どういうことですか？」

「あー、いや、このゲーム、現実の友達と一緒にやったらもっと楽しいんだろうか？　と思って。僕は、そういう相手がいないから」

「なら、マンチカン様と私は同じですね！　私もリアルでの友達とこのゲームしたことはないです。ゲームの話自体しないようにしているので」

「あ、そうなのか……」

「あ！　でも、一人だけ、ファイティングファンタジアをしていた知り合いがいました！　クラスメートなんですけれど」

　きっと僕のことだ。内心、ドキリとしながらも、狙い通り。

「ほう。その人とは一緒にやろうとは思わない……のか？　その人のこと、どう思ってる？」

「凄すごく勝手な人です。正しいことをやっているつもりでズカズカ人のプライベートに入ってくる嫌な人でした」

　あ……。

「……神かん部べ君も一緒にやったらきっと楽しいんでしょうけど……。……？　どうかしましたか？　マンチカン様？」

「……いや、なんでもない……」

　……これはとても僕が、つまりマンチカンが、神かん部べ真ま澄すみだなんて言えない……。

　心の中で受けた衝撃を押おし殺ころして、僕は努めて平静を装よそおった。

「あ、入り口はこっちですよ？　どちらへ……？」

「うん？　あ、ああ……」

　全然平静装えてなかった。

「さあ、こちらからどうぞ」

　先導していたミケが白い家の扉に手をかける。

「内装はベッドと食料保存庫、それに暖だん炉ろぐらいしか付いてないんですけど」

「ほう。中々綺麗に仕上がってるな」

　白い小屋の中はこぢんまりと、だが落ち着いていた。丁度いい広さという感じだ。

　ホテルのシングルルームみたいな間取りか。

「……これを僕のために一日かけて用意していてくれたのか。立派なものだ。ありがとう」

「いえ！　マンチカン様に使っていただくには全然至らないところばかりで……！　本当ならエアコンや冷蔵庫も作っておきたかったんですけれど、資材が足りなくて」

「エアコン？　冷蔵庫？」

　いや、ちょっと待て。モンスターの世界に電化製品？

　ここってファンタジーじゃないのか？　どういう世界観なんだ。

　ミケは僕に目線を合わせようと、上目遣い。

「……どうでしょう？　お気に召めしてもらえました……？」

「ああ、ミケは親切だな」

　初心者に優やさしい。もっとも、僕は今マンチカンという高レベルプレイヤーの振りをしているわけだから少し違うか。と、

「……でも、やっぱりちょっと手て狭ぜまかなー」

　そんな声が割わり込こんできた。小屋の入り口に、いつの間にかピンクの人影がある。左手を腰、右手を額にかざすようにして、小屋の中をじろじろしていた。

　千ち尋ひろの使っているキャラクター、

「アビシニアンさん、でしたね。昨日はお世話になりました！」

　ミケが一礼する。千ち尋ひろ操あやつるアビシニアンは手を振って応えた。

「こんちは、ミケちゃん！　これ、全部ミケちゃんが作ったんでしょ？　マンチカン師匠のために？　すごいね！　ありがとう！」

　全身ピンクの軽装備で固めたアビシニアンはそこで小首を傾かしげる。

「ただ、やっぱりもう少し奥おく行ゆきがあった方がいいかな。アイテム保管用に大きな収納ボックスも置きたいし。それも二人分だと、結構場所取ると思うんだ」

「収納ボックス、二人分？」

　僕は聞きとがめる。アビシニアンが僕に向けて、にっこりした。

「そりゃあ、マンチカン師匠がここを拠きよ点てんにするなら、ボクもお供しないとね！　何しろ、弟子だから？」

「あ……そう、ですよね」

　ミケが呟つぶやいた。

「マンチカン様とアビシニアンさん、二人分の準備をしておくべきでした……。師し弟ていのお二人で使われますよね、一緒に……住むんでしょう？」

「まあねー。マンチカン師匠のお世話をしなくちゃいけないから、仕方ないよねー」

　言いながら、アビシニアンはちらちらとこちらの顔を窺うかがう様子。なんだ？　僕の顔に何かついてるのか？

「早速、拠点での同居生活が始まる形になるけど……マンチカン師匠、嬉しいときはちゃんと言わなきゃダメだよ？　ゲームの中とはいえ、女の子と一緒に暮らすわけだからね？」

　なるほど、煽あおりたいというわけか。くそ、何が女の子だ。千ち尋ひろのくせに。

　そこへミケの声が漏れるように聞こえてきた。

「お二人は……本当に仲がいいんですね」

　僕の方を見て、溜ため息いき交まじり。

「マンチカン様ほどかっこいい人なら素敵なパートナーがいて当然ですよね。……そういう信頼関係、素敵です」

「いや、そういうんじゃないから」

　アビシニアンが急に冷めた口調できっぱり言った。

「ただの師匠と弟子だから」

　と、ミケの表情が明るくなったようだ。

「そ、そうなんですか？　てっきり、私……えへへ、早とちりでした」

　何か失敗したかのように落おち込こんだ様子だったのが、一変している。楽しそうだ。

　ここで僕は先程から僕の意向抜きに進められていた話にようやく異議申し立てする。

「おい、本当にここを共用するつもりか？」

　僕のための小屋なのに。一緒に使っていいなんて、僕は一言も言っていないのに。

　だがアビシニアンは、ふん、と僕の言葉を鼻先であしらうように、

「そりゃあ、ここはマンチカン師匠のために作ってくれたものなんでしょ？　師匠、わかってますよね？　ボク達の場合、師匠のものは弟子のもの、弟子のものは弟子のもの……当然の権利だよねえ？」

　嚙かんで含めるような物言い。マンチカンの本当の持ち主である千ち尋ひろのドヤ顔が裏に垣かい間ま見みえて、僕はぐぬぬとするしかなかった。

　アビシニアンは室内をぐるりと見回す。

「それと……ミケちゃんも言ってたけど、やっぱり冷蔵庫とエアコンも欲しいなあ」

「おい、ちひ……弟子よ。ちょっといいか」

　僕はアビシニアンの耳元に口を寄せる。小声で、

「……冷蔵庫とかエアコンって何に使うんだ？　ていうか、この世界にそんなものあるのか」

　そっと聞いた。

「うん、あるんだよ。作るのに特殊な素材とか作成スキルが必要だけどね。冷蔵庫には食料や料理を入れておけばかなり長期保存できるし、エアコンは単純に、あれば気持ちいいでしょ？」

「気持ちいいって……別にゲームに関係なくないか？」

「ＶＲなんだから、実際に暑かったり寒かったりするし結構重要だと思うけど。それに、ここの森はそこまでじゃないけど、砂さ漠ばくやジャングル、それから高山とか雪原地帯だとエアコンをいくつも動かしてないと体力の消しよう耗もうが激しくて最悪即そく死ししちゃうよ」

「……そういうものか」

　そういえば、今僕らがいる森の中はうっすら寒くじめじめしていた。実際にそう感じる。確かに、エアコンがあったら快適かもしれない。

「まあ、もちろんそういう電化製品を動かすには電気が必要なわけでね……ねえ、ミケちゃん？　ミケちゃんの小屋には発電機がついてたりする？　そこから電線延ばしてこの小屋に繫つなげられるかな？」

「発電機は作ったんですけれど……電線用の金属や燃料油が無くて、全然動かしてないんです」

　発電機まであるのかよ。もう、ファンタジーでも何でもないな。

「金属鉱石が足りないの？　……よっし！　じゃあ、今日は鉱石掘ほりに行こう！　ここからだと高山地帯がいいかな……いいですよね、マンチカン師匠？」

　アビシニアンが僕に聞いてくる。いや、そんなこと言われてもよくわからないのだが、

「それが妥だ当とうなところだな。この件はお前に任せてみよう。見事果たして見せろ」

　わかったような口をきいておいた。そうしたら、

「ははっ！　ありがたき幸せ！」

　アビシニアンもノリノリで乗ってくるからもう後に引けない。

「では師匠。早速山に向かいますよ。もちろん当然ご存じでしょうが、ツルハシを装備して普通と違う光っている岩や石を攻撃してください。マンチカン師匠なら一撃で錆さび食くいアルマジロ並みに金属鉱石を掘れますよ、きっと」

「当然だ」

　錆び食いアルマジロが何だかよくわからんが。

　アビシニアンはミケにも顔を向けた。

「ミケちゃんも一緒に行こう？　山で原油の出る場所も教えてあげるし」

「山は危険で私だけじゃ金属鉱石掘りに行けなかったんですけど……マンチカン様がいるなら安心ですね！」

「はっはっは、任せておくがいい」

　棒読み口調で僕は気持ちを表明した。

「じゃあ、マンチカン師匠。ボクが先に立ってご案内しますね。ちゃんとミケちゃんを守りながらついてきてくださいよ」

　言うや、アビシニアンはさっさと森の中へと駆け込んでいく。僕とミケはアビシニアンの後ろ姿を見失わないよう急いで続いた。

「い、移動速度速いですね？」

　ミケが息を切らしながら前に向かって声を上げた。

「……ボクらは身軽さが信条だから。レベルアップした能力値、移動速度へそれなりにつぎ込こんでるからね。ねえ、師匠？」

　そうなのか？　僕はアビシニアンを追いかけつつも、ミケにペースを合わせている。ミケは僕らに比べると動きが遅おそいように感じた。

「……こんな遠くに来たのは初めてかもしれません」

　ミケの呟つぶやき。しばらく走り続けて僕らは森を抜け、山々の麓ふもとに出た。勾こう配ばいが上向きになり木々もまばら、木よりももっと背の低い茂みや藪やぶが多くなってきた。

「スタミナ、切れたかな？　もうすぐそこだし、一旦休もうか」

　アビシニアンが立ち止まったので、ようやく僕らも一休みとなった。目の前の山々は峻しゆん険けんで地じ肌はだが丸出しだ。

「金属を採取できるとかいうのは、あの山のことか？」

「そうですよ、マンチカン師匠。金属鉱石がゴロゴロしている谷間がこの先にあって、そこで掘れば大量に金属が手に入ります」

　そう言いながら、アビシニアンはミケに頭を巡めぐらす。

「ついでに、そこの谷間に丸くて黒い岩の塊かたまりがあるから、それをツルハシで採取すると原油が取れるよ。発電機を動かすのに十分な量のね」

「ありがとうございます。これで発電機動かせますね！　夢の電化生活……！」

　ミケは疲つかれが吹ふき飛とんだかのような笑顔で応える。

「スタミナ値回復した？　じゃあ……」

　アビシニアンはそう呟いた後、ふと気付いたようにミケを見つめ直した。

「でも、ミケちゃん、そういえば発電機を作れるくらいの金属は持ってたんだ？　あれだって作るのに金属いっぱい必要だよね？　それ、どこで掘ってたの？」

「え、普通に近くの石や岩を掘っていたらたまに少しだけ金属が出たので、それをこつこつ貯ためて……それでも足りない分はもらったりしてやっと一台作れたんです」

「ああ、たまにいいアイテムとか素材を分けてくれるプレイヤーとかいるもんね」

「自分でももっと集めようとしたんですけれど、金属が出やすい岩とかがある場所は大たい抵てい強いモンスターがいて……」

「ま、今日はその心配はないよ。だって、マンチカン師匠がいるんだからね！　ねえ、師匠？」

「ああ、問題ないな」

　大ありだ。千ち尋ひろの奴、僕にモンスターと戦えっていうのか。素しろ人うとの僕に。

「……じゃあ、早速マンチカン師匠の華か麗れいなる戦いぶりを見せてもらいましょうかね」

　アビシニアンが僕の背後を見み透すかすようにしながら呟いた。

「うん？」

　地じ響ひびきと揺れが近付いてくる。僕の背中の方からだ。

　イヤな予感と共に振ふり返かえる。と、岩の塊のような巨きよ人じんが岩場の奥から土つち煙けむりを上げながら姿を現したところだった。一歩一歩が重い音を立てている。歩く度に踏みつけた石や岩が潰つぶれて弾はじけていた。もの凄い重量と硬こう度どだ。

「師匠！　ロックゴーレムですよ！　とても硬かたくて普通の武器や何かじゃダメージを与えられないモンスター！　見ればわかると思いますが、あんなのに踏まれたら一発で死亡ですよね！」

　なんでそんな嬉しそうなんだよ。

　アビシニアンはにっこり僕に微笑ほほえむのだ。

「でも、マンチカン師匠ならあいつを倒す力がありますものね！　ミケちゃん！　安心して応援してあげてね！」

　ミケも目を輝かせながら僕を見つめるのだ。熱っぽく。

「……はい！　マンチカン様！　どうかお守りください！」

「お、おう……」

　どうすんだよ、これ。

　アビシニアンが、ぱちぱちとウィンクしている。え？　どういう意味？

　口をぱくぱく、声を出さずに何か言っている……？

『ミケちゃんにいいとこ見せるチャンスだよ』

「……できるか！」

　僕は眼前に迫せまった小山のような相手を前に吐はき捨すてた。

　見上げる。ロックゴーレムは動きを止め、どこに目があるのやら、僕を睨にらみつけているようだった。軋きしむ音と共に小石がぱらぱら降ってくる。ロックゴーレムの右手が振ふり上あげられていた。ロックゴーレムの体は捻ねじれ、すごく位置エネルギー溜ためてる感。

　……あ、これ食らったら即死だ……。

「マンチカン師匠！　ワイヤーフック使って！」

　アビシニアンの声で、僕ははっとする。呪じゆ縛ばくから解き放たれたみたいに右手が動いていた。当てずっぽうでワイヤーフック発射。次いで巻き取りを開始し、僕の体はワイヤーフックの飛んでいった方向へとすっ飛んだ。

　雷かみなりが落ちたような轟ごう音おん。大地が揺れる。

　先程まで僕の立っていた場所に、ロックゴーレムの右手が振り下ろされていた。

　危な……っ！

　僕は近くの岩場に降り立つ。ワイヤーフックはここに突き刺さっていた。

「流石さすがマンチカン様！　ギリギリまで引きつけて回かい避ひするなんて！」

　ミケが両手を握りしめて僕を見ている。その横で、アビシニアンが首を振っていた。

「いやいや……それだけじゃ終わらないみたいだよ」

「え？　それはどういうことですか？」

「師匠がワイヤーフック打ち込んだ岩場をよく見てみて？」

　と、ミケの肩にいたキツネリスがキーと一声鳴いた。

　ぐらり。

　僕はよろめいてしまった。岩場が揺れた。いや、これは岩場じゃなくて……。

　アビシニアンが僕の方を指差す。いや、正確には僕の足場を。

「ほら！　あれ、ロックドレイクだよ！」

　咆ほう哮こうが轟とどろいた。空気が震え、僕の肌をびりびりさせる。

　僕の足元は岩のオオトカゲと化し、怒りの唸うなり声を上げていた。

　おいおいおい！　モンスターが増えちゃったじゃないか！

「これは……流石さすがマンチカン様！」

　ミケが感極まったように声を上げる。目はキラキラ、のぼせ上がったように上気した頰。

「これってマンチカン様のチャレンジ♯１０２で見た『岩と岩、どっちが硬いか試してみる』の再現ですね！　ワイヤーフックを岩に擬ぎ態たいしたロックドレイクに撃うち込こんだのは布石……！　そうやってロックドレイクを目覚めさせ、ロックゴーレムと戦わせようというチャレンジ！」

「あー……そういえば、そんなこともしたっけ？」

　アビシニアンが鼻の頭を搔きながら呟つぶやいている。

「まさに今、マンチカン様の狙い通りに！　ＭＫＰは30……いや40……まだ上がります！」

「なるほどー、いやー、流石さすがマンチカン師匠！　すてきー」

　アビシニアンもミケの話に乗って僕を褒ほめ称たたえてきた。お前、後で話があるからな？

　ロックゴーレムは地響き立てて、僕の方に迫ってくる。

　ロックドレイクは明らかに自分の上にへばりついている異物、つまり僕を邪じや魔まに思っていた。身を振ふり回まわす。その加速度に僕の体幹は耐たえられない。放り出されて、地面にゴロゴロと転がった。

　それは丁度、ロックゴーレムとロックドレイクの中間点。そして、不思議なことに、どちらも僕目がけて駆かけ寄よってくる。

「これで二体のモンスターがぶつかり合えば、労せずして奴らを消耗させられるってことだね。もっとも、あの二体のモンスターに挟まれたら、師匠といえども死んじゃうだろうけど」

「大だい丈じよう夫ぶです！　マンチカン様なら……！」

　アビシニアン達の声が聞こえてくる。でも、それどころじゃない。

　ロックドレイクが身を丸めた。まるで球体の岩だ。そして、その球体はごろんごろんと転がり始める。すごく殺意高いローリング。僕をぺしゃんこにしたくて堪たまらない様子だ。

　僕は左手を素早く動かす。二丁装備しているワイヤーフッククロスボウ、そのもう一丁に手をかけた。

　ロックドレイクが僕を追いかけてくるのなら……。

　僕は咄とつ嗟さの判断で、ワイヤーフックを上方に打ち出した。フック付きの矢は風を鳴らして飛び、突き刺さった。岩の巨人、ロックゴーレムの頭頂部にだ。

　やった！　当たった！

　ワイヤーの巻き取りを開始して、僕の体はロックゴーレムの頭目指して飛び上がる。ロックゴーレムの両手が羽虫でも追おい払はらうかのように振られた。

　怖こわっ！

　一瞬の風圧。が、幸い僕の体には当たらない。

　僕はロックゴーレムの頭頂部に舞まい降おりた。胸がドッドドッド言っている。

　と、衝撃が僕を襲った。僕は足場を失い、宙へと放り出される。ロックゴーレムに岩の塊と化したロックドレイクが勢いつけてぶつかり、両者ともひび割れ弾はじけ飛とんでしまったのだ。

　足場のない浮ふ遊ゆう感かん。あわわわわわ。下腹がひゅっとする。

　がらがらと崩れ落ちる岩がん塊かいに混じって、僕も地面へと激げき突とつしバウンド。体を貫つらぬく振動は大ダメージを負ったことを意味していた。そこへキラキラした鉱石が降り注ぎ、見た目綺麗だが硬いし痛いし積もって重いし追い打ち状態。視界が赤くなる。

　どこか折れたのかもしれない。僕の動きが亀かめみたいに遅くなった。が、すぐにこの骨折状態は回復する。ゲーム的な表現に過ぎないのだろうが、便利な体だ。

　息も絶え絶え。積み重なるロックドレイクとロックゴーレムの残ざん骸がいの中から、ようやく抜ぬけ出でる。

　……やった。とても敵かないそうもなかった怪物二頭が今やバラバラに……。

「……マンチカン様！」

　その僕にタックルかましてきた奴がいて思わずぐえーって声が出そうになった。

「よくぞご無事で！」

　無事に見えるのか。これが。

　ミケが僕に抱きついて、見上げていた。目線ががっちりと合う。潤うるんだ瞳ひとみ、震える唇。

　今大変なことに気付いたんだがまたおっぱい当たってるっ！

　ＯＨ……クリーミィ……。むにゅっとした弾だん力りよくが肌で感じられた。

　ＶＲってすごい……すごいＶＲ……。

　とか何とか、僕が一人で頭の回転数を上げていると、ミケは声を震わせてきた。

「あんな怪物をもう一体呼び起こして戦わせるなんて……！　私もうドキドキして……」

　それからにっこり笑う。

「やっぱりマンチカン様はかっこいいですね！　尊すぎて私、三回は死にました！」

　ＭＫＰ３０００くらいだったらしい。段々わかってきた。

「……こんな有あり様さまなんだが」

　僕は瀕ひん死しの体を見せつける。

「今日は素敵な記念日になりそうです。マンチカン様の神がかった戦いぶりを目にできて……それに、そんなマンチカン様を手当てする栄えい誉よに与あずかれて！　体力回復用に火か酒しゆを作ってきてあります。どうぞ飲んでください！」

　渡わたされた水すい筒とうには赤い液体が入っていた。それを飲んだ途端、視界の赤さが無なくなる。

「流石さすがマンチカン師匠ですね！　これで金属鉱石大量ゲットじゃないですか！」

　いつの間にやらアビシニアンも僕の側そばに立っていた。

「手を出さなければ敵対しないロックドレイクを敢あえて狙うなんて。ロックドレイクと戦うとか、金属鉱石と間違えて岩に擬態したロックドレイクをツルハシで攻撃したときくらいですよ。それを利用して、ロックゴーレムと相打ち。しかも、両者を破壊してその体を構成するレア鉱石類を一瞬で手に入れるとは！　まさに一石二鳥！　えらいえらい！」

　そう言って手を広げ指し示すのは、怪物達の妙にキラキラした残骸。

　アビシニアンはうんうんと頷うなずいて、

「特に師匠、ロックゴーレムの頭にワイヤーフックを打ち込んで奴の頭に上るなんて、随分思い切りがいいですね。度胸ありますよ」

「ですよね！　やっぱりマンチカン様はすごいですよね！」

　ミケの目がやけに眩まぶしい。きらきらしてる。

　僕は何でもない風に落ち着いた声を出した。

「いや、なに……ミッションコンプリート。全て僕の計算通りという奴だ」

「はわあ～……」

　ミケ卒そつ倒とう。死亡。だから、おそらく１０００ＭＫＰ。

　そのミケの肩からぴょんこと飛び降りたキツネリス、僕をじっと見ている。半目みたいな眼まな差ざし。それから馬ば鹿かにしたような鳴き声。

　まるで僕のことを見透かしているような。

　と、僕の肩口にひょいと飛び乗り、ぶりっ。

　こいつ、また……っ！

「あ、キツネリスちゃん、うんちしましたね！　それ、ください」

　いつの間にか起き上がっていたミケが、にっこにこでうんちを回収した。このうんちに対する執しゆう着ちやく……農業スキル持ちの鑑かがみだな。野生モンスターもうんちする。だから、うんちが落ちていればとりあえず拾う。それが畑の育成に繫つながるのだ。

　と、こっそりアビシニアンが僕に耳打ちしてくる。

「……どう？　ロックゴーレム達と戦って？」

「どう、とは？」

「あんな巨大なモンスター達をうまいこと倒せてドキドキしなかった？　マー君、今回自分の剣も使わず、立ち回りだけでやり遂げたんだよ。ボクもその点はちゃんと凄すごいって認めるよ！」

「……それはこのマンチカンの能力値とワイヤーフックの性能のお陰で、僕は何も……」

「いや、それを使いこなしたのはマー君じゃん。楽しかったでしょ？」

「……僕が……？　いいや」

「素す直なおじゃないなあ」

「……その話はもういい。とにかく、これで金属を手に入れられたんだよな？」

　早いところ済ませて、一刻も早くミケを、つまり音ね琴ごと美み加かを現実に引き戻さなければ。僕の勉強の時間が減ってしまう。

「これで周辺の安全はしばらく確保できるだろうし安心して金属鉱石を拾うといいよ、マー君」

「……ん？　アビシニアンは拾わないのか？」

　アビシニアンはぴっと背せ筋すじを伸ばし、はきはきと答える。

「ボクは万一に備えて見張り役を買って出てあげますよ！　戦いで疲れた師匠に見張りなんてさせるわけにはいきませんし！」

「……戦いで疲れた僕に金属鉱石を拾って回れ、と？」

「マンチカン様は休んでいてください。私が拾いますから」

　ミケが僕を押おし止とどめて、自ら怪物達の残骸を拾い始める。

「……ほら、師匠。師匠も手伝ってあげなよ。好感度上がるよ？」

　アビシニアンがまた耳元でこっそりけしかけてきた。

「僕は音ね琴ごとからの好感度を上げるためにこんなことに付き合ってるわけじゃない」

「あ、そうお？　……まあ、マンチカン師匠がそれでいいなら、それでもいいけど？　一応、応援はしてあげたからね？」

　ミケは一人でこつこつ鉱石を拾っている。ずっと一人でこういうことをやっていたのだろうか。そんな彼女の背中を見て、僕は呟つぶやく。

「……しかし、手分けをすればそれだけ早く仕事は終わる。効率を考えても、僕の時間を無駄にしないためにも、手伝うのが合理的だな」

　僕はミケの隣となりに進んだ。

「僕もやろう」

「マンチカン様……！　やっぱり優しいんですね」

　ぱっと表情を明るくしたミケを見て、僕は肩を竦すくめてみせた。

　それから、僕らは一緒になって金属鉱石を拾い続けた。

　そうしてしばらく経って。

「……これだけあれば冷蔵庫やエアコンを作るのに十分だと思います」

　ミケが大量の金属鉱石を拾い集めて言った。

「後はこれを炉ろで製せい錬れんして鉄にすればいいだけです」

「よし、これで１ステップクリアだな。地下迷宮エリアへ行くまで着実に前進していこう」

　と、僕は前に進もうとして動けないことに気付く。

「じゃあ、私達の拠点まで戻りましょう！」

　ミケはすたすた進んでいく。

「……あれ？」

「やっぱり、動けなくなっちゃったね」

　アビシニアンが側そばに寄ってきて囁ささやいた。

「金属鉱石は重いから、調子に乗って拾いすぎると一歩も動けなくなっちゃうんだよ」

「ミケは平気な顔して歩いてるが？」

「ミケちゃんは自分の能力値、重量に多く割わり振ふってるんだろうね。あと所持品の重さを軽減するスキルを取ってるとか。建築とか好きな人は資材をより多く運べた方が楽だから」

　ミケは華きや奢しやな見た目の割にパワフルらしい。ゴツい斧おのとかも使いこなしてたしな。

「でも、マンチカンとかアビシニアンはワイヤーフックで飛び回る必要上、あまり重い物は持たないようにしてるんだ。重量に能力値を割り振ってないから、ちょっと資材集めするとすぐ動けなくなっちゃう」

　僕らがついてこないことにミケが気付いたようだった。こちらを振り返り、

「？　どうかしましたか？」

「いや、実は……」

　言いかけた僕に、アビシニアンが目配せする。小声で、

「マンチカン師匠はミケちゃんにとってヒーローなんだから、弱音は吐かない吐かせない。重くて動けないなんて弱々しくてイメージ悪いでしょ？　金属鉱石半分、ボクに渡して」

「持ってくれるのか？」

「……そのために、ボクはここへ来たんだからね。あーあ、マー君の応援をするのも大変だ。感謝してよね？　二人の仲がうまくいったら何かご褒ほう美びでももらわなきゃ」

「そんなこと僕は一言も頼んだ覚えはないんだけどな……」

　こうして僕らは荷物を分け合い、ミケを幻げん滅めつさせることなく、拠点への帰き途とについた。




　　◆




「計画はうまくいっています」

　その日、僕は学校で久く瀬ぜ先生にそう報告した。

「ＶＲゲームの中で音ね琴ごと美み加かとの接触を試み、これを確認しました。現在、彼女と同行して間近から観察・監かん視しできる立場を築くことに成功。このまま友好的関係を構築し、彼女がゲームから離脱するよう誘ゆう導どうを試みる予定です」

　音ね琴ごととＶＲゲームファイティングファンタジア内で接触してから、数日が経っていた。ミケがマンチカンのために作ってくれた例の小屋には、冷蔵庫もエアコンも既に完備されている。これまでに拾い集めたアイテム・資材なども大型収納ボックスに保管し、それなりに物資も揃そろってきた。

　千ち尋ひろが言うには、そろそろミケ自身を鍛きたえて地下迷宮エリアに侵入しても問題ないようにするべき、だそうだ。ミケ本体をレベルアップさせるか、モンスターをテイムしてそれに騎き乗じようするようにするか、やり方は色々あるらしいが。

　久く瀬ぜ先生は遠えん慮りよがちに眉まゆ根ねを下げて、心配げな声で言った。

「うまくいっているのは良いことだけれど……音ね琴ごとさんがゲームをしている理由はわかった？」

「ゲーム内で行きたい場所があるそうです。そこへ行けたら目的は達成され、ゲームに対する興味を失うでしょう。それで学校へ復帰するはずです」

「……そうかしら。もしかして学校に来たくない理由が他にあるからゲームをしているのだとしたら、いくらゲームに飽きても学校には出てきてくれないかも……」

　……つまり、学校内に登校したくなくなる要因、いじめとか学業の不ふ振しんとかがあって、そこから逃とう避ひするためにゲームに没頭している、という可能性か？

　確かにそれも考えられるが……。

「……それも含めて、現在調査中です。そのような理由が判明すればまた別の対応を取ります。懸念するには全く当たりません。当面は音ね琴ごとの目的である、地下迷宮エリアへの到達をサポートし続ける予定です」

「……そう、地下迷宮……」

　久く瀬ぜ先生は心ここにあらずという態ていで、ぽつりと呟つぶやいた。心配で堪たまらないのだろう。

「まあ、任せてください」

　僕は先生を安心させようとオリジナル笑顔で請うけ負おってみせた。久く瀬ぜ先生は僕の表情を見て、困ったような笑顔を浮かべていた。




　　◆




　その日、僕がファイティングファンタジアにログインすると、先にアビシニアンがログインしていた。ミケの小屋の中、アビシニアンとミケが揃そろっているようだ。キャッキャと声がする。

　僕はミケの小屋の中に入った。

「そおら！　もっとお食べ～！」

「すごいです！　この食いつき方、かわいい～！」

　キーキーと甘えた声と共にぴょんぴょんとアビシニアンの手に飛びつくキツネリス。

「何をしているんだ？」

「あ、マンチカン様！　お待ちしてました！　今、アビシニアンさんがキツネリスちゃんにお土産みやげを持ってきてくれていて……」

「どうもこの子、これが大好物みたい」

　そう言ってアビシニアンがこちらに差し出してきたのは茶色っぽく平たい物。

「なんだこれ？」

「珍ちん味みクラーケンの干ひ物もの。深海エリアのつよつよ巨大イカからドロップするイカ刺しを食料保存庫で燻くん製せいにした、まあ、スルメだよね？」

「……イカって小動物が食べても大丈夫なのか？」

「大丈夫じゃない？　この子、めっちゃ食いついてるし。スタミナ強化のバフ効果もあるし」

　それまで夢中でスルメに食いついていたキツネリス。僕に向かって『余計なこと言うな』とばかりに睨にらみをきかせてきた。

「ほおら、マンチカン師匠もお食べ～？」

　アビシニアンがスルメを高く掲げてヒラヒラする。僕に、ジャンプして食いつけというのか。と、そこで突然、

「あ、そうだ！　今準備してきますね！」

　ぽん、と手を打ってミケがいそいそと小屋の外へと出て行こうとする。

「うん？　何をだ？」

「あ、いえ、何でもないです」

　ミケはにこにこしながら首を振った。そして、ちょっと待っててくださいね、と一言残して行ってしまった。

　なんだ？　と、首を捻ひねる僕。アビシニアンがそんな僕を肘ひじでつついてくる。

「……感謝しなよ？　ミケちゃんにマンチカン師匠の好きなものを教えておいてあげたから。きっと今いま頃ごろ、サプライズプレゼントでも準備してくれてるんじゃない？」

「僕の好きなもの？　学力？　参考書とかか？　それとも快かい眠みんグッズ？」

「このゲーム内で用意できるものだよ。……ミケちゃん、マンチカン師匠に興きよう味み津しん々しんって感じだったなあ。このこの～」

　肘ひじでつんつん。アビシニアンは含むところのある笑みを浮かべている。

「このゲームで僕が一番望むものは、ミケがゲームを止やめてくれることなんだが。もう二度とこのゲームにはログインしません、と紙に書いて提出でもしてくれるのか？」

「ひどいことを言うね」

「別に僕は遊びでこのゲームをやっているわけじゃないからな」

「ゲームが遊びじゃないとか、ガチ勢みたいな言い方なのに」

　僕は床ゆかに蹲うずくまってスルメを独どく占せんしているキツネリスになんとはなしに目線をやりつつ、問う。

「僕がいない間に、随分二人も仲良くなったみたいだな」

「うん？　ボクとミケちゃんのこと？」

　僕の知らないところで、二人だけの交流があるのだろう。

「音ね琴ごとに話ができるチャンネルが増えるのはいいことだ」

　と、小屋の扉が開き、外からミケが入ってくる。元気よく得意そうに。

「お待たせしました～！」

　メイド服姿のミケはポーズを決めてきた。荒あらぶらないニャンコのポーズ。

「ええっと、こういう感じ……ですよね？」

「そう！　そういう定番のメイドさん姿にマンチカン師匠は萌もえるんだよ！」

　アビシニアンが太たい鼓こ判ばんを押す。更に、

「照れがなくていいね！　ミケちゃん」

「実は、私も一度こういうの着てみたかったんですよ。マンチカン様がメイドマニアと聞いて作ってみました。マンチカン様、出来はいかがですか？」

　かなりきわどい（特にスカート丈たけ）攻せめた服装だ。見えそう……っていうか見せようとしてないか!?

　なんだ、このイカれた状況は……!?

「マンチカン師匠はメイド服が大好き、だもんねー？　嬉しいでしょ、師匠？」

　アビシニアンが猫めいた笑いを浮かべて僕に聞いてくる。

「……千……アビ、ミケに何を吹ふき込こんだんだ!?」

「師匠はメイドさんのコスプレが好きだって言っただけだけど？　可か愛わいい服大好きだもんね、マンチカン師匠？」

「僕が!?　どこの世界の僕が？」

「マンチカン師匠は可か愛わいい服とかメイドさんとか好き、なんだよ？　ボクが言うんだから間違いないでしょ？　なんて言ったってボクがマンチカン師匠みたいなもんなんだから？」

　こいつ……！　そりゃ確かにマンチカン本人は千ち尋ひろで、僕はマンチカンを借りて使っている立場なわけだけど……。マンチカンはこういう設定です、と言われたら僕はそれを演じざるを得ないのか？

　ミケは両手を握りしめて僕を見つめてくる。

「あんなにクールでかっこいいのに実は可か愛わいいもの好きってすごいギャップがあって……深みを感じますマンチカン様！　普ふ段だんの動画とは全然印象が違うんですね！」

　これ可か愛わいいだけじゃなくてエロいと思うの。

　と、そこでミケがもじもじしだした。

「あの……それで、マンチカン様用のメイド服も作ってみたんです。もし良かったら着てみてもらえますか？」

「これを僕にも着ろ、と？」

「ダメですか……？」

　アビシニアンがこっそり囁ささやいてきた。

「……ほら、着ないと。自分の作ったメイド服が気に入らなかったのか、とミケちゃん落ち込んじゃうよ？」

「いや、でも、メイド服着た内閣官房長官とか……」

「ミケちゃんの好感度上げてゲームを止やめるよう説得するためだよ！　ここは嬉しい顔して見せて信頼を勝ち取るんだよ！」

　く……っ！　これは仕方がない……のか？　大体、千ち尋ひろの奴が適当なことをミケに吹き込むからこうなったわけで……。僕は本当にメイドマニアとかじゃないのに……。

　こうして僕もきわどいメイド服をその身に纏まとうことになった。ミケとお揃そろいだ。

　スカートが短くて落ち着かない。すーすーする。流石さすがＶＲゲーム。実際に女装したらこんな感じになるって肌でわかる。

　そんなそわそわしている僕を、ミケは熱っぽい眼まな差ざしで見つめてきた。

「流石さすがマンチカン様……！　上背があって、すごくかっこいいメイドさんです。頼りがいのあるお姉様ですね……ＭＫＰ上じよう昇しようしていきます」

　ハッハッハッハッハッハと荒あらい息遣い。

「あはははあははあはははは！　流石さすがマンチカン師匠！　メイド服着て喜んでるマンチカン師匠、最高ですね！　最高に面白い！」

「……いや、ちょっと待て。これ、何が面白いんだ？」

　僕は腹を抱えているアビシニアンに囁いた。

「……千ち尋ひろにとっては、マンチカンは自分の持ちキャラであって、そのマンチカンがメイドコスしたからって、自分がメイドの格好したようなものだろう？　それの何が面白いんだよ!?」

「そうやってマー君が狼狽うろたえてるのが面白い」

　こいつ、抜け抜けと！

「いや？　僕は別に狼狽うろたえてなんていないが？　だって、これは僕じゃなくてマンチカンというキャラがメイド姿になっている訳だから」

　うん、そうだ。よく考えたら別に僕は恥ずかしくもなんともない。ＶＲゲームの中での話だし。

「なるほど！　それは確かにそうだね！　うんうん、ほんとほんと！　で、それはそれとして皆でスクショ撮とりましょう、師匠！」

　弾む声。同時に、どーん、と後ろからアビシニアンが押してきた。

「うわ！」

　こいつ、狙ってやがった……！　僕はバランスを崩くずし、転てん倒とうする。もちろん、ミケを巻き込んで。むぎゅ。

「マ、マンチカン様……く、くすぐったいです」

　押されて倒れたミケはＭ字開かい脚きやくの形に尻しり餅もちをついた。そして、僕はそこに頭から突っ込んでいた。しかも密着する。ぶふっ、と吹ふき出だしてしまった。

「あ……っ」

「はーい！　じゃあ、ボクも混ぜて混ぜて！　うぇーい！」

　組んずほぐれつになったところに、アビシニアンまでダイブしてくる。

　もうめちゃくちゃ。どこが手やら足やら。つるつるしたアビシニアンの肌をうなじに感じる。

　こうして、女子三人で絡からまった。みんなして地面に転がっている。

「あ、あのマンチカン様。その、ずれて胸が見えそうになってます……」

「あ、いや、ごめん。すぐに離れるから……」

「はい、そこでマンチカン師匠、ダブルピース！　ダブルピースして！」

「ダ、ダブ……？」

「師匠はスクショ撮るときいつもダブルピースでしょ？　ほら、早くしてください？」

「こ、こう？」

　スクショ撮られた。酷ひどい格好、酷い体勢のまま。

「もっと笑顔で！」

「こ、こう？」

　スクショ撮られた。泣きそうな笑顔で。

　僕の下でミケが目を丸くしていた。

「マンチカン様がそんな顔されるなんて。いつもダブルピースなんですか？　……なんだかマンチカン様らしくないですね」

　ドキッとした。

「そ、そうか？　こういう僕は、おかしい？」

　ミケは小さく声を出して笑う。

「いいえ！　何だか可か愛わいくて……動画で見るマンチカン様はあんなにかっこよくて完かん璧ぺきなのに、こんな所もあるんだなって。フレンドリーで素敵です」

　僕がフレンドリー？　いや、僕じゃない。こんなみっともない姿を晒さらしている僕でも受け入れてくれる、音ね琴ごとこそがいい奴なのだ。馬ば鹿かにしたり失望したりせず、こんな僕でもいいと認めてくれる……。

　なんとなく、しみじみしてしまった。そりゃあ、音ね琴ごとが学校で友達が多いのもわかるってものだ。

　そして、胸が痛む。こんな音ね琴ごとにまだ正体を明かしていない自分がずるく感じられた。……もう言ってしまうか？　でも、これで僕らの関係性は決定的に悪くなるだろう。この心ここ地ち良よい関係は失われ、嫌きらわれる……。言えない。でも……これからもずっと僕はこんな気持ちで音ね琴ごとと接していくのか……？
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　そういう感かん慨がいとは全く無む縁えんそうなアビシニアンがよいしょと立ち上がる。

「さあて、記念撮さつ影えいも済んだし！　いよいよ皆で一ひと狩かり行きましょうか。この格好で！」

「……は？」

　僕は聞きとがめる。

「それは素敵ですね！」

　ミケがノリノリになってしまった。

「この格好のマンチカン様が冷れい徹てつにモンスターを狩っていく姿……すごくすっごくＭＫＰです！」

「え、でも、こんなエッチなメイド服で出歩く……」

「いいから行こうよマンチカン師匠！　これだけ薄うす着ぎなら師匠のパフォーマンスもガン上がりでしょ？　そういう設定！　せっかくミケちゃんが作ってくれたコスチュームだし、使っていこ！　ガンガン行こうガンガン！」

　アビシニアンが覆おおい被かぶせるように言い募ってきた。完全に悪ふざけ。

　ミケの期待の眼まな差ざしに、アビシニアンの有う無むを言わさぬ言葉の洪こう水ずい。

「……わ、わかったよ……」

　こうしてその日、ファイティングファンタジアの中で破は廉れん恥ちメイドコスキャラ達がモンスター相手に死し闘とうを繰くり広ひろげた。

　割とヤケクソだったと思う。




　　◆




　キー！　という切せつ迫ぱくしたキツネリスの鳴き声。

「……出たよ！　ボーン・ナーガだ！」

　骨の尻尾しつぽから乾いた音が響く。巨大で細長い半はん人じん半はん蛇じやが姿を現していた。それも白骨姿だ。遺い跡せきの崩れ落ちた石いし壁かべ。その背後に潜んでいたらしい。生き物の存在を感じ取って動き出したアンデッドだ。

　カラカラカラカラ……。絶え間なく、骨が鳴り続けている。鼻の曲がりそうな死の臭においが辺りに満ち始めた。

　アビシニアンが続けて叫ぶ。

「あいつの嚙かみつきは弱体化の毒持ってるから気をつけて！　あと、あのゆらゆらした動き、あんまり見ないこと！　眠らされるよ！　もちろんマンチカン師匠には言わずもがなだろうけど！」

　ボーン・ナーガは緩かん慢まんな踊おどりのような動きを繰り返している。僕は慌てて目を逸そらした。

　見ないで叩たたけっていうのか？　こんなのどうすればいいんだよ。

「マ、マンチカン様……」

　僕を見上げるミケの瞳は揺れていた。顔色は青白い。思った以上の強敵（＆見た目怖こわい）に遭遇して、怯おびえているかのようだ。

　事はもっと簡単なはずだった。

　僕らはミケを地下迷宮エリアへ連れていくために、彼女を乗せるモンスターをテイムすることにしたのだ。アビシニアンの考えで、ベヒモスという巨きよ獣じゆうをターゲットとした。このゲームの中では、恐きよう竜りゆうのトリケラトプスに似た姿をしているらしい。草食で通常は大人しいが体力は比ひ較かく的てき高い。この巨獣の背中に乗って行くのが安全だろう、という話だった。モンスターに騎乗していると、攻撃によるダメージはほとんどそのモンスターが引き受けてくれる。

　草食であるベヒモスをテイムするには野菜ケーキを作って食べさせればいい。そこで僕らはミケが大量に作って保存していた野菜ケーキ（これを作るのに必要な蜂はち蜜みつを手に入れるのにまたどれだけ苦労したことか……！）を持ち、ベヒモスの存在する荒こう野や地帯に入り込んだのだが……そこで見つけた遺跡につい立ち寄ったのが間違いの元だった。いかにもな雰ふん囲い気きのある遺跡で、ミケがどうしてもここでかっこいいマンチカンの画像を撮りたい、と中に入り込んでしまったのだ。そして、ボーン・ナーガに遭遇した……。

　ボーン・ナーガの尾おの鳴らす威い嚇かく音おんが耳を刺す。敵意しかない。

　ここで僕が弱音を吐いたら、ミケから信頼を失ってしまうだろう。

「ミケは下がっていろ。大した相手じゃない。すぐ終わらせる。……おっと、とどめだけはミケに刺してもらおうか。その方がミケの経験値が上がる」

「で、でも、あんな見ていたら眠らされるような怪物を相手にどうやって」

「僕にいい考えがある」

　見なきゃいいんだろ、見なきゃ。あいつの、ガラガラヘビみたいに鳴らしている尻尾しつぽの音を頼りに攻撃すればいい。うん、これで行こう。

「……食らえっ！」

　僕はクロスボウを抜き、撃った。ワイヤーフックが飛び、僕の体もそちらに巻き上げられて飛ぶ。そして、

「……ここぉっ！」

　ワイヤーフックで移動中にもう一丁のワイヤーフックを射出して更なる加速を目もく論ろむ。グンッと体が別ベクトルに引っ張られた。それはまさにボーン・ナーガの骨の鳴る方へ一直線……！

　何度も練習して失敗していた、あの無様さが脳のう裏りに瞬間浮うかび上あがる。

　二丁目のクロスボウを撃つタイミングが合わず、あらぬ方向へぶっ飛んでひしゃげたり、突然別方向にＧがかかって耐えきれなくなった体が捻ねじれて手足ぼっきぼきになったり……。

　あの、地じ獄ごくの特訓。死にそうになったら、アビシニアンが体力回復の火か酒しゆを無理矢理飲ませてくるし。むせるとかお構いなし。『やめろお！　もう死なせて！　人として死なせてくれえ！』そんな懇こん願がんもにっこり笑って却きやつ下かするあいつの笑顔……。

　だが、今！　僕はこの実戦で遂にワイヤーフック高加速機動を会え得とくするのだ……！　ざまあ！　骨ほね蛇へびごときクソ雑ざ魚こが、絡からむ相手間違えたな！　勝った！

　僕は体ごと闇やみ雲くもに突っ込んだ。わああああ、と青白く光る刀身を突きだして自らが矢と化したかのよう……じゃない、ダメだ……！　全然加速してない……！　これじゃただ方向転てん換かんしただけ……！

　それでも今更元には戻れない。このまま奴を切る……！

　目線は下にして、ボーン・ナーガ本体の姿は見ない。音だけが頼りだ。で、気付いたが、音のする場所を目指して突とつ撃げきするというのは絶対当たらない。というか、音の位置が遠くなったり近くなったり……動き回ってる。それはそうだ。尻尾しつぽなんだから。ボーン・ナーガは自在に動かすだろう。つまり、僕は音に惑まどわされて突っ込み、わあわあ剣を振りかざした挙げ句、

「……あれ？」

　空から振ぶり。そのまま地面に着地。どんっ、という衝撃に足がびぃぃんと痺しびれてしまった。

「……危ない！　マンチカン様!?」

　ミケの声と同時に今度は体に衝撃が走った。脇わき腹ばらにボーン・ナーガの巨大な頭ず蓋がい骨こつが嚙かみついている。誘おびき出だされて、隙すきを晒さらして……。

　……やられた……！

　ミシミシとイヤな音。僕の体が砕かれようとしている。

　あ、視界が赤くなってきた。嚙まれ続けて継続的にダメージが入っているようだ。

　シューッ！　という蛇の鳴き声が耳に痛い。

「マンチカン様っ!?」

「……っ！　来るなっ！」

　我を失ったミケが駆け寄ってこようとしているのを目の端はしに留とめ、僕は鋭く叫んだ。こんな格好悪いところ見られたら、もうお終しまいだ……！　ミケからの信頼は失しつ墜ついし、僕は彼女を説得できなくなる……。

　と、そこで鋭い声が、僕の考えを断たち切きった。

「流石さすがマンチカン師匠！　ここまでお膳ぜん立だてしてくれたならボクでもやれるよ！」

　アビシニアンだった。直後、彼女の剣がボーン・ナーガの体を超ちよう速そくで両断している。

　ワイヤーフックを使っての、高加速斬ざん撃げき。その衝撃で、ボーン・ナーガの上と下、両方の半身が宙に吹ふっ飛とんだ。ついでに僕も。

「アビシニアンさん……!?」

　降り注ぐアンデッドの骨の残骸。ついでにぼてっと落ちた僕。その中からのミケの呆あつ気けにとられたような声に、アビシニアンが悪いた戯ずらっぽく笑って返す。

「やっぱりマンチカン師匠はすごいでしょ？　ミケちゃん？」

「え？　それってどういう……？」

「ボクが今攻撃を当てられたのはマンチカン師匠のお陰ってこと！　マンチカン師匠ってば、わざと相手の攻撃を受けて、あのゆらゆらした踊りを止めてくれたんだよ。だから、ボクは奴をしっかり見ながら攻撃できたんだ！　流石さすがマンチカン師匠！」

「ああ！　そうだったんですね！　……やっぱりマンチカン様はすごい……！」

「そうさ！　マンチカン師匠がわざわざ使わなくてもいいワイヤーフックまで使って敵に突っ込んだのももちろん当然当たり前だけどわざとさ！　敵に嚙かみつかれやすくするためにね！　ねえ、師匠？」

　いきなり問われて、僕は急いで再さい装そう塡てんしたワイヤーフックを頭上高く放つ。

「え？」

　ミケとアビシニアンが虚きよを突かれたように、頭上高く巻き上げられていく僕を見上げている。そこで僕は目を瞑つぶる。このタイミングのはずだ……！　アビシニアンの方に向けてもう一丁のワイヤーフックを射出。途端、脳が揺れるほど急なＧがかかった。

　できた、超加速……！

　ワイヤーフックは過あやまたず、アビシニアン目がけて飛び、その背後に到達するはず……！

「……見えたっ！」

　目を見開いた。そして一いつ閃せん。

　アビシニアンの背後に迫っていたもう一いつ匹ぴきのボーン・ナーガ、しかも小こ賢ざかしく骨を鳴らさないサイレントな奴に僕の剣が吸い込まれるように叩たたき込こまれた。

　衝撃音と共に、そのボーン・ナーガも両断。頭と尾の両方がくるくると回転しながらそれぞれあらぬ方向へぶっ飛んでいった。

「……助かったぞ、アビシニアン。お前が奴の目を引いていてくれたお陰で、僕はお前目がけて飛びかかってくるであろう奴の軌道を予測してワイヤーフックを撃つことができた」

「……おぉ～！　やるじゃん、マー君！」

　アビシニアンが口を丸くして感かん嘆たんの声を漏らした。

　その言葉に千ち尋ひろの本気の感心を感じ取って、何だかむず痒がゆい。……何であれ、できなかったことができるようになるというのは誇らしいものだ。

「お互たがいにお互たがいを盾たてとしてカバーし合って敵を撃げき破は……！　いいね！」

　アビシニアンのニッとした笑み。

　僕は脇腹のかみ傷を押おさえながら重々しく頷うなずく。

「ああ。その通りだな。そしてこれでミッションコンプリート。全くもって僕の狙い通りに事が運んだだけのこと。何も驚おどろく必要もない」

「あ……でも、マンチカン様、怪け我がを……！」

　そう言って、ミケは言葉を詰まらす。項うな垂だれた。

「……私のせいで……」

「あー……確かに、ミケちゃんが撮影しようと遺跡に入り込んだから、ね……」

　アビシニアンが宙を見ながら、独り言のように呟つぶやいた。

「いや、別に大した傷じゃないぞ」

　視界真っ赤にしたまま僕は軽く言う。だが、ミケは首を振った。

「私がいたせいで……さもなければ、マンチカン様がモンスターなんかに後おくれを取るはずがないんです。私、やっぱりマンチカン様の邪魔にしかなってない……。ファン失格です……私がマンチカン様の完璧さを損そこねてしまったんです」

「い、いや、そこまで思おもい詰つめるようなことか？　気にするなって」

「でも……」

「ほら、全然平気だって！」

　僕はとーんとーんと軽くジャンプして見せた。出血量増加。昏こん倒とうする。

「マンチカン様!?」

「助けて？」

「さっさと治ち療りようしないから……」

　アビシニアンの呆あきれ声。

　僕はミケから、例の体力回復用の火か酒しゆをもらい、使用した。赤い視界が正常に戻っていく。

　と、アビシニアンが僕の容体を見るように屈かがみ込こんできた。ぼそぼそと耳打ちしてくる。

「……マー君、何のかんの言ってゲーム楽しんでるんじゃない？　いいよ～、その調子！」

　僕は立ち上がって咳せき払ばらいし、

「と、とにかく、ミケは気にする必要はない。こうなることは僕の計算通りだったのだから」

　ミケは目を何度も瞬しばたたかせていた。

「……慰なぐさめてくれるんですか？　私の失敗でこうなったのに……。マンチカン様がそんなフォローしてくれるなんて思いもよりませんでした……もっとクールだとばかり……」

「いや、それより僕がこんなかっこ悪く死にかけたの見て、その、幻滅した……？」

　ミケは大きく、大きく首を横に振った。

「いいえ。いいえ！　むしろ、その、もっと好……え、ええと、私、まるでマンチカン様のことわかってなかったんですね！　動画でのマンチカン様と違う、素のマンチカン様……なんですよね！　私だけが知っているマンチカン様……！　はああああああっ！　尊い……っ！　このシチュエーション、尊すぎます！　ＭＫＰ４桁けた……！」

　言うなり、ミケは卒倒した。

　あんな間ま抜ぬけに死にかけた僕を見ても、まだ好意を持ってくれている。……あったかいなあ……。ほわっとした気分になった僕だったが、アビシニアンの視線に気付いてまた咳払い。

「まあ、なんだ。僕はこれが一番素早く、被ひ害がいも最小で抑えられる作戦だと判断したのだから、この負傷も予定通りなわけだ」

　僕は極きわめて平静な声を出してみせた。それにアビシニアンも乗ってくれる。

「流石さすがマンチカン師匠！　素早い動きが信条のボクらなのに、敢あえて重装戦士のような体を張った盾役を買って出るなんて、中々咄とつ嗟さに判断できないですよね！　それを平然とやらかしてしまうなんて……！　これは、それだけミケちゃんのことを守り切ろうという覚かく悟ごの表れ……！　その覚悟、見させてもらいました！　やっぱりボク、マンチカン師匠の弟子になって良かった！　師匠、あなたは英えい雄ゆうです！」

「はっはっは、よせよせ、はっはっは」

「うおおおおお！　サーターン！　サーターン！」

「さたん……？」

　尊死から回復したミケが目をぱちくり。

「あ、ミケちゃんは知らないかな？　こういうとき、つまり英雄を称たたえるときはサーターン！て叫ぶのが習わしなんだよ？」

「ああ、そうなんですね！　さーたーん！　さーたーん！」

「うおおおお！　サーターン！　サーターン！」

「はっはっは、はっはっは」

　僕は虚うつろな笑いで二人の賞賛（？）を受け止めるのだった。

　ミケなんか目をきらっきらさせながら僕を見上げている。

　アビシニアンなんか口くち許もとをにやっにやさせながら僕を見つめている。

　……ええい、もうこのノリで行くしかない。

「……今日の所はアビの今現在の実力を見るために、あえて僕が最初は盾役となってやられたんだ。……腕を上げたな、アビ」

「なんと……もったいないお言葉……！　師匠……！」

「だが、まだまだだな。僕には及ばない。以後精しよう進じんするように」

「そうだったんですね！　深いですマンチカン様！　計算高格好良い……っ！」

「やっぱり師匠はすごいですね！　……ところでボク、アイス食べたいなあ……」

「……この後速そつ攻こうで買ってきます……」

　アビシニアンの囁ささやきに、僕も囁きで返した。

　そんな僕らのやり取りに気付いた様子もなく、ミケは何か考え込みはじめる。

　それから意を決したように、彼女は顔を上げた。

「マンチカン様。私、思ったんです」

「うん？　何か問題でも？」

「……マンチカン様みたいなすごい人が、私の取るに足らない我わが儘ままに付き合ってくれてる……これってどういうことだろうって……」

「え？」

　あれ？　もしかして、何かバレた？　下心があって手を貸していると見抜かれたのか？　それどころか……実はマンチカンの中身が僕だと勘かん付づいちゃったとか？　だとしたらマズい……！

　ミケは真しん剣けんな眼まな差ざしで僕を見上げていた。

「マンチカン様って本当は……」

「ああ、その、実は……」

「すごく、すっごく、人がいいんですね！」

「……うん？」

「人が良すぎるっていうか……マンチカン様の得にもならないのに、体を張って私を守ってくれたり、こんな冒ぼう険けんに付き合ってくれたり……私、マンチカン様のそういう所、本当に尊敬します！　尊敬です！」

「お、おう……そ、そうだな……」

「……そっか……今思うと、あの人もマンチカン様と同じだったのかも……」

「うん？　あの人？」

「あ、前に話したクラスメートのことです。何だか思い出しちゃって。あの言葉や態度も本当は私を心配してのことだったんだな、って」

「あ、ああ、あの人……」

　僕のことだが。

「……今だとちょっとわかる気がするんです。別にあの人にとっては私がどうなろうと何の関係もないだろうに……それこそ得にもならないだろうに。あの人、ゲームなんかしたこともない、興味もない初心者だったんですよ。それなのに、わざわざこのファイティングファンタジアを始めて私に会いに来るなんて……お人ひと好よしなんでしょうね。ふふ、マンチカン様に似てるかも」

　あ、これヤバい？　バレそう？

　だが、ミケは思い出して微笑ほほえむだけだ。

「……考えてみれば、言い方とかわざわざゲームを始めて話をしに来ようとするちょっと不器用そうな所とか、マンチカン様にそっくりで……そこまで悪い人じゃなかったのかもしれませんね。あの人なりの気き遣づかいだったのかな……」

　と、ミケはひた、と僕の顔を見つめて、

「……やっぱり、マンチカン様って本当にいい人なんですね！　マンチカン様は私の憧れそのもの……大好きです！」

「お、おーう……」

　急に女の子から大好きと言われると心臓に悪い。もの凄すごい動どう悸きがする。

「ここまでしてもらって、本当に何とお礼を言ったらいいか」

「い、いや、礼なんか……」

　へどもどしながら僕は首を振る。

「私もマンチカン様みたいになりたい……誰かのために自分の体を張れるような人になりたい……どうか、マンチカン様！　これからも私の道しるべとなってくれますか？」

　これって告白みたいなものなのか？

　ミケは続ける。

「その代わりに私のできることなんか些さ細さいなものでしょうけど……でも、私、マンチカン様のためならなんでもします！」

「な、なんでも……？」

　じゃあ、これからこのゲームに二度とログインしないで学校に出てくるように誓ちかってもらえば、僕のミッションは達成か？　やった！

　だが、僕が何か言うより早く、アビシニアンが口を開いていた。

「ミケちゃん、なんでもって言ったね？　じゃあ、オフ会しない？　ねえ、師匠？」

「オフ会……だと？」

　何言ってんだこいつ。

「そう！　実際にマンチカン師匠とミケちゃん、会って話してみたらどうかなって思って。きっと面白いと思うよ？」

　そう言うアビシニアンの表情は、何か余計なことを思いついたような笑顔だった。
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「どういうつもりだ？」

　僕は千ち尋ひろを問とい詰つめた。

　ファイティングファンタジアからログアウトした後、千ち尋ひろの部屋に直行しての発言だ。

「なーに、マー君？　また女の子の部屋に勝手に入ってきて」

　千ち尋ひろもヘッドマウントディスプレイを外して待ち構えていたようだ。

　僕は冷徹な眼まな差ざしを千ち尋ひろに向ける。

「なぜ、オフ会をしようなんて提案をした？」

「言ったでしょ？　きっと二人が会ったら面白いことになるって」

「面白いわけあるか！　僕がオフ会に行けるわけないだろう」

「え～？　なんで～？」

「音ね琴ごとは僕、神かん部べ真ま澄すみのことは嫌ってるし……僕、ミケの下着姿見たり触ったり色々やらかしてしまっているんだよ。どんな顔して会えばいいんだ」

「……ほほう？　マー君、音ね琴ごとさんの下着姿見て喜んでたんだね？」

「音ね琴ごとじゃない。ミケだ。あと喜んでない」

「へえ～？」

　千ち尋ひろの僕を見る目が蔑さげすみを湛たたえているように見えるのは気のせいか。

　僕は咳せき払ばらいをして、話を続けた。

「とにかく、僕が実際にオフ会へ行ったら、これまで築いてきた信頼が失われる。もう音ね琴ごとに学校へ出てくるよう説得することも困難になる」

「でも、ミケちゃんはオフ会やろうって言ったらすごい喜んでたじゃん？　是ぜ非ひマンチカン様に会いたいって！　これはねえ……完全に恋こいする乙女おとめですわ……」

「そんなわけないだろ。音ね琴ごとは自分達は皆女の子同士だと思ってるんだから」

「でも、ミケちゃん……ていうか音ね琴ごとさんはずっと学校休んで引きこもり状態だったわけでしょ？　それがオフ会ってことで外に出てこられるようになったんだとしたら……大分前進したことになると思わない？」

「……む……」

　僕は口を噤つぐんだ。

　確かに……音ね琴ごとが部屋から出る切きっ掛かけにはなる……。それに、久く瀬ぜ先生にも良い報告ができるだろう。僕の尽じん力りよくによって（ここは強調しておきたい）遂に音ね琴ごと美み加かが引きこもり状態から脱だつしたとなれば、久く瀬ぜ先生からの僕への評価は高まるに違いない。そして、内申などにも良い影響があるだろう。

「……だが、僕はどうしたって音ね琴ごとと顔を合わすわけにはいかないぞ」

「何しろ、マー君本人は音ね琴ごとさんからブロックされるほど嫌われてるわけだしねー？」

「嫌なことを言うな。事実だが」

「でも、そんなイヤな奴のはずのマー君が、本当は憧れのマンチカン様だった……！　これを知ったとき、音ね琴ごとさんはマー君のことを見直すかもしれないよ？　マー君本人への好感度が上がって、大好きで憧れのマー君がいるなら学校に戻ってみようかな？　ってなるかも……！」

「僕はその逆が起こるんじゃないかと思ってるわけだけどな。ていうか、千ち尋ひろも本当はそれでマンチカンがミケからブロックされると思ってるんじゃないのか」

「そんなことないよ？　賭かけだよ賭け！　うまくいけば、一気にマー君の狙い通り音ね琴ごとさんは学校に出てきてくれるようになるって寸法……！」

「……本音は？」

「マー君が音ね琴ごとさんにとことん嫌われたら面白いなあー」

「僕はちっとも面白くないんだが」

「まあ、それは冗じよう談だんだけどー」

　千ち尋ひろは楽しそうに笑いながら続けた。

「でも実際の所、オフ会をやることで音ね琴ごとさんが外へ出てきてくれるならいいことじゃないかな」

「……うーん……」

　千ち尋ひろの言うことも理解できるが……。それでも、やっぱり僕が姿を見せるわけにはいかないわけで……。

「……となると、仕方ないな。千ち尋ひろ」

「うん？」

「元々マンチカンは千ち尋ひろの持ちキャラなわけだし……オフ会、任せてもいいか？」

「ボクにリアルで音ね琴ごとさんに会えって言うわけ？　マンチカンの中の人として？　うーん、めんどい」

「おまっ……！　お前がこうなるようにしたんだろうが！」

「え～？　マー君と音ね琴ごとさんの仲、応援はするけど……ボクも忙しいしなあ～？」

「……頼むよ。僕じゃダメなんだから……」

　そう聞いて、千ち尋ひろは天使のような微笑ほほえみを浮かべた。そして、僕の手にそっと自分の手を添そえる。恋こい人びとつなぎ……だと？

「ボク、丁度欲しいソフトがあったんだよね～。マー君の誠意ってもの、見せてもらいましょうか……？」

　……こいつ、こうなることを見み越こしてオフ会やろうなんて言い出したんじゃないだろうな。
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「これが僕の考えたオフ会プランだ」

　僕は五十ページほどでまとめられた冊子を千ち尋ひろに手て渡わたした。

　千ち尋ひろが口を尖とがらせる。

「こんなのデータで送ってくれればいいのに……」

「何を言う。省庁での情報のやり取りは紙かみ媒ばい体たいでやるものと決まっている。きっとこれは永遠に改められないルールなのだ。将来官房長官になる僕も、当然、そのやり方を踏とう襲しゆうしておくべきだろう。今の内から慣れておかないとな」

「はいはい。……で？　ボクはこれをどうすればいいっていうの？」

「明日のオフ会当日を前に、千ち尋ひろには今回のオフ会手順に精通しておいてもらいたい。今夜はそのための検討会だ。このオフ会プランを参照しながら、千ち尋ひろが明日何をやるのか、確認していこう」

　あれから話はとんとん拍びよう子しに進み、次の週末には学校最も寄よりの駅前にて音ね琴ごと美み加かと待ち合わせ、そこでオフ会をしようという風にまとまっていた。アビシニアンは用事がある（とても大事な！）ということで不参加とした。ミケとマンチカン、さしでのオフ会となる。

「……それにしても、ミケちゃん、ノリノリだったね」

　千ち尋ひろは自分のベッドで胡座あぐらをかきつつ、僕から渡された小冊子をぱらぱらめくっている。素足にＴシャツという隙すきの多い格好。脇からシャツの中が見えそうで、僕は咳せき払ばらいをした。

「手早く済ませよう。このあと、すぐにファイティングファンタジアに繫つないで、音ね琴ごとにも明日の段取りを確認しないといけない」

「めんどくさいなあ。明日行って会って話す。それだけでいいじゃん」

「いいや、段取りはきっちりしておくべきだ。オフ会中にどんな想定外の事態が起きてもリカバリーできるように備える。それがオフ会の成功に繫がるんだ」

「オフ会の成功って……そもそも何をもって成功って言うわけ？」

「それは今オフ会の目的・達成すべき目標として、今渡した資料の三ページ目に纏まとめて記載されている。早速、ご確認ください。第一にマンチカンを操作しているプレイヤーは僕ではなく千ち尋ひろであると音ね琴ごと美み加かに誤ご認にんさせること。第二に今オフ会を通じて音ね琴ごと美み加かにゲーム・ファイティングファンタジアからの離脱を促うながすこと、第三に……」

　千ち尋ひろは小冊子を僕に投げつけてきた。

「あーもう！　うざっ！」

　僕はそれを受け止めて、千ち尋ひろの手に押しつける。

「うざいとは何だ。僕はこのオフ会プランを作成するのに昨日一晩費やしたんだぞ。千ち尋ひろもそれに見合うくらい、これを精読してもらわなければ……」

「要点だけでいいよ！　明日、マー君はボクにどう動いて欲しいのか、要点だけ言って！　で、さっさとゲームしよ」

「仕方ないな……あとできっちり読よみ込こんでおくように。今は流れだけ確認しておこう。まず、明日の12：00に長ちよう府ふ駅の南改札にて待ち合わせだ。その際の服装についてだが、清潔感のある学生らしい服装をチョイスしてみた。もし不審者と間違われて補導でもされたらオフ会が台無しになるからな。では、服装の例として下図１─Ａをご覧くだ……」

「で、ボクがマンチカンってことで音ね琴ごとさんに話を合わせればいいんだね？」

　千ち尋ひろが僕の言葉を遮さえぎるように声を出す。待ちきれないかのよう。どうやらそれだけのやる気はあるようだな。良い傾けい向こうだ。

「そうだ。千ち尋ひろは常にマンチカンとしての立場で発言してくれ。それで、時間的にもそのあとは二人で会食だ。会食に当たっての候補地も幾つか挙げておいた。それでは図２─Ａをご覧ください。第一候補のファミレスの外観がこちらに……」

「ファミレス・ジョインじゃん。ここ、ドリンクバーしょぼいんだけど」

「文句言うなよ。事前の調査では、明日の待ち合わせ時間の頃ならこの店は待ち時間無しで入れるみたいなんだ」

「お昼時に待ち時間無しって、やっぱりそういうお店だよね？　そんなお店じゃ音ね琴ごとさんからの印象も悪くなっちゃうんじゃない？」

　僕は構わず話を続ける。

「それで、入店したら窓まど際ぎわのボックス席へ行ってもらう。これも図で示しておいた。資料六ページ目の……」

「図を参照はもういいってば！」

「おいおい。このファミレスでは座る位置も重要なんだぞ。ちゃんと座る席を確認してくれ。何しろ、僕が音ね琴ごとから見つからずに近くで聞き耳を立てられるベストスポットなんだからな」

「え？　マー君、ボクらの近くで女の子同士の会話を盗ぬすみ聞ぎきする気……？」

「ああ。もちろん千ち尋ひろには携帯での僕との通話をオンのままにして会話内容を筒つつ抜ぬけにしてもらう予定だが、念には念を入れて近くで直接、監視と聞き耳も試みたい」

「……え？　ちょっと普通に引くんだけど……」

「引くには当たらない。千ち尋ひろ達たちが入店したのを確認してから、僕も中に入る。千ち尋ひろ達たちのいるボックス席のすぐ隣に着席するつもりだ。そこだと仕切りがあってお互いの姿は見えないが、声は聞こえる範囲内になっている。なに、空いているだろうからその席に座るのは簡単だろう」

「……マジ盗とう聴ちよう？　マー君、ちょっと特殊な性せい癖へきに目覚めたって解かい釈しやくしてよろしいの？」

「なんだよ、性癖って。音ね琴ごとの会話内容を僕も把は握あくしておくことは重要だろう。何か問題が生じても、近くにいれば対処しやすい。席に着いたら、以後は僕が会話の内容をチャットアプリで指示するから、それに従ってくれ」

「マー君が話をするってこと？　それはしくじりそうだねー」

「その心配は全く当たらない。このオフ会プランを読めばわかるが、音ね琴ごととの想定問答集も準備してある。今日の天気から宇宙人の存在を信じるかまで、どんな話題になっても対応可能だ。ちゃんと彼女からの信頼を損ねないようにしてみせる」

「好感度上げるっていうならボクに任せて欲しいなー。マー君との距きよ離りをもっと縮められるようにしてあげるのに……」

　言いながら、千ち尋ひろは僕の側そばに寄ってきて隣に座る。僕の腿ももに手を置いて、甘えるように僕を見上げてきた。

「……もちろん追加報ほう酬しゆうはもらうけど？」

　強ごう欲よく……っ！　まだ僕から搾しぼり取とるつもりか？

「結構だ。遠えん慮りよする」

「あれあれ？　いいの？」

　僕は未来の官房長官に相応ふさわしく鉄面皮で続けた。

「報酬は先日の取り決めの通り、新作ソフト代五九八〇円。これで問題ないな？　それで、報酬の受うけ渡わたし方法についてだが資料四十八ページ目に現金、ギフトカード、現物、それぞれの授受方法を記しておいたので希望する方法を……」

「うわ、面倒くさい!?　ていうかさ？　ファミレス使うとなったら、ご飯代とかどうするの？　……ボクに自じ腹ばら切きって払えとでも……？」

「それについては経費なので僕が負担する。千ち尋ひろは指定されたランチセットを頼んでくれ。サラダとドリンクバーもついていてコスパがいいものを選んでおいた」

「……え、これナス入ってる……ボク、これ嫌いなんだけど……」

「そうか。そこは我慢してもらう。で、この経費の支し払はらいについても資料に纏まとめてある」

　千ち尋ひろが首を振りながら言う。

「まったく……ここまで準備して、ボクにソフト代を支払ってまで……そこまでして音ね琴ごとさんとうまくいきたいんだね？　これはもう愛でしょ？　尊いねえ～？」

「その指摘は全く当たらない。僕は自分の評価のためにやっているに過ぎない」

「へえー……？　どうだか……？」

　千ち尋ひろは含むところのある笑みを浮かべて言った。




　　◆




「……あいつ……！　全然オフ会プラン読み込んでないだろ……！」

　僕は駅改札から少し離れた売店の横で一人毒づいていた。週末午前の喧けん噪そう。多くの人が今日一日の始まりで心明るい中、僕は早速のつまずきに穏おだやかでない。

　その原因、神かん部べ千ち尋ひろは長ちよう府ふ駅南口改札の前に立っていた。音ね琴ごと美み加かを待っているのだ。

　待ち合わせ時間の十五分前到とう着ちやくを指示しておいたのに来たのは十分前。

　まあ、それはいい。

　だが、服装……！　制服か、私服でも膝ひざ下した十㎝のスカート着用を指定したのに、千ち尋ひろはサスペンダー付きのキュロットスカートに袖そでの短いブラウスを着ている。これでは肌の露ろ出しゆつが多い……！　子供っぽいと言えば子供っぽい。千ち尋ひろの年相応の服装と言えるのだろうが……似合っているが、目立っている。

　さっきの子、可か愛わいかったね～などと話しながら僕の目の前を通り過ぎて行った女性二人組。千ち尋ひろを二度見しながら改札の奥へと消えていった若いサラリーマン。……人目を引いてしまっているのだ。

　職質されたり、客引きに声をかけられたり、変な男に声をかけられでもしたらどうするつもりなのか。オフ会が台無しになりかねない……！

　僕は早速、千ち尋ひろをチャットアプリで詰きつ問もんする。

『何だその服は』

『可か愛わいいでしょ？』変な生き物（目玉おやじ？）がウィンクしてハート飛ばしてるスタンプ。

　そして、千ち尋ひろは僕の方を向いてピース決めてきた。

　慌てて、僕は体を物もの陰かげに引ひっ込こめる。僕の存在がバレるだろうが……！

　僕は深く息を吐いて、売店横から再び顔を出す。

　まだ待ち合わせ時刻ではないがそろそろ……。

　いつに間にか音ね琴ごと美み加かが千ち尋ひろの側そばに立っていた。学校で見た制服姿とは違うが、確かに音ね琴ごとだ。ゲーム内のミケと同じように白いワンピースを着用している。

　二人からは黄色い声が上がっている。笑顔だ。

　……よし、ファーストコンタクトは成功したようだ……！

　何事か話し合っている様子。それから千ち尋ひろが先に立って歩き出す。その先にはファミレス・ジョイン。

　よし、よし。千ち尋ひろも流石さすがにオフ会会場がどこかくらいは覚えておいてくれたらしい。

　僕は自分の背後から聞こえるひそひそ声（……何あの人？）を無視して、二人の後を追った。何か近くに不審者がいるらしくて怖いが、それに怯おびえて音ね琴ごと達たちを見失うわけにはいかない。物陰から物陰へ潜みつつ、距離を詰めていく。ちなみに僕の格好は隠おん密みつ行動に備えて全身を黒で統一していた。これならいざというとき、暗がりに潜んで音ね琴ごとの目を誤ご魔ま化かすこともできるだろう。僕は真昼の陽光の下、自信を深めた。

　歩くことしばらく。僕はもう千ち尋ひろと音ね琴ごとの声が聞こえるくらいまで側そばに、自然に違和感なく近付いていた。もちろん、ここに来るまでに千ち尋ひろの携帯に連絡を入れ、それからずっと通話中にもしてある。そちらを通しても会話の内容は聞き取れた。

「……あー、じゃあ、丁度いいから、あそこのファミレスにでも入ろうかー」

　千ち尋ひろが何だか感情のこもらない棒読み口調でそう提案しているのが聞こえる。

「あ……」

「あれ？　ミケちゃん、ファミレスイヤだった？」

「い、いいえ。そうじゃないんですけど……。あのファミレスは知り合いがよく使っていて……もし顔を合わせたら、ちょっと……」

　音ね琴ごとが首を振りつつ答える。

「うん？　そうなの？」

　千ち尋ひろは小首を傾かしげている。が、ファミレスの扉に手をかけた。

　うむ、うまく予定通りに誘導できているようだ。あとはファミレス内で打ち解けた雰囲気を作り出し……あわよくば、音ね琴ごとにファイティングファンタジアからの引退を勧めることもできるかもしれない……！

　音ね琴ごとが足を止めていた。店内を見つめている。

　千ち尋ひろの手がファミレスの扉を閉めた。

「……あー、何か食べたり飲んだりする前にちょっと遊ぼうか？」

　え？　何言ってるんだ、千ち尋ひろ？

　そんな僕の当とう惑わくを知ってか知らずか、千ち尋ひろは考え込むように宙を見上げ、

「ここら辺だとカラオケとか……あ！　ゲームセンターとかいいかな～？　うん！　よし、行こう行こう！」

「え、あの……」

　急に音ね琴ごとの手を引っ張ってファミレス・ジョインから離れて行ってしまうではないか……！

　おおおいっ！　何を勝手にプラン変へん更こうしているんだっ!?

　しかも、オフ会プランでは何らかの理由でファミレス・ジョインに入店できない場合（店が火災中である・強ごう盗とう犯はんが立てこもり中であるなど）、第二第三のオフ会会場案を定めてあったというのに……それら全部無視してゲームセンターへ行く？　これは想定外の出来事だ。千ち尋ひろの奴、何を考えて……。

　いや、今は千ち尋ひろの意図を読み解いている余よ裕ゆうはない。それより臨機応変、現状に対応しなければ。プラン通りに行かなかったからといって一々目的達成を諦あきらめてしまっていては、立派な官房長官に値しない。何とか千ち尋ひろの向かうゲームセンターで音ね琴ごとへの説得を試みなければ！

　僕は急いで音ね琴ごと達たちの後を追う。
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　ゲームセンター内に流れるＢＧＭ。

　それをかき消すくらい激しい音の洪水。

　明めい滅めつするモニター。その上をちょっともう病的な素早さでスライドし続ける千ち尋ひろの両手。

「……千ち尋ひろ、すごいな……」

　人間の動きか、あれが。

　あり得ないような反射神経だ。千ち尋ひろはかなり運動神経のいい方だと思ってはいたが、実際、この体の動かし方を見ると圧あつ倒とうされる。

　僕は、何とかという音ゲーをプレイ中の千ち尋ひろと、それを横で「はわー」みたいな顔で眺ながめている音ね琴ごとを、監視していた。

　こんなガチでプレイしてるとは思わなかった。二人でプレイしている動画でも撮ってキャッキャしてるくらいかと思っていたのに。

　と、音の洪水が止まった。

　どうやら千ち尋ひろがゲームを終えたらしい。

「……すごいですね！」

　感極まったような音ね琴ごとの声が上がる。

「いぇーい！」

　千ち尋ひろは軽く、ピースを決めながら答えた。

「ちょっと久しぶりだったけど全然余裕だったね！」

　息も切れてないし、表情も満面の笑み。確かに余裕そうだ。

　そんな千ち尋ひろの表情が見えるくらい、僕は彼女達のかなり側そばまで近寄っていた。具体的には彼女達から数メートル離れた自動販はん売ばい機きと両りよう替がえ機きの間の僅わずかに薄暗いスポットの中だ。このぐらい近寄らなければ、声も拾えない。携帯を通して盗聴もしているが、何しろここは騒そう々ぞうしい。

　上下黒服の、更にマスクや帽ぼう子しも黒くろ尽ずくめにしておいてよかった。今の僕はマスクと帽子を追加。更なるスニーキング能力の向上を図はかってある。その甲か斐いあって、見よ！　僕は今、完全に薄うす暗くらがりに溶とけ込こんでいる……！　あとは目元に靴くつ墨ずみでも塗って更に目立たなくすれば完璧だったろうが、そこは次回の課題としておこう。

「……少し休けーい」

　千ち尋ひろはそう言って、音ゲー周囲に設置されたベンチを指差した。

「ミケちゃん、ちょっとそこで座って待ってて？　ボク、なんか飲み物買ってくるから」

「マンチカン様、それなら私が買ってきますから……」

「ここで様付けはやめてよ～。流石さすがに恥ずかしいっていうか」

「でも、マンチカン様はマンチカン様ですし」

　どうやら二人はオフ会でもキャラクター名で呼び合っているようだ。というか、オフ会とはそういうものなのだろう。本名を明かし合ってはいないだろうから、音ね琴ごとには神かん部べ千ち尋ひろが僕、神かん部べ真ま澄すみの親類縁えん者じやではないか、という類推はできていないに違いない。

　と、千ち尋ひろが自動販売機の方へ向かってきた。

　自動販売機の側そばにさりげなく、ひっそりと立たち尽つくす僕と目が合う。

　一瞬、千ち尋ひろが凝ぎよう固こした。すぐに目を逸そらす。僕の存在など無いかのように自じ販はん機き前に立った。

「……何やってんの？」

　自販機からジュースを取り出しつつ、千ち尋ひろは独り言のように呟つぶやいた。

「忍んでいる」

「あんまこっち見ないで。知り合いだと思われたらこっちまで目立つから」

「うん？　何を言っているんだ？　それより、もっと音ね琴ごとをこちらに誘導できないか？　確実に声を拾いたいんだが……」

「不審者の側そばにミケちゃんを連れて行けるわけないでしょ？」

　そう囁ささやくと、千ち尋ひろはさっさと音ね琴ごとの元へと戻って行ってしまった。不審者がこの近くにもいるらしい。怖い。

「お待たせー！　好きな方選んで！」

「……あの、マンチカン様？　大丈夫でした……？」

「えー？　なにがー？　あはははは」

　何を笑っているんだ？　僕は千ち尋ひろの不可解な行動に首を捻ひねった。

「……あっちあんまり見ない方がいいよ。気にしないでおこう？」

「はい、マンチカン様がそう言うなら……」

　千ち尋ひろ達は完全に僕から目を逸らしたようだ。僕の存在を全く感じ取れないのだろう。まるで空気になったかのように感じる。僕はもしかしたら、官房長官にならなかったら隠おん密みつ・忍にん者じやの類たぐいに就職できるかもしれない。

　などと思いつつ、僕は耳をそばだてた。

「……急にゲームセンターに入っちゃってごめんね？」

「いいえ！　私、一度入ってみたかったんです！　マンチカン様が誘ってくれたお陰で、それが叶かないました！」

「そ？　ならよかったあ！　勝手にボクの好きな所に連れてきちゃったからさ」

　千ち尋ひろは息を吐いて、ジュースに口をつけた。

「マンチカン様はゲームが本当に好きなんですね」

「うん！　色々なことができてアホほど楽しい！　……でも、そういうの興味ない子もいるからさ～」

　千ち尋ひろは口を尖とがらせた。

「……一緒に楽しんでくれたら、ボクもずっとずーっと嬉しいのに……」

「私は見ているだけで楽しいですよ。さっきのゲームを見ていて思いましたけど、マンチカン様は本当に何でもできるんですね！　流石さすがマンチカン様！」

「いいよ？　もっと褒ほめてくれていいよ？」

「マンチカン様最高！　さーたーん！　さーたーん！」

「はっはっは、ぴーすぴーす」

　千ち尋ひろは調子に乗ったピースサインを決めていた。音ね琴ごともあんなノリなのか。

　その千ち尋ひろ、あからさまに話題を変えた。

「……ていうか、ミケちゃん、ゲームセンター初めてなんだ？」

「はい。一人で入るのはちょっと怖くて……」

「友達とかと来たりしないの？」

「私、こういう所に興味ないと思われてるみたいで……」

「あー、わかるかも。ミケちゃん、実物は大人っぽくてしっかりしてるっぽいもんね」

　音ね琴ごとの眉根が少し下がり、口許が僅わずかに上がる。低い声で呟つぶやいた。

「……クラスの子達は私がゲームしてるなんて全然知らないんです……」

「へえー？　ミケちゃんがファイティングファンタジアに入いり浸びたってるとかも知らないの？」

「全く、ですね」

「まあ、確かに実物のミケちゃん、ゲームとかしなさそう。ギャップだねえ……」

「ファイティングファンタジアの中では全然、そんなことないんですけど」

　音ね琴ごとは肩を竦すくめて見せた。

　そうか。クラスメート達が音ね琴ごとのゲーム漬づけの現状を知らなかったのは少し意外だ。

　と、音ね琴ごとは目を輝かせて千ち尋ひろへ身を乗り出す。

「でも、それを言うならマンチカン様です！　マンチカン様、こんな可か愛わいかったんですね！」

「えへへ、よく言われる。可か愛わいいよねえ？」

「ええ！　まるでゲームの中のアビシニアンちゃんみたいです！」

「えっ、あっ……!?」

　言われてみれば、千ち尋ひろは自分の姿形をそのままアビシニアンのキャラ作成に利用してるわけで……現実世界でゲーム内のキャラと同じ顔の人がいたら関連があると想像するのは当たり前。

「改めてみると、マンチカン様ってアビシニアンちゃんそっくりですよね。……あれ？　何でですか？」

「あ、あー、あのその、そ、それはね？　ぎゃ、逆って言うか？　あー、アビシニアンの中の人が、その、マンチカンの中の人であるボクそっくりのキャラを作ったんだよ、うん。ファ、ファンだから？　というわけでボク本人はアビシニアンとはなんの関係、ナイ、アルヨ？」

　片言になりかかってるぞ!?

「なるほど！　そうなんですね！」

　納得した!?　音ね琴ごとはうんうんと頷うなずいている。

「クールなマンチカン様と可か愛わいいマンチカン様のギャップ……！　流石さすがマンチカン様！」

　言いながら、音ね琴ごとは鼻を押さえた。もしかしてリアルでもＭＫＰ貯まってるのか？

　と、今度は千ち尋ひろが音ね琴ごとの言い分に引っかかったらしい。首を傾かしげ、

「え？　ゲームの中のマンチカンってクール？　あれが？　ほんと～？　かっこ悪くない？」

「そんなことないです！　マンチカン様はいつだってかっこいいです！」

　音ね琴ごとはムキになって言い募った。

「マンチカン様は見ず知らずの私に付き合ってくれているじゃないですか！　普通、そんな得にならないこと、してくれる人いませんよ！　そういう所に人としての本当の優しさ……マンチカン様の真心を感じます。……まあ、少し動画で見るのとは別の一面がある気もしますけど……」

「だよねだよね！　マーく……ボク、ぶきっちょだよね！」

「でも、そこがまたＭＫＰ稼かせげるポイントっていうか」

「え～？　でも、もしかしたらボクには何か下心があって、それでミケちゃんと付き合ってるのかもしれないよ～？」

「そうなんですか？」

「さあ、どうだろうねえ？」

　おいおい、千ち尋ひろの奴、何思わせぶりなこと言ってるんだよ!?　僕が音ね琴ごとを学校に連れ戻そうとしていることをばらすつもりじゃないだろうな？

　千ち尋ひろはまたこちらを見て、猫みたいな笑い。

　……わざとだな……？　僕を慌てさせようと楽しんでやがりますな……？

「ねえねえ、ミケちゃん。ちょっと思い出したんだけど、この前、クラスメートのこと話してたよね？」

「はい？」

「ほら、ゲームの中までやってきて何かミケちゃんに文句言ってきた人？　その人、ボクに似てるかもって言ってたけど、じゃあ、その人のこと、どう思う？」

　何聞いてるんだこいつ。

「マンチカンみたいにかっこいいと思える～？　似てるんだよね～？」

「えー……」

　ほら見ろ、音ね琴ごと困って口ごもっちゃったじゃないか。

　が、音ね琴ごとはすぐに言葉を紡つむいだ。

「……そうですね……最初にファイティングファンタジアで会ったときは意識してなかったですけど……今では、私のこと心配してくれてたんだな、っていうのはわかるんです」

　そして、不意に微笑ほほえんだ。

「……ふふっ、そういえば彼、いつも勉強頑張ってて……そういうところは真剣で、ああこの人は努力を諦あきらめない人なんだなって気にはなってました」

「むー、まあ、確かにそういう所はあるかもだけどぉ……」

　なぜだか不満そうに千ち尋ひろが唸ひねる。

「そんな彼が私を助けようとして来てくれたんですよね。ただクラスメートだというだけで、無む償しようで。自分の時間とか信念とか全部横に置いて、他人のために……中々できないですよね？　……神かん部べくん、どうしてるかな……」

　音ね琴ごとには誤解があるようだ。僕は僕のためにやっているだけなんだが。

「へえ～……なるほど～……う～ん、ちょっとこれは夢見すぎかなぁ……？」

　千ち尋ひろが独りごちる。それをどう解釈したのか、音ね琴ごとは慌てて言い募る。

「……あ、これはでも、結局マンチカン様達と一緒にプレイできるようになって余裕が出てきたから理解できるようになっただけで……マンチカン様がいなかったら、こんな風には思えなかったはずです。やっぱり彼とマンチカン様は似てはいても別人ですしね。マンチカン様はこうやって私の視点を拡ひろげてくれるわけですし……そういう点でも流石さすがマンチカン様です！」

「……じゃあ……マンチカン、ていうかボクに何かミケちゃんには言えない隠かくし事ごとがあったとしても？　そう思える？」

　千ち尋ひろが思い切ったように問う。その思惑など知らない音ね琴ごとは、

「……マンチカン様が何を思っていても、関係ありません」

　と、腕を組みゆっくりと呟つぶやく。

「私にとっては、一緒にいてくれる……ただそれだけで……そのマンチカン様の行動が嬉しいし……」

　音ね琴ごとは言葉を切り、大きく息を吸い込んだ。そして、思い切ったように、

「……す、好きなんです！」

　僕の心臓が脈打つ。

　……い、いや、音ね琴ごとが好きなのはゲーム内のマンチカンなんだ……僕じゃない。

　ぱっ、と音ね琴ごとの頰が赤くなる。

「あ、す、すみません。マンチカン様を目の前にして好きとか……あの、これはゲームの中での話で、今ここに居るマンチカン様のことが好きって言うか、その可か愛わいいとは思っていますし、好きではあるんですけど……」

　早口でよく聞き取れなくなっていく。

　千ち尋ひろは難しい顔。

「……あのさ。余計な忠告かもしれないけど、ゲームの中のマンチカンに理想を抱いだきすぎかもしれないよ？　ミケちゃんが憧れるような、そんな大した奴じゃないんだって！」

「え？　え？　そ、そう、なんですか？」

　目を瞬しばたたかせて音ね琴ごとは口ごもる。

「うーん、このままだとミケちゃんの事心配だからさあ……。ゲームのマンチカンの中身は、その、本当はしょうがない奴なんだよ？　真面目が取とり柄えみたいな振りしているけど要領悪いし、真面目な振りして腹黒だし、腹黒の振りして浅あさ知ぢ恵えで、見透かされてるし……」

　何だ千ち尋ひろの奴。急に自じ虐ぎやくし始めたぞ。

「それに何より、その、女の子の下着をこっそり自分のポケットの中に仕し舞まっちゃうような奴なんだよ？　とてもとても、ミケちゃんが好きになるような奴じゃ……」

　それ僕のことぉっ!?　ていうか、マンチカンの好感度下げるようなこと話して何のつもりだ!?　音ね琴ごとがマンチカンに幻滅して、説得できなくなったらどうするんだ!?

　音ね琴ごとは目を丸くして千ち尋ひろを見つめていたが、ぷっと吹き出した。

「ふふっ！　おかしい！　何でマンチカン様、そんなにご自分のことを悪く言うんですか？」

「え？　いやあ、そのう……ミケちゃんが間違った奴を好きになって不幸にならないようにっていうかー……」

「ふふっ。ごめんなさい。私がマンチカン様のことを好きとか言っちゃったから慌てちゃったんですね。それはそうですよね。女の子同士で好きとか、急にだと戸惑っちゃいますよね。でも、安心してください。私のマンチカン様への好きは、そういう好きとかじゃなくて……強い人への憧れ……みたいなものなんですから」

「え？　あ？　そ、そーお？　いやまあいいんだけど？　別にミケちゃんが誰を好きになっても、ミケちゃんがよく考えて選ぶなら……大丈夫、かなあ……？」

　千ち尋ひろはちらっとこっちを見て、ごにょごにょ言った。

　本当に何やってるんだ。僕は額に手を当て、頭痛を堪こらえる。

　千ち尋ひろを本筋に引き戻すべく、アプリで指示を送った。

『そんな話してないで音ね琴ごとを学校に戻らせる話に持って行け』

「あ、ごめん、ミケちゃん。ちょっと待って」

　既き読どくがついた。

　千ち尋ひろは自分のスマホから目を離すと、音ね琴ごとに向き直る。

「あー……そういえば、ミケちゃんは学校とか行ってないの？　いつもファイティングファンタジアの中にいるみたいだけど……」

　いきなり直球だな!?　キツくないか!?

　音ね琴ごとは一旦黙だまり、それから口を開いた。

「……はい。ちょっとお休みをもらっていて……」

「ふーん？　……ボク達とゲームしてるの楽しい？」

「はい！」

　即そく答とうに、千ち尋ひろが輝くような笑顔で応えた。

「そうだよね！　一緒にわいわいやるの、面白いよね！　うん、ならいいんだ！　だったら学校なんて別に行かなくていいんじゃない？」

　あいつ、何言ってんだよ!?　学校に来るように誘導しなきゃだめだろ!?

　僕は光の速さでチャットアプリに指示を書かき込こむ。

『そうじゃない』

『学校は楽しい』

『戻ってきたらきっとみんな喜ぶ』

『そういう登校するのに希望が持てる話題を振れ』

　だが、千ち尋ひろはそれを見てもいないのか、話を続けるではないか。

「ミケちゃんが学校よりも大切なものをゲームの中で見つけられたなら、それでいいと思うよ！　……あるんだよね？　そういう大事なものが、ファイティングファンタジアの中に？」

　うん？　これは……？　千ち尋ひろの奴、もしかして音ね琴ごとの本音を聞き出すために敢あえて学校なんか行かなくていいと言ったのか？

　そう言われて、音ね琴ごとはちょっと言葉を切った。少しの間。

「……そう……ですね。学校には行きたいですけれど、今はやらなければいけないことがあるんです。そう、大事なものがあるから……」

「やっぱり！　まあ、ボクも今みたいにミケちゃんとゲームの中で良い関係築けたから、こうなるとずっと遊んでたいと思うもんね！」

「……ゲームの中でいい関係、ですか」

　音ね琴ごとは独り言のように呟つぶやいた後、千ち尋ひろをじっと見た。

「あの、マンチカン様……ゲームの中のことってどう思います？」

「うん？　どういう意味？」

「ゲームの中で起こったことは全部ただのゲームであって空想でしかない。そこには本当のものはない……そう思いますか？」

「え？　ううん、全然？　ゲームってリアルだよ」

　千ち尋ひろはきょとんとした顔で答える。

「だって、ゲームの中にも人と人の繫つながりってあるんだから。ボクとミケちゃんだってゲームの中で友達になって……。その友達ってゲームの中の友情だから本物じゃない……ってことにはならないでしょう？　ゲームの中での繫がりだって本物ってこと」

「……本物……」

「ゲームを消しても、友情とか消えないでしょ？　同じように、ゲームの中で覚えた感動とか笑いとか恐きよう怖ふとか……そう感じたのはウソ、そう感じた心は偽にせ物ものだ、なんて話にはならないんじゃない？　ゲームの中で大量のゾンビに囲まれたときの気持ちとか、後から思い出しても怖いものは怖いし！」

「……そうですね。……そうですよね！」

　音ね琴ごとは何度か頷うなずいて、言った。

「ゲームの中での繫つながりも本物……。その通りだと思います！　流石さすがマンチカン様！」

「ふふん、褒ほめられるのは好きだからもっと褒めていいよ？　ていうか、どうしたの？」

「マンチカン様、私がいつもファイティングファンタジアの中にいるのも、その繫がりのためなんです」

「うん？　どういうこと？」

「ゲームの中でできた繫がりを消したくない……大切な友達だから……私は忘れずにあの人を待っているんです」

　千ち尋ひろは口くち許もとに指先を当て思案顔。

「ミケちゃん、前に誰かと一緒にファイティングファンタジアで遊んでたんだね」

「はい。そして、それが今もゲームをし続けている理由ですから」

「へえー。それ、聞いてもいい？」

　音ね琴ごとは大きく息を吐いた。

「はい。……どこから話しましょうか……。私がファイティングファンタジアを始めたのは数ヶ月前。でも、元からゲーム全般は好きだったんです。楽しい夢の世界へ行くのって、いつだってわくわくしますから」

「あんまりそういう風には見えないね」

「見た目、ですよね？　これ、入学したときにちょっとイメチェンしてみたんです。色々メイクの仕方とか動画を見て真ま似ねしたり。高校では周りの子達ともっと仲良くできるようにしようって決めてたんですよね」

　音ね琴ごとは微笑ほほえんだ。

「その甲か斐いあって、クラスの皆とはすぐ仲良くなれました。ただ……私、ゲームが好きなことだけは言えなくて……だから、学校の友達とはゲームで一緒に遊んだりしてませんでした」

「うん？　なんで？　なんでゲーム好きって言えないの？」

「高校生にもなってゲームが好きとか何だか言える雰囲気じゃなくて……子供っぽい気がして、知られたくなかったんです……。周りの子達はもっと現実を見み据すえて色々勉強したり努力しているのに、私だけゲームが楽しいとか感じているのがおかしい気がしたんです。でもこれって、彼女達が悪いんじゃありませんよね。単に私の感じ方の問題で……」

「感じ方？」

「怖いんです……私のゲームへの想おもいを否定されたらどうしようって……。それに……彼女達は私のことを変な目で見たりしないでくれるかもしれません。けれど、だからといって一緒に私とゲームを楽しんでくれるとは限らない。私と同じようにゲームを好きになってくれるわけじゃありませんから」

「あー、まあ、そこまで期待するのも、ねえ？」

　千ち尋ひろは腕を組んで考え込む。

「……んー。まあ、周囲に理解があっても、ゲームすることを恥ずかしいと自分で思ってしまう……なんていうか劣れつ等とう感かん？　そういうのってどうしようもないのかなあ。周りがわかってくれるかどうかより、自分の気持ちの問題だろうから」

「そうですよね……」

「普通にみんなに話してみたら？　それで自分の恥ずかしいと思う気持ちも変わるかもよ？」

「……私がゲーム好きだって打ち明けたら、きっとみんなは何でもない風に受け入れてくれる。でも、私はそれだけじゃなくて……一緒にゲームをして欲しいって期待しちゃうと思います。そして、もし一緒にゲームしてそんなに喜んでもらえなかったら、つまらなそうにされたら……」

「自分が好きな物を、他の人達にも好きになって喜んでもらいたいんだね。でも喜んでくれなかったら傷ついちゃう……」

「私……欲が深くて臆おく病びようでイヤな子なんです。手を差さし伸のべてくれるいい人がいっぱいいるのに、その全部を自分の手で振ふり払はらって、勝手に一人で奥に閉じこもってる……そんなどうしようもない……」

「でもさ、今でもゲームは好きで楽しいんでしょ？」

　千ち尋ひろは首を傾かしげながら、視線を上に向ける。

「……うーん、まあ、それなら昔の……高校になる前の友達とか、ミケちゃんがゲーム好きなの知ってる友達とかなら、一緒にゲームしてくれるんじゃない？」

「……そういう子達とも学校が別々になってから疎そ遠えんになったり、ゲームから卒業してしまったり……やっぱり、私と一緒にゲームしてくれる子はいなくなってしまっていました」

「……まあ、そういうこともあるかもね。ただ、一人でやっていてもゲームは楽しいし？　ボクはそれでもいいと思うよ」

　音ね琴ごとは感かん慨がい深ぶかげに息を吐いた。

「ええ……。私も一人でこっそりゲームを楽しんでいればいいと思っていました。別に皆に言うようなことじゃないし、特段一緒に遊ぶようなものでもないかなって。それで、一人でも黙もく々もくと拠点を作ったり服や道具を作ったりして遊べるゲーム、ファイティングファンタジアを始めてみたんです」

「え……？　ファイティングファンタジアが一人で黙々と遊べるゲーム……？　それ、誰から聞いたの？　一人で延々と殺されたり時間かけて作り上げたものを壊され続けるゲームだよ？　苦行ゲー、マゾゲーだってどんなレビューにも恨うらみ言ごとがいっぱい書かれてると思うけど」

「私みたいな一人で遊ぶタイプにはうってつけだと思ったんですけど……」

「そう!?　……あ、ごめん、話の腰折っちゃったね。ええと、それで？」

「そうやって一人で藁わらの家住みや石器で原始人みたいな生活を楽しんでいたんですけど……そんな私に声をかけてきてくれたプレイヤーが一人いたんです。始めたばかりで資材も道具も足りてない私に石材や金属の工具を持ってきてくれて……他にも、木の実しか食べ物がないところに霜しも降ふり肉ステーキを食べさせてくれたり、泡あわの出る黄金のジュースとか飲ませてくれたり……記念写真撮ってくれたりもしましたね」

「おお、その人カメラなんか持ってたんだ。わざわざあれを作るとはガチのエンジョイ勢だね」

　泡の出るジュースって、完全にアレだろ。全く音ね琴ごとの奴、思ったより不良だな……。

　僕が物陰で頭を抱えている間にも、音ね琴ごとと千ち尋ひろの話は続いている。

「……その人はすごくいい人で、一緒に遠くまで探検に付き合ってくれたり、とっても面白かったんですよ」

「ああ、ミケちゃんが発電機持っていたのとか、そのプレイヤーが資材をくれたから……」

「彼が遠出して資材や食料を集めている間に、私が家で道具や装備を生産したり加工したりして……私達、自分で言うのも何ですけど良いコンビになれていたと思います。共同生活で作業はうまく分担できていましたし。彼はいつも言ってましたね。絶対、この世界の謎を解いてミケにエンディングを見せてやるって。ふふ、彼ったらいつも自信満々で、でもどこか抜けていて……」

「ウェーイとか言いそう、その人」

　聞き捨てならないことを耳にした。音ね琴ごとが地下迷宮エリアに行きたい理由。そこに大事な人がいるかもしれないって……。それが彼氏らしいとは聞いていたが……。でも、ちょっと待て？　今の話聞いてると、音ね琴ごとは、その、彼氏とゲームの中で、もしかして、その……一緒に住んでた!?　同どう棲せい!?　同棲はマズいのではなかろうかっ？　同棲は非行だ。そして、同棲を見み逃のがすのはよくないことだ。

　全く、音ね琴ごとの奴、不良も不良、超不良じゃないか……っ！

　マンチカン様マンチカン様とあれほど言っていたのに本当は別の人が好きだった、と!?　マンチカン大好きなのではなかったのか。実は同棲していたなんて……。いや、マンチカンの本当の中身は千ち尋ひろなのだから、僕がとやかく言うことではないのだが。

　その、なんだ。

　クラスメートが同棲という不適切な行こう為いに及んでいた。そういう点が規律を重視する委員長的に衝撃なのであって、他意はない。感情を揺さぶられたとか、心引き裂かれたとか、そういった動どう揺ようなんかしてない。自分のことを好きだと言ってくれていた女子に振られたような気分になんて全くちっともなっていないのは確定的に明らか。僕が負の感情に打ち負かされているのではないかという指摘は全く当たらない。

　というか、だ。

　よく考えたらこれはゲームの中での話だ。ゲームの中での同どう棲せいとか恋愛とか、そんなもの所しよ詮せんゲームだし本物ではないのだ。何も衝撃を受ける必要もない。

『ゲームの中での繫つながりも本物だって』

　千ち尋ひろの言葉が頭の中でぐるぐる巡る。

　いやいや、そんなことはない。ゲームと現実を一緒にしてはいけない。うん、僕はちゃんとそういった点は弁わきまえているので、ゲーム内での不適切行為はウソ・偽物であり、問題にするに値しないと結論づけた。そもそもＶＲゲームで不適切な行為を行えてしまったら規制に引っかかる。家庭用ゲーム機でそのような行為は厳に戒いましめられているはずで（ただしラッキースケベは除く）、結論として音ね琴ごとは清らかな女子である。

　うむ流石さすが、僕。冷静だ。

　僕は震える手を押さえながら、耳をそばだてる。一言一句聞きき逃のがしてはならぬ。

「へえ～！　ミケちゃん、結構肉食系なんだね！　やるときはやるんだなあ……」

　千ち尋ひろが感嘆の声を上げ、音ね琴ごとは目を瞬しばたたかせる。

「はい？　何がですか？」

「いや、だって彼氏と一緒に暮らしてたんでしょ？　やっぱり、その人のこと好きだったんだよね？」

「……あ！　ち、違います違います！　彼は彼だけど男の人じゃなくて……！」

　音ね琴ごとは大おお慌あわてで頭を振った。

「その、ゲーム内のキャラクターは男性でしたけど、それを操っているプレイヤーは女性の方だったんです！　女同士だからこそ色々話せることもあったわけで、そんなまさか男の人と一緒に暮らしたりなんかしてません！」

　あ、そうなのか？　その大事な人って言うのは女の子プレイヤーなのか？　じゃあ、セーフじゃないか！　全然セーフ！　僕は気持ちが晴れていくのを感じる。安あん堵ど、安心、安あん寧ねい。

　……なんで僕は安心してるんだ？

　千ち尋ひろが肩を竦すくめていた。

「なーんだ。……で、その人どうしたの？」

「急にログインしなくなったんです……」

　音ね琴ごとは肩を落とした。

「どんどん仲良くなって、リアルでの私や彼──リアルでのことだから彼女ですね──その、彼女のことも話し合えるような仲になれたのに……急に彼女、いいえ、ゲーム内での話だから今度は彼って言うべきですかね。彼はゲームに姿を現さなくなってしまいました」

「あらら。何があったの？」

「わからないんです」

　音ね琴ごとは首を力なく振る。

「最後に会ったときも、いつもみたいに明るく勢いだけで喋しやべってるみたいだったので……全然いつもと違う感じはしませんでした」

「ふん？　心当たり全くない？」

「……もしかして、私がそのとき、彼のことを傷つけるような発言をしたか、彼を呆あきれさせるような行動を取ってしまっていたのかも……」

「あー……何か余計なこと言っちゃったとかかー」

「いつもみたいに雑談してただけのつもりだったんです……。彼が私の現実での暮らしぶりを聞いてきて、学校は楽しいしうまくやれてるって話をして……彼が学校のことを聞きたがったので、クラスの様子や通学の寄り道のこと、授業で躓つまずいてる所、おかしな先生の話……そんなどうでもいいような話をしました。彼は最近忙しいとか仕事が大変とかそういう話をしてその日はお開きになって……それ以来、彼は一度もゲームに接続していないみたいなんです」

「うーん。彼って何の仕事してたのかな？」

「ＩＴ関連だとか……いつも決まった時間にゲームをしていて、こんな時間しか自由にならない、忙しい、ってよくぼやいていましたね」

「つまり……彼は仕事が忙しくてゲームをやっている暇ひまが無くなったってことじゃない？」

「それならそれでいいんです。でも、お別れの言葉もなく、不意にいなくなってしまったから……何かあったのかも」

「まあ、普通は一言欲しいよね」

「私、どうしても彼のことを忘れられなくて……。それで考えちゃったんです。もしかして、私が学校に行ってしまっている間に彼がファイティングファンタジアに戻ってくるかもしれない。私が外に出ている間に戻ってきているかもしれない。それで、行いき違ちがいになって結局会えなかったら……そう思うと、私、ずっとゲームの中に居続けて、彼がいつ戻ってきてもいいように、待っていないといけない気がしたんです。そして……私が何をして彼を傷つけたのか……それを知ってちゃんと謝あやまらなくちゃいけないって」

「それで学校を休んでずっとゲームしてるんだ」

　千ち尋ひろは頷うなずき、それから小首を傾かしげる。

「でも、いいの？　今日オフ会で外に出てきてるわけだけど」

「……はい。ここしばらく待ち続けて段々わかってきました。……彼はきっともう戻ってこないんだって……もう二度と彼と一緒に冒険したりお喋しやべりしたりできないんだって……。彼は……卒業しちゃったのかもしれませんね」

　そう呟つぶやく音ね琴ごとの背中は小さく見えた。が、すぐに明るく笑う。

「……私がこうして外へ出る踏ふん切ぎりをつけられるようになったのは、マンチカン様達のお陰なんですよ。マンチカン様達と一緒にプレイするようになって、私、すごく救われたんです」

　彼のことを諦あきらめて前向きになり始めた、というところか。というか、大分いい傾向ではないか？　彼とやらを忘れて学校に出てこられるようになるまでもう一息じゃないか？

「……ミケちゃんもファイティングファンタジア止やめちゃうの？」

　千ち尋ひろがぽつりと問う。

「その彼はもう戻ってこないから……ミケちゃんがファイティングファンタジアに残り続ける理由は無くなっちゃう？」

「いいえ。だって、ファイティングファンタジアに入れば、今はマンチカン様やアビシニアンさんと一緒なんですよ？　それに……私、彼を忘れてしまったり無かったことにしようとしているわけじゃないんです」

「というと？」

「彼……ベンガルさんっていうんですけれど、ベンガルさんはゲームクリアのため、地下迷宮エリア攻略用の拠点を作っていたらしいんです。私はそこへは行ったことないんですけど……。その拠点には彼が集めた資材やアイテム、そしてメッセージがあるはずなんです」

「メッセージ？」

「ベンガルさんは言ってたんです。私にゲームのエンディングを見せた後に伝えたいことがある、それを地下迷宮エリアに書き残しておいたって。そのメッセージの中身は今回、ベンガルさんがゲームに接続しなくなった理由とは関係ないかもしれないですけれど……彼が私に何を言いたかったのか、その内容は知っておきたいんです」

「あ、じゃあ、ミケちゃんが地下迷宮エリアに行きたい一番の理由って……」

「はい。ベンガルさんの拠点に残されているメッセージを受け取りに行きたい。そのためにマンチカン様達に地下迷宮エリアまで連れて行ってもらえたらと思って……」

「なるほどね。そこに残されているメッセージには、ベンガルさんがこのゲームを止やめた理由は書かれていないかもしれない。全然別の……例えばミケちゃんへの愛の告白とか今日の夕飯の献こん立だてとか書かれてるかもしれない。それでも行くつもりなんだね？」

「ええ。実際は、メッセージ自体残されていないかもしれない。それでもいいんです。ベンガルさんが見た景色、地下迷宮エリアを私も同じように見てみたい。それで私……気持ちに一区切りつけられる気がするんです。ベンガルさんに拘こだわらずに前へ進める……そう思うんです」

「そっか……」

　千ち尋ひろは言葉少なに頷うなずくのみ。

　僕は千ち尋ひろ達たちの会話を聞いていて思う。実に、実にいい傾向だ、と。

　音ね琴ごとは自分で、地下迷宮エリアでのメッセージを見つけることで一段落つけようとしている。ゲームを継続する強い動機が失われ、音ね琴ごともまたこのゲームを卒業する可能性が高い、と僕は見た。今の音ね琴ごと本人はまだ続ける気かもしれないが、実際に目的を達成してしまったら脆もろいものだ。

　よしよし。計画通りじゃないか。久く瀬ぜ先生にも良い報告ができそうだ。

　千ち尋ひろがそこで急に難しい顔になる。何か気付いた様子で、

「……でも、知ってる？　ゲームにログインしなくなったプレイヤーの持ち物や拠点って、一定期間過ぎるとゲーム内から削さく除じよされるって」

「え……そうなんですか!?　それってどれくらいで……？」

「その拠点やアイテムの材質によるけど、腐くさりやすかったりすると一週間、石や金属だと一ヶ月は保もつらしいね」

「……そんな！　じゃあ、もしかしたらあまり時間は残されていないかも……！」

　音ね琴ごとは口に手を当てて立ち尽くす。

「ま、まあ、大丈夫だよ！　地下迷宮エリアの拠点なら普通硬い材質で作るだろうから、そういうのって大分耐たい久きゆう力りよくがあるし……拠点の中に保管されているアイテムやメッセージの書かれたメモは拠点が崩ほう壊かいするまで残ってるはず！」

　千ち尋ひろが明るい口調で励はげます。

「そ、そうです……よね？」

　音ね琴ごともそれに弱々しく微笑ほほえんで返した。

　それに対し、千ち尋ひろは大きな動きで頷うなずいてみせる。

「そうそう！　それにそのメッセージを見つけることで、それまで一人でゲームしていたミケちゃんに手を差し伸べてくれたそのベンガルって人に、今度はミケちゃんが手を差し出してあげることになるかもしれないよ！　今度はミケちゃんが助ける番なのかもね！」

　音ね琴ごとの表情が、ふと緩んだ。

「……手を差し伸べてくれた人と言えば、あの人もいましたけどね」

「うん？　ああ、……例のクラスメート？」

　音ね琴ごとは溜ため息いきを吐つく。それから躊躇ためらうように、

「……今私がマンチカン様達と一緒にいられるのは彼、神かん部べくんのお陰……とも言えるんですよね」

「お？　なんかその人のこと、気になってる？」

「そ、そんなことないですけど！　……でも……今度会えたらゲームは無駄なんかじゃない、素敵な仲間ができるしできたんだって、言ってやりたいですね。神かん部べくんに色々言われたときはろくに言い返せなかったですけど、今度はちゃんと胸張って言い返せます。それで……」

「それで？」

「それで、神かん部べくんも一緒にゲームするようになればいいんです。きっと神かん部べくんもわかるから。一緒だと楽しいんだって。現実での神かん部べくんに、そう言ってあげたい」

「現実で？　なんで？」

「……彼、いつも一人で、どこか張はり詰つめ過ぎてる気がしますから……一緒にゲームして、わかって欲しいんです。だから私、神かん部べくんと友達になりたい……のかも」

　僕はいつの間にか息を詰めていた。

　音ね琴ごとは僕のことを気にかけていた。マンチカンじゃない。僕だ。神かん部べ真ま澄すみを。こんな僕でさえ受け入れようとしてくれている……。

　僕と友達に……？　マンチカンじゃなく、現実の僕と……？

　学校で、ゲームで、僕と普通に話したり笑ったり……？　それを思うとなぜか胸が温かくなる。

　いや、おかしい。そういうものは僕が切り捨てたもののはずだ。内閣官房長官になるために切きり詰つめなくてはいけないもの……！　楽しんだり遊んだりしている者が官房長官になれるはずがない。その分も努力して学んでようやく辿たどり着つける頂が、僕の目指しているものなのだから……！

　友達が多く、楽しそうで人気者。それは音ね琴ごとであるべきだし、音ね琴ごとはそういう僕が切り捨てたもの、僕にはできないものの象しよう徴ちようだ。その象徴である音ね琴ごとが今、学校にも来ず、友人達とも会えないでいる。これはおかしい。音ね琴ごとは学校で、皆の中で、キラキラしているべきなんだ。僕なんかのことを気にかけるような優しい彼女だからこそ、学校に戻るべきだ。

　僕は音ね琴ごとを学校に連れ戻す。

　久く瀬ぜ先生に頼まれたからじゃない。内申や僕の評価のためでもない。僕が、そうあって欲しいから、連れ戻すんだ。

　僕には無い物を音ね琴ごとは持っている。それが音ね琴ごとから失われてしまうのは、なんだか、とても嫌だ。

　僕は改めてそう決意した。

　……音ね琴ごとが学校に戻ったら、僕にも変化があるかもしれない……。一緒に昼食を食べる人ができるとかそういうなにか。……だから、僕は音ね琴ごとを学校に戻したいのだろうか？　よくわからない。

　などと考え込んでいると、何か視線を感じる。

　千ち尋ひろが僕の方を見て、眉を顰ひそめているではないか。何が気にくわないのか一瞬、いーっという顔をして見せた。そして、音ね琴ごとに向き直る。

「……あーっと、そろそろ場所変えようよ！　ここにいると何だか不審者に目をつけられそうだからさ」

　え、また不審者が出たのか？　怖い。

「え？　あ、はい、マンチカン様。それは構いませんけど、どこに……？」

「……そうだなあ、お邪魔虫がついてこれないような所……あ、そうだ！　ねえ？　ボク、一度やってみたかったことがあるんだよね！　付き合ってくれる？」




　　◆




　千ち尋ひろの奴、やってくれたな……！

　僕は歯は嚙がみする。ランジェリーショップの店先で。

「女の子同士でキャッキャしながら下着選びとかしてみたかったんだよね！」

　そう言いながら、千ち尋ひろが音ね琴ごとの背中を押して店内に入っていったのが五分ほど前。

　ゲームセンターから駅ビルへと移動した二人は、僕には不似合いな女性用の派手派手しいフロアへと上がっていった。

　中を覗のぞけば、ずらっと並ぶ煌きらびやかな下着のディスプレイ。その奥に完全に白いパネルで覆われた一角があった。頭を下げた工事作業着姿のおじさんの看板が白いパネルに貼り付けられている。どうやら店内に改修中の場所があるようだ。それでも、店自体は営業しているらしい。

『ここは予定にない』

『今すぐ指定のファミレスへ移動せよ』

　そうアプリで千ち尋ひろに促しているのだが、一向に既読がつかない。

　何のつもりだ、あいつ……。

　これでは、千ち尋ひろが何かやらかしたとしても僕がチェックできないじゃないか。二人の会話内容を把は握あくしておくことは重要だというのに。

　なのに、ここは電波の状況が悪いのか、千ち尋ひろと通話中のままの携帯から盗み聞きすることもできなくなっていた。

　二人が連つれ添そって品定めをしているらしいのは見える。だが、もっと近付かねば。

　僕は覚悟を決めた。

　ランジェリーショップの前をさりげなく五往復くらいして様子を窺うかがい、周囲の人通りが途と切ぎれた一瞬！

　僕は、すっ、と身を屈かがめ人目につかないよう店内に侵入する。そのまま中ちゆう腰ごしで奥へと進んだ。

　周囲は白やピンクの下着でいっぱいだ。アロマでも焚たかれているのか何なのか、心地良い香りがする。

　……これをみんな身につけるんだよな……。なんか、ディスプレイに飾られている奴、穴が空いている……トイレの際、便利なのか？　介かい護ご用よう？

　そして、ようやく音ね琴ごと達たちの声が拾えるところまでやってきた。

「うわ、これすごい切きれ込こみ入ってる……！」

「こういうのはマンチカン様の年だとまだ早いんじゃ……」

「てことはミケちゃんならＯＫ？　やった！　つけて見せて！」

「え？　え？　ええっと……」

　そんな声を耳にしながらも、僕は別の声を聞きつけていた。店先からの微かすかな声。

「……この店の中に不審者が？」

　何だと、このランジェリーショップ内に不審者が？　怖い。

「……黒くろ尽ずくめの若い男で……黒い帽子に黒いマスク……」

　……それ、僕じゃないのか？

　恐おそろしい誤解が生じようとしている。僕は慌てて店先へと目を転じた。

　制服を着た警備員に女性客数人がなにやら懸けん命めいに訴うつたえかけている。そして、警備員はどういう理り屈くつに丸まるめ込こまれたのか、彼かの女じよ等らの言い分を受け入れたらしい。ランジェリーショップに入り込んでくる。険しい眼まな差ざしを周囲に向けながら。

　あ、これはヤバい。こんなので捕つかまったらオフ会どころではない、僕の夢が潰ついえる……！

　どうにかしてやり過ごすのが最善手だろう。オフ会プラン冊子にも似た状況に陥ったときの対処法を記載しておいた。殺人ピエロに襲われた場合の対処法だ。その際は、決して自分で問題解決を図ることなく（ピエロを倒そうとしたり交こう渉しようしようとしない）、身を隠してやり過ごすように書いておいたはずだ。……この状況はそれを応用できるパターン……！

　僕はじりじり後退し、どこか身を隠す場所を探す。と、天の配はい剤ざいか。丁度空いているフィッティングルームがあった。その中に素早く身を隠し、遮しや蔽へい用ようのカーテンを引く。

　中で息を潜めて待った。

　ルーム内には姿見が一つ置かれていて、四面ともカーテンが引かれている。どうやら店内改修に伴ともない仮に設置されたフィッティングルームらしい。造りが雑で、何か違和感があった。

　と、僕が入ってきたカーテンの前に人の気配。カーテン下を見れば、革かわ靴ぐつが覗いている。

「……靴くつも置かれていないのに使用中だと……？」

　警備員の声だ。ヤバい。

「すみません、中に誰かおられますか？」

　問いかけてきた。応えられるわけもない。

「……失礼、開けますよ？」

　カーテンの端が握られ……シャッと引かれた。

「……誰もいない、か」

　警備員の声が聞こえる。僕は身を潜めたまま、息を詰めた。

　間かん一いつ髪ぱつだった。

　僕は咄とつ嗟さに姿見の置かれている一面のカーテンを引いて、その奥に逃にげ込こんでいた。

　このフィッティングルームは仮に置かれた非常に雑なもので、フィッティングルーム同士の仕切りがカーテンだけになっていたのだ。つまり、僕は隣のフィッティングルームに逃げ込み、警備員をやり過ごしたというわけだ。

　助かった……。と、胸撫なで下おろし、顔を上げれば、目の前に乳。

　お～う……。

「……ミケちゃん、もうつけてみた～？」

「あ、まだです。ちょ、ちょっと服が引っかかってしまって……」

　服を脱ごうと万ばん歳ざいした状態で身動きできなくなっている音ね琴ごとの上半身。とても肌はだ色いろ分ぶんが多い。ゲーム内で見たのと遜そん色しよくない、尊い胸が僕の眼前に展開されていた。

　僕が逃げ込んだフィッティングルーム、既に音ね琴ごとが使用中だった模様。見ればわかるか。よく見た。よくわかった。

「あのちょっとエッチィやつ、つけたら見せてね！」

　脳天気な千ち尋ひろの声。

「あ、あの、本当につけないとダメですか……？」

　そう言いながら、身をくねらせる音ね琴ごと。未まだ服が脱げないで難なん儀ぎしているようだ。手伝った方がいいだろうか。たわわな球体が二つ、捻ねじれるように動く。もちろんブラジャーに包まれているのだが、艶なまめかしい。
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「あれ、絶対いいって！　あのブラつけて見せたら男子の大半は『おっふ』しか言えなくなるね！」

「そんなつけて見せるとかしないですけれど……」

「ほら、あのクラスメートの男子？　きっとその人なんかキョドって右手と右足一緒に出して逃にげ出だすよ！　ああ、目に浮かぶなあ！」

　なんで楽しそうに僕の醜しゆう態たいを想像しているのか。千ち尋ひろには人の心が無い。

　と、音ね琴ごとがちょっと身動みじろぎを止めて、呟つぶやいた。

「そう、でしょうか……？」

「うん？　どしたの？　ミケちゃん？」

「神かん部べ君は……他の子なら遠慮するような話にでも、平気で突っ込んでくるんです。……嫌われるかも、なんて思わないでぶつかってきたのは彼だけでした。だから……私がこういうブラをつけてるのを見たら、まず注意とかしてきて、そんな下着を着るに至った訳を聞いてくるかもしれませんね。何か困った事情でもあるんじゃないかって」

「うわ、うっざ！　……でも、それもあり得なくはない、か……？　ならミケちゃん、本当はそんな人には会いたくもないんじゃないの？　やっぱり、凄すごく嫌な奴に聞こえるし！」

「それは……。確かにたかがゲームとか言われて、腹が立ちました。なにくそって思いました。でも……そう思えたからこそ、ずっとベンガルさんを待ち続けるんじゃなく、自分でベンガルさんを捜さがしに行こうって思えたんだと思います。ベンガルさんが消えたことに納得して、前へ進もうって。だから、会いたくない……とは思えないです」

　すまない。今、最悪の状況で会っているんだが。音ね琴ごとの半裸姿を見ながら、僕はそう思った。

　そんなことも知らず、音ね琴ごとは再び脱だつ衣いを試み始めている。

「……それにしても、これ、紐ひもみたいな下着なんですけど……」

「お願い！　いいでしょ？　ボク、ほら、まだ途と上じようだから実際につけるとどういう感じになるのかわからなくて、ね？　今、絵の勉強しててその参考にしたいんだよね！」

「マンチカン様のお願いでしたら仕方ないですね……」

　僕はフィッティングルームの片かた隅すみに置かれている下着を目にする。まさに紐。これを音ね琴ごとの胸に装着する……だと？　ていうかこれ、お胸の中心部分に穴が開いてるんですけど？　隠れないんですけど？

　想像してごらん。音ね琴ごとがこの下着を身につけた世界を。

　と、音ね琴ごとはようやく服の引っかかりを解決したらしい。

「……よいしょっと」

　かけ声と共に、一気に服から頭を引き出して脱いだ。

　丁度その瞬間、僕は何者かに首根っこを引っつかまれ、乱暴に引っ張られていた。

　ぐいっと引きずられ、僕はまた隣のフィッティングルームに転がりこむ。

「？　あれ？　今何か……？」

　音ね琴ごとの声が聞こえる。

「えー？　どうかしたのー、ミケちゃん？」

　そう問いかけるのは千ち尋ひろの声。それは今まさに、引ひっ繰くり返かえっている僕の頭上から発せられていた。

「……いえ、何でもないです」

「そうお？　いやー楽しみだなあ、ミケちゃんのちょっとエッチな姿……」

「も、もう、マンチカン様……」

　それから、千ち尋ひろは僕を見下ろしてきた。見下げ果てた目。

「……ド変態が……」

　小声で囁つぶやく。僕に言っているようだ。

「……不ふ可か抗こう力りよくだ。不可抗力でこうなった。本意ではない」

　こそこそした声で抗こう議ぎする。

「そんなこと言ってる場合？　マー君、普通に捕まるんだけど？」

「……何で僕がここに居るってわかった？」

「何かピンときた。ごそごそしてる気配があったし。これ、完全にストーカーだよね？」

「疚やましい気持ちでやっているわけじゃない。音ね琴ごとを学校に戻すために仕方のないことなんだ。ところで、お前いつの間に絵の勉強なんか始めたんだ？」

「そんなのやってないよ。口実。はあ～……どうすんの？　ボク達二人っきりでデートしたいんだけど、マー君なんで混ざろうとするわけ？」

「お前、このオフ会の趣しゆ旨しを忘れたのか？　マンチカンの正体が僕だってばれないように誘導しなきゃいけないんだぞ。僕が状況を把は握あくしてなくてどうするんだ？」

「どっちにしろ、ボクらの仲を邪魔しないでよね」

　と、隣から音ね琴ごとの問いかけ。

「どうかしました？　マンチカン様？　誰かとお話を……？」

「やっば……」

　呟つぶやくなり、千ち尋ひろはカーテンをひらめかせ隣りん室しつへと入り込んでしまう。

「……ねえ、一緒に着替えようよ！」

「ええ？　突然なんですか、マンチカン様!?」

　これはあれか？　誤ご魔ま化かしてる間に逃げろってことか？　おお、千ち尋ひろは気の利きく奴だ。

「絵の参考にしたいからさ！　お互いに、下着姿で色々ポーズ取ってみようよ」

「ええ、でも……わ、何を……!?」

「ほら、これとかどう。これをちょっとはだけた感じにしてさあ……」

「わわ、わ、見えちゃいますよ……」

「こんなエッチぃの着ることないからさ。写真撮って資料にしちゃおうかな」

　店に迷めい惑わくだから止やめろ。

「あ、ちょっと、マンチカン様、狭せまいですから、そのくっついちゃう……」

　ごそごそとした音と衣きぬ擦ずれ、少し荒い息が聞こえてきた。

　何やってんだ？

　いや、気にしてる場合じゃない。今の内にここから出なければ……！

　でも、僕は悶もん々もんたる思いで佇たたずむ。去りがたい、そう、引力のようなものを感じた。

　それがいけなかった。

　逃げようとする足と居残ろうとする上半身。二つの相反する力が作用した結果、僕の足がもつれたとして誰が責められるだろう？　まあ、責められるんだが。

　バランスを崩した僕の手が、シャッとカーテンを摑つかんで引いてしまった。カーテンレールが外れる。隣室が露あらわになる。そこには露わになった音ね琴ごとと千ち尋ひろが肌触ふれ合あうようにして立っている。

　……見えたっ！

「……え？」

　僕はその丁度真正面、まともに顔をつきあわせてしまった。不幸中の幸いだったのは、僕が黒マスク黒帽子で完璧な正体隠いん匿とくをしていたこと。

　音ね琴ごとが呆あつ気けにとられたように僕を見ていた。

　音ね琴ごとの後ろの方で千ち尋ひろが頭を抱えている姿が見えた。

　最も早はやこれまで。なむさーん。僕はきびすを返すと脱だつ兎とのごとく駆かけだした。

「……へ、変態……！」

　音ね琴ごとの声が追い打ちとなって、僕の背中に突き刺さる。

　その声が僕に更なる走る力を与えてくれた。こんなことで内閣官房長官への道を閉ざされてたまるか……！

　人生で一番速かったと思う。




　　◆




　オフ会は一定の成功を収めたと言っていいだろう。

　音ね琴ごとが地下迷宮エリアで何を求めているのか明確になったし、それ（すなわち昔一緒にプレイしていたプレイヤーの残したメッセージ）を見つければ、音ね琴ごとはゲームを止やめる。ファイティングファンタジアに対する未練が無くなるのだから当然だ。

　これで音ね琴ごとは学校に戻ってくる。そして、僕は久く瀬ぜ先生から絶大な信頼を得て、内申も期待できるというわけだ。

　また一歩、内閣官房長官へと近付いたな！

　そうやって今日のオフ会の一人反省会をしていると、スマホが短く鳴った。

　千ち尋ひろからのチャットだ。あれから音ね琴ごとを駅まで送って、自分も家に帰り着いたようだ。

『ミケちゃんからマンチカンとアビシニアン宛てにゲームのお誘い来てるよ』

『すぐやりたいみたい』

『地下迷宮に残されたメッセージが消えちゃわないか心配なんだって』

　千ち尋ひろの奴、音ね琴ごととチャットアプリのアドレスを交換したらしい。ゲームに繫つながなくても直接連絡を取り合っているようだ。

　それにしてもオフ会終わって即そく日じつゲームで再会か。

　僕はさっさとヘッドマウントディスプレイやコントローラー類を装着する。

　音ね琴ごとの奴、やる気十分だな。

　僕は早速、ファイティングファンタジアにログインした。




　　◆




「すみません、マンチカン様。オフ会終わったばかりなのに呼び出してしまって」

　ミケは普段の服装とは違う、革かわの鎧よろいを着て完全武装している。

　ログインしていつものミケの拠点で目覚めた僕は、待ち構えていたミケに早速頭を下げられていた。

「いや、構わない。それで今日はどうするつもりなんだ？」

「私が地下迷宮エリアに行くために必要なベヒモスのテイムをしたいと思っているんですけれど、手伝ってもらえますか？」

　ベヒモス。テイムに行こうとした途中でボーン・ナーガと遭遇して、結局テイムできていないままだった。ミケはそれを今度こそやり遂げようと気合い十分なようだ。肩に乗せているあの憎きキツネリスも、どこかキリッとしている。主人の気合いが伝でん染せんしているのか。……相変わらず、僕を見下げた目で見つめてくるようだが……。

　しかし……このミケのやる気、焦あせっているようにも感じる。尻しりに火がついたか。

「なるほど。了解した」

　僕は周囲を見回した。

　いない？　まだ来ていない？

　仕方なく、僕は咳せき払ばらいをする。

「……確か、ベヒモステイム用の野菜ケーキ、あれって腐りやすいと聞いたが？　まだ食べられるのか？　もしダメになっているならまた作り直す必要があるな」

　そうなるとまた蜂はち蜜みつ採とりをしなければならないが……マンチカンの体力ならハチに刺されまくっても耐えられる。前回学んだ。それで時じ間かん稼かせぎになるなら仕方ないが刺されてやろう。

「野菜ケーキ、さっきまで冷蔵庫に入れておいたので消費期限はまだまだ大丈夫ですよ」

　そう言って、ミケは一個、野菜ケーキをインベントリから取り出した。

「これをベヒモスに手渡しで食べさせればテイムできるんですよね？」

「ああ。高レベルになればなるほど必要な野菜ケーキの数は増える。数が足りないんじゃないか？　二十個は必要だ」

　僕はアビシニアンが以前に言っていたのを、まるで僕自身の言葉であるかのように繰り返した。そしてまた咳払い。

「……足りない分、新たに作るには時間がかかるな。仕方がない。今日は野菜ケーキの材料集めに……」

「二十個ですか？　じゃあ、ちょっと作り過ぎちゃったかもしれないです。大分余りますね」

「……そうか。なら、余ったものは冷蔵庫に仕舞っておこう」

　アビシニアンはまだ来ていない。

「では、マンチカン様、ベヒモスのいる荒野エリアまで出発しましょうか？」

「あ、ああ……」

　少しでも話をして出発を引き延ばそうとしたが……千ち尋ひろの奴、まさか、ミケのテイムを手伝わないつもりか？　つまり……僕一人でミケを荒野エリアに連れて行ってベヒモスをテイムさせてやらなくちゃいけないのか？

　素しろ人うとの僕に……そんなことできるわけがない。失敗するに決まっている。

　失敗する……失敗したら、それだけミケがゲームからいなくなる時期が遠のく……。

　千ち尋ひろはそれを狙って、わざとログインしていないのだろうか。

　僕達を手伝わないことで、ミケをゲーム内に少しでも長く居させようとでも……？

　……千ち尋ひろも僕と同じ気持ちなのか？　それは……ミケの探索の失敗を望む気持ち……？

「？　どうしたんですか、マンチカン様？　早く行きましょう？」

　屈くつ託たくのないミケの問いに、僕はなぜか心に暗雲立ちこめるのを感じる。それはきっと、僕がどうしても考えてしまうから。

「……やはり、前のパートナーのことは気になるか？」

「ええ、そうですね……。彼が私に何か伝えたいことがあったのだとしたら……それが消えてしまう前にどうしても知っておきたいです。だって大事な友達だったんですから」

　気持ちが晴れない。僕はもやもやとしたものを感じ続けてしまう。

　特に、ミケが前のパートナーのことを話すとその傾向が強まるようだ。

「……友達……か。本当は何者かもわからないのに……」

「え……？」

　僕は思わず呟つぶやいていた。

「もしかしたら、彼は君の個人情報を手に入れようと近付いてきたいかがわしい相手かもしれない。それでも、君は彼を友達だと思うのか？」

「それは……！　い、いいえ、彼はそんな人じゃありません！　困ったときには助けてくれて悩み事の相談にも乗ってくれて……それこそマンチカン様みたいな人だったんですよ！　だから、そこには本当に繫つながりがあったんです」

「ネットの中だけの、ゲームの中だけの繫がり……だろう？　それは本当に友達といえるような繫がりなんだろうか？」

「マンチカン様……？　どうしたんですか……？」

「学校の友達とかの方が本当の繫がりになるんじゃないか？　クラスメート達は君のことを心から心配している。ゲームの中だけの繫がりはどこか上辺だけだろう？　だって現実では何者かなんてわかりようがないんだから」

　そう。音ね琴ごとにとってはマンチカンが現実では僕だなんてわからない。だから、これは上辺だけの関係なのだ。ミケがマンチカン様と慕したってくるのも、僕が誰か知らないから。上辺だけを見て判断している……。この心のもやもやは、それが不満だからなのか……？

「ど、どうしたんですか、マンチカン様……？」

「……君はやはり学校に戻るべきだ。ずっとゲームをしている場合ではない。待っている人達がたくさん居るんだから。君はそこでキラキラした子であって欲しい……。クラスメート達だけじゃない。久く瀬ぜ先生だって君のことを心配しているし、君のご両親だってきっとそうだろう」

「そ、それはそうかもしれないですけれど……」

　ミケはおろおろした声を出していたが、不意に押おし黙だまった。

「え……？」

　ミケは僕の顔をまじまじと見つめてきた。目が丸く見開かれている。

「え？　あの……？　マンチカン様、どうして……？　……どうしてマンチカン様が私の学校のことを知っているんですか？」

「今日、話してくれたじゃないか」

　ミケは後ずさりする。

「でも、私は先生の名前なんか出していません。久く瀬ぜ先生なんて言ってない……なんで知ってるんです？」

「……それは……」

　これまでずっとモヤモヤが胸に渦うず巻まいていた。自分が何者であるか言わないでいたモヤモヤが。それを吐はき出だすのは今なのかもしれない、そうだ、言うべきだったのだ。もっと早くに。

「……それは、僕が神かん部べ真ま澄すみだからだ。君のクラスメート、学級委員長の神かん部べ真ま澄すみ」

　ミケが息を吞のむ。

　僕は無言でただ突つっ立たっていた。

　その姿を見て、ミケは何か察したのだろう。

「……道理で……どこか変だと、マンチカン様らしくないところとか……そうだったんですね。優しかったり不器用だったりしたのって全部……じゃあ私、マンチカン様のことを……真ま澄すみくんのことを……」

「ミケ……いや、音ね琴ごと……」

「神かん部べくんのこと、マンチカン様に似てるとか……当然ですよね。同じだったんですから。だからマンチカン様のことと同じくらい神かん部べくんのこと……でも、でも、どうして黙って……！」

　それ以降、言葉が続かない。

　その夜、マンチカンのゲームＩＤは音ね琴ごとからブロックされた。
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　僕がファイティングファンタジアにログインする必要がなくなってから数日が経った。

　マンチカンが音ね琴ごとにブロックされ、僕はもう音ね琴ごとの言葉もミケの姿も見ることができなくなっている。これでは音ね琴ごとを学校へ戻すよう誘導もできない。となれば、僕がゲームをする必要もない。必要もないことをするのは無駄だ。だから、ここ数日僕はＶＲゲーム用ヘッドマウントディスプレイを装着していない。

　では、ゲームをしないで僕は何をしているか？　当然、しばらく疎おろそかになっていた学業へ、自分のリソースを振ふり分わけていた。

　普通に学校に通い、授業を受け、放課後は図書室で課題のスタディアプリをこなして帰宅する。これまで通りの生活に戻ったわけだ。二年の終わりまでに三年生の範囲まで履り修しゆうして三年生時には受験勉強に集中できるよう、学校主しゆ催さいの合宿に参加する申請書を書いたり、いかに高い評価が得られてかつ楽なコスパ最強のボランティア活動を選ぶか検討したりもする。ボランティアの本質とは外れているような気もするが、実質強制的にボランティアをさせられるとなれば効率を考えなくては、やっていられない。とまあ、今まで通りの日常だ。

　少しばかりこれまでと違うのは、クラスメート達が音ね琴ごとに関して僕が動いていると聞きつけたらしく、

「ねえねえ委員長？　美み加かちゃんのこと、どうなってる？」

「そろそろ試験だし美み加かちゃんも早く出てこないとヤバいよね……」

　などと煩わずらわしいことを聞いてくるようになったくらいか。

「その件に関しては粛しゆく々しゆくと解決に努めているところであり、現時点ではコメントを控ひかえたい」

　僕はそう応える。

　久く瀬ぜ先生からも、

「神かん部べくん、音ね琴ごとさんはもうゲームへの拘こだわりを解消できそう？」

　と問われ、

「申し訳ありませんが先生、現時点ではコメントできません」

　みたいな塩対応になっていた。

　仕方ないではないか。ゲームで会えないのだから、もう音ね琴ごととは接触できない。僕の内申アップの目もく論ろ見みは崩れてしまった。

　だから、今日も黙々と勉強だけして家に帰り着いた。テスト範囲も明らかになったことであるし、そのために全力を注ぐのが僕のためだろう。そう決意して自室に入ると、千ち尋ひろが僕のベッドでくつろいでいる。足を投げ出すように座り込み、スマホをいじっていた。で、僕の顔を見るなり、

「あ、マー君、遅いよ！」

　いきなりふくれっ面つらだ。

「……勝手に僕の部屋に入っておいて、いきなり怒るとかどういうことだ」

「マー君が約束破ったから、それを糾きゆう弾だんしにきてあげたんだけど？」

「約束？」

「僕と一緒にゲームして遊ぶって約束でしょ？　なのにマー君、ここ数日全然ゲームしないから……」

「そんな約束したか？」

「ふうん？　忘れちゃった？　ボクの下着をどうしたんだっけ？」

「……く……っ！　……ふん、そんなことどうでもいい。勝手にしろ」

　千ち尋ひろの眼まな差ざしがすっと細められた。

「へええ……？　あ、そー。随ずい分ぶん投げやりだねえ？　もう時効だ、もう済んだことだ、って忘れちゃったのかな？　ふうん……」

「そうだ。だからもう帰ってくれ」

　千ち尋ひろがいるとどうしてもゲームのことを、そして音ね琴ごとのことを思い返してしまう。僕が欺だまし、信頼を裏切って失望させてしまった音ね琴ごとのことを。それは僕の胸をざわつかせる記憶なので、できれば思い出させて欲しくない。

　僕は千ち尋ひろに背を向け、机に向かう。勉強に集中すれば、こんな気持ちも気にならなくなる。

　背後で千ち尋ひろが何かごそごそしている気配がする。まだ居るのか。いや、無視無視。

「……えっと……マー君？　ちょっと相談があるんだけど聞いてくれない？」

「……なんだ？」

　相談と聞いて、僕は机から振り返る。

　家族や知人から相談事を持ちかけられたら、何をさておいても聞く耳を持つのが内閣官房長官の器うつわというものだ。困り事には親身になる。その姿勢は必ずや評価に繫つながるはず。つまり僕は、打算的思惑で千ち尋ひろの相談に乗ってやるのであり、決して千ち尋ひろを心配しているわけではない。

　千ち尋ひろは思い詰めた表情を浮かべていた。

「……あのね……こんな事相談するのは恥ずかしいんだけど……でも、もしかしたらボク自身にも危害が及ぶかもって怖くて……」

「！　なに!?　何か危険な事に巻き込まれているのか!?」

「危険っていうか……ボクの周りで妙なことが起きてるんだよ……。もしかして、ストーカー……？　されてるのかもって……」

　僕は仰ぎよう天てんした。

「それは大事だ！　すぐに警察に相談すべき事案だぞ！」

「……警察沙ざ汰たにしていいのかな……」

「手て遅おくれになってからじゃ遅いじゃないか！　すぐに通報して、自分の身を第一に考えるべきだ！　千ち尋ひろが登校する際は、しばらく僕が付つき添そってやろうか？　それで実際、一体何をされたんだ？」

「あのね？　それが……最近、ボクのお気に入りのパンツが見当たらなくなってね……？」

「……窃せつ盗とうか……！」

　千ち尋ひろのパンツを盗むとか特殊な性癖の持ち主のようだが、それだけに危険な相手かもしれない。千ち尋ひろの身に何か危険が及んだらと想像したら、それだけで憤いきどおって体が震えそうになった。

「……そんな奴、許せないな……！」

「それで、マー君？　あの……こんな下着の話で恥ずかしいんだけど……ちょっとマー君の部屋の中調べさせてくれない？」

「……ん？」

「……マー君、この前ボクのブラ、ポケットに入れてたよね……？」

「……はああああっ!?」

　つまり、千ち尋ひろの奴、僕を……この品行方正を絵に描かいて額縁にぶち込こんで崇あがめ奉たてまつっているようなこの僕を疑ってるってことか!?

「おま……っ！　そんなことあるわけないだろっ!?」

「でも、この前の実績があるからねえ？　『従い姉と妹この下着をポケットに忍ばせる』実績が解除されました、してるわけじゃない？　一応調べさせてもらわないと？」

　千ち尋ひろの表情からは深刻そうな影はとっくに消えていて、今は悪いた戯ずらな笑みを浮かべている。

「でも、ボク信じてるから！　マー君の部屋からボクの下着が出てくるわけなんてないって！　だから一応調べさせて？」

「それ全然信じてないだろ!?」

「あれれー？　そんなに調べられたら困るのかなー？　どうしてそんなに否定するのお？　なーんかおかしいぞー？」

「あれ？　それ、ムカつくな!?　……ふん、いいだろう。好きに調べるがいい」

「え？　いいの？」

「当たり前だ！　僕に疚やましいことはないんだからな！」

　今回は明確に、千ち尋ひろの下着を自室に持もち込こんでいないと断言できる！　だって、そんな記憶は全然ないからだ。

　思わずポケットに仕舞っていた……という一瞬の魔まが差したような行為と異なり、部屋に持ち帰ってなおかつどこかに仕舞うという明確な意志の介かい在ざいが必要な行為なら、僕の記憶に残らないはずがない……！

　千ち尋ひろはやれやれとばかりに肩を竦すくめてみせる。

「自信満々ですなあ……？　ま、ボクもまさかマー君が従い姉と妹このパンツを盗とるほど落ちぶれているなんて思いたくないけど。ま、それは調べてみればわかることだね」

　千ち尋ひろは肩を竦め、視線をぐるりと動かした。そして、一点を見つめる。

「……じゃあ、早速……例えば、この枕まくらの下とかー？」

　これ見よがしに、僕のベッドから枕を持ち上げた。

　果たしてそこには、水色の布地が白地のベッドシーツの上に映はえていた。淡あわいブルーは涼りようを感じさせる。爽さわやかだ。爽やかなパンツだ。

「……あれれー？　おかしいぞー？」

「……なん……だと……？」

　僕は目を何度も瞬しばたたかせた。そうしていれば、それが消えるのではないかと期待して。

　消えないし、もの凄すごい存在感を主張していた。

「……これは女の子用のパンツだね……？　もしかして、これマー君の？　自分で買ったとか？」

「そんなわけないだろう！」

「だよねー。一応、可能性として、マー君が自分で嗜たしなむためにこのパンツ買って穿はいてるとか、そういうことがないか確認しただけ」

「僕が……穿く!?　これを……!?」

　僕は混乱した頭で呻うめいた。すると、千ち尋ひろはその様をどう誤解したのか、ぽんと手を打ち、

「ああ、もしかして被かぶる派？」

　未来の内閣官房長官がパンツ被って混乱してたらヤバすぎる。

　千ち尋ひろの追及は容よう赦しやなく続く。

「で、結局。マー君、このパンツに見覚えはないって言うんだね？」

「ない！　どこから湧わいて出たんだ……！」

「ボクはこのパンツ見覚えあるよ。ボクのだからね。そして、盗まれたボクのパンツがマー君の部屋の枕の下から出てきた……これは何を意味しているのかなあ？」

「千ち尋ひろ……本当に僕は知らない……」

「うんうん、そうだねえ？　もしかしてあれかな？　マー君の別人格とかが入いれ替かわってボクのパンツを盗んだのかな？　だからマー君には記憶が無いのかな？」

　そんな……そんなバカな……！

　破は滅めつだ……ブラだけでも大問題なのに、今度はパンツまで……！　これが将来スキャンダルとして明るみになったら、僕は社会的生命を断たれる……！　内閣官房長官など夢のまた夢……！

「……絶対違うんだ！　これはおかしい！　こんなことはあり得ない！」

「これが幻まぼろしか何かだとでも言うの？　目の前にあるのに、往おう生じよう際ぎわが悪いなあ」

「これが現実かどうか確認する必要はある。これは一見パンツに見えるが、実は違う何かかも知れない。パンツに擬ぎ態たいしたチョウチョの可能性もある。もしくはパンツ型ドローンとか」

　そう言って、僕は確かめた。

「！　……まだ温かい……ほかほかしている……！」

「ちょっ……ちょーっ!?　マー君、人のパンツを何握りしめてるのっ!?」

　千ち尋ひろが目を白黒させながら両手で僕を制止しようとしてきた。

「止やめてよ！　触らないで！」

「……この温ぬくもりから察するに……」

「察するな！　いやらしいなあ！」

「犯人はまだこの近くに居る……！　気をつけろ、千ち尋ひろ！　この部屋のどこかにこのパンツを枕の下に隠した賊ぞくが潜んでいる可能性がある！」

「へ、へええ？　ち、近くに……？」

「ああ！　だが、僕の部屋には人が隠れ潜めるような場所はほとんどない……」

「うっ、そ、そう、なのかな……？」

「……となると、これは人ならざる者の仕し業わざ……妖よう怪かいか!?」

　妖怪パンツ隠しの仕し業わざか！　だが、僕は首を振って続けた。

「……いや、現代社会において、辻つじ褄つまの合わないことや奇妙な現象を妖怪の所せ為いにするのは非合理的だ。もっと科学的に説明がつくはず……。そうか、わかった！　気をつけろ、千ち尋ひろ！　僕達は今、何らかのスタンド攻撃を受けている可能性がある……！」

　パンツを操り、人の部屋に忍び込ませるスタンド……だすと!?　なまっちゃった。スタンド名：パンツダスト!?　成長性Ｅ。

「も、もー！　何バカなこと言ってるの!?　あーもーやめやめ！　この話止やめ！」

　千ち尋ひろが顔を赤らめながら僕に手を差し出してきた。

「返して！　それ！」

「あ、ああ……。だが、気をつけろ。このパンツの存在感から考えるに、相手は近きん距きよ離りパワー型。本体はおそらくこの近くに居る……！」

「もういいから！　あったんだからもういいの！　……もう！　マー君そういうの意外と詳しいんだから……」

　それから千ち尋ひろは、きっ、と鋭い目付きで僕を睨にらみつけてきた。

「あっち向いてて」

「うん？　どうした急に？」

「いいからあっち向いててってば！」

　千ち尋ひろは僕を強ごう引いんに後ろ向きにさせると、なにやらごそごそしている。

「……絶対、絶対こっち見ないでよね！」

　僕はその剣けん幕まくに肩を竦すくめる。こういうときは逆らうと面倒なことになる。

「……もういいよ」

　どこかふて腐くされたような声で千ち尋ひろが呟つぶやいた。

　僕は振ふり向むき、首を捻ひねる。

「……おい、千ち尋ひろ。さっきのパンツはどうしたんだ？」

「そんなこと聞くぅ!?　もーほんとにマー君はダメだなあ……！」

「そうなのか」

　どうやら僕はダメらしい。

「……そんなだからミケちゃんにも呆あきれられちゃうんだよ」

　……それは言いい繕つくろうこともできない。元はと言えば、僕が正体を隠してマンチカンとして音ね琴ごとに近付いたのが原因だ。彼女のマンチカンへの憧れや敬意を利用して、彼女に取り入ろうとした。そして、僕が利己的な目的で彼女に近付いていたことが露ろ見けんした。もう二度と会いたくない、とブロックされるのも当然か。

「……まあ、僕がダメなのは重々わかってる。だが、それとは別にお前もダメだろう、千ち尋ひろ。人の家にパンツ隠して陥おとしいれようとするなんて。千ち尋ひろにとってはただの悪いた戯ずらのつもりでも、これは非常によくない行為だ。危険ですらある。自分の身を大切にしないとダメだ」

「……でも」

　千ち尋ひろが俯うつむき加減で唇を尖とがらせる。

「でも、今日のは違うんだよ。ボクさ、ミケちゃんのこと結構気に入ってるから……マー君と仲直りして欲しいんだよ。そのためにマー君にはまずゲームに入って欲しい……無理矢理にでも入って欲しいなって思って、こういうことになったんだけど……」

　千ち尋ひろが顔を上げた。じっと僕の顔を覗のぞき込こんでくる。胡う乱ろんな眼まな差ざし。

「……で？　謝りに行かないの？」

　僕はその視線から顔を背けてしまう。

「……余計な……お世話だ」

「いいの？　それで？　本当に？」

「……行くも何も、会いに行けないんだ。仕方がない」

「会えない？　どうして？」

「どうしてって……ゲーム内でブロックされてしまったんだぞ？　会話はおろか、その姿を見ることもできないだろう」

「へええ？　そう？　……全く……。ボクが今日、マー君をゲームに誘いに来たのはミケちゃんのことで教えておいた方がいいと思ったことがあるからなんだけど」

「なんだ？　教えておいた方がいいこととは？」

「聞きたい？　でも、マー君がミケちゃんに会えないっていうなら言うだけ無駄だし。最初から会うこと自体を諦あきらめてるんでしょ？」

「音ね琴ごとが僕をブロックしたんだ。彼女が僕に会うことを避けているのであって、僕が避けているわけじゃない」

「本当ー？　ブロックされたから、もうミケちゃんとは関わり合いにならないつもりなんじゃないの？　好きな人からブロックされたらショックだもんねー？　自分が避けられてるって思ったら、自分も相手のこと避けちゃうよねー？　傷つきたくないから」

「好きな人？　何を言ってるんだ？　音ね琴ごとはただのクラスメートであって、僕にとっては内申を良くするための道具に過ぎない。僕がショックを受けたというのは当たらない」

「そうお？　マー君、一番初めに自分のＩＤが音ね琴ごとさんにブロックされたときは、ボクのマンチカンを使ってまで音ね琴ごとさんにまた会おうとしたじゃん。今回はそういうこと、別ＩＤを使って会いに行くとかしないの？　なんで？」

「それは……」

　僕は口ごもり、思いつく。

「……千ち尋ひろの他に、ゲームＩＤを使わせてくれそうな人の心当たりがない。それに、もし新規のゲームＩＤを作って別キャラで音ね琴ごとにコンタクトを取ろうとするなら、新しくヘッドマウントディスプレイ型ゲーム機を購こう入にゆうしなければならない。だが、それは僕には経済的に不可能だ」

「……だから、音ね琴ごとさんに会うのはもう不可能だ……と？　……ま、ゲームでの付き合いなんて所しよ詮せんそんなものかもね？　簡単に遮断して、遮断されて、ハイさようなら。それでもう一生、二度と交わることはないの。……まるで死んだみたいに。唐とう突とつに死が二人を分かつみたいに」

　千ち尋ひろは口をへの字に曲げ、眉み間けんに皺しわを寄せていた。

「……だから、そんな簡単に人との関わりを諦めて、勉強とかに目を逸そらそうとしてるんじゃないの、マー君？　ゲームでの繫つながりなんて本物じゃないって思ってるから？　そんなマー君にこんなこと言っても無駄だと思うけど……一応、伝えておくよ。ミケちゃん、明日には一人で地下迷宮エリアに挑む気だよ」

「……何だって？　一人で？　音ね琴ごとのキャラクターでそんなことが可能なのか？」

「まあ無理だね。無む駄だ死じにして復活して無駄死にして復活して……それを何度も繰り返すだけだと思う」

　千ち尋ひろは溜ため息いきを吐つく。

「……せめて、ベヒモスクラスのモンスターをテイムできてれば、それに騎乗して行くことはできたのに。けど、ミケちゃんがテイムできたのって結局あのキツネリスだけだし」

「……なら、ベヒモスをテイムするまで地下迷宮エリアには挑まないんじゃないか？」

「ミケちゃんにはもう時間が無いんだよ」

「時間？」

「ミケちゃん……音ね琴ごとさんが学校を休んでまでファイティングファンタジアに拘こだわっている理由。一緒にプレイしていた人──ベンガルだっけ？──が地下迷宮エリアに残していったはずのメッセージ。それが多分、明日で消滅する」

「明日には期限切れで消滅してしまうのは確定なのか？」

「そうみたいだよ。ベンガルって人がログインしなくなってから、明日で丁度一ヶ月。どんなに硬い材質で作られた拠点でも、一ヶ月ログインしないとロストしちゃうから」

「……じゃあ、音ね琴ごとはベンガルのメッセージを永遠に見られなくなるということか。これまで、あいつが学校を休んでまでゲーム内で費やしてきた時間や努力は報むくわれないまま……」

「そうだね。何度も何度も失敗して、その度に自分の至らなさに傷ついて。そして、心は折れる。それはミケちゃんが手に入れたいと願い続けていたメッセージが期限切れで消滅してしまうそのときに」

　千ち尋ひろはぐっと顔を上げ、僕を真正面から見た。

「今のままじゃ、ロスト期限までに地下迷宮エリアの探索なんて絶対無理。ミケちゃんには助けが必要なんだよ」

「……じゃあ、千ち尋ひろが手助けしてくれないか？　僕は音ね琴ごとに会えないし、会えたとしても下へ手たくそな素しろ人うとだ。音ね琴ごとの探索の役には立たない」

「……っ！　マー君、十分強くなってるよ！　ボーン・ナーガのときもワイヤーフックを使った加速攻撃とかできてたじゃん！　マンチカンをあそこまで使いこなせるなんてすごいよ！　なのに……なんでマー君が行かないの!?」

　僕は口を開いた。言葉が出ない。

　何か言おうとした。

　出てきたのはクソみたいな言い訳の言葉。

「……あれはマグレだ。もう一度なんてきっと無理だ。失敗する。……それに」

「それに、なに？」

「……それによく考えたら、音ね琴ごとが地下迷宮エリアの探索に成功しようがしまいが、音ね琴ごとがゲームに執着する原因は明日にはなくなるのだろう？　なら……音ね琴ごとはこれで目が覚めて学校に戻ってくる。目的は達成される」

　瞳の中で炎ほのおが踊っているような千ち尋ひろの眼まな差ざし。

「……本当にそう思うなら、マー君はこのまま何もしないでいればいいよ。ボクは……ボクが手を貸したりすることじゃないと思うから、ミケちゃんを手伝わない。ミケちゃんを助けることができるのは、その資格があるのは、ミケちゃんをずっと見てきたマー君だけだと思うから」

　千ち尋ひろはそれだけ言うと、後は何も言わずにベランダへと出て行き、ひらりと隣家の自室へと戻って行ってしまった。

　その夜、千ち尋ひろの部屋から明かりが漏れてくることはなかった。




　　◆




　翌朝、僕はいつも通りの日常を開始した。

　午前３時に起床ラッパのアラームをかけて３時１分には洗顔後、歯磨きをこなしつつ便器に着席、排便も済ませる。３時２分には制服に着替え、３時３分には新聞・テレビ・ネットをチェック。３時４分には朝食を済ませる。よし、一分短縮成功。

　そうして、今日の予定を確認し、想定される問題等への対応策も検討した。

　今日は期末試験三日前だ。試験初日で一番の難関になるであろう物理Ⅰへの対策を重点的に練るべきか。それとも、二日目以降の科目にも取り組むべきか。

　実に悩ましい問題だ。

　高校生にとって、期末前の試験勉強以上に重要な問題があるだろうか？

　だから僕はこのことばかり考える。

　試験試験試験。

　それ以外を考こう慮りよする必要はない。音ね琴ごとやファイティングファンタジアのことなど今、一ミリたりとも考えていないことをここに宣言する。全然気になってない。

　昨日の去り際の千ち尋ひろの眼まな差ざしを思い返したりもしない。

　そして、マンチカンの正体が僕だと察したときのミケの後ずさりを記憶の中で何度も繰り返しなぞったりもしない……。

　こうして、音ね琴ごとやゲームのことを全く考えないでいる内に、いつの間にか登校すべき時間になってしまっていた。

　通学用鞄かばんの準備は既に終えている。今日はいつもより少し重くてかさばる予定だ。遅おくれないようにしなくては。

　僕は学校に向かう。その間も、もちろん、試験の事で頭がいっぱいで音ね琴ごとやゲームについては一切考えていない。どうしたら、ミケにもう一度会うことができるか、何か方策はないか、そんなことは一切考えなかった。ミケが地下迷宮エリアに挑むとなったら、一緒にあのキツネリスもついて行くだろう。そして、ミケは死亡しても復活できるが、テイムしたモンスターは殺されれば二度と蘇よみがえらないというこのゲームの仕様に胸を締しめ付つけられる思いを抱いだいたりも全然全くしなかった。

　音ね琴ごとが、いやミケが、あのキツネリスをかわいがって大切にしていたのを僕は知っている。それが死んで、データがゲーム内から消去されたら、音ね琴ごとはどれだけ悲しい思いをすることか……。所しよ詮せんただのデータに過ぎないというのに。僕は全然どうでもいいのだが、音ね琴ごとは悲しいだろう。

　……などと心配することもなく、僕は試験問題のことばかり考えて登校した。

　問題問題問題。

　そうして僕は学校に着くなり、職員室へと向かう。久く瀬ぜ先生に試験対策として聞きたいことがあったのだ。音ね琴ごとの事を報告するためではない。

「どうしたの、神かん部べくん？」

「先生、つかぬ事を伺うかがいますが、音ね琴ごと美み加かの自宅の住所を教えてもらえませんか？」

「ええ？　それを聞いてどうするの？」

「今まで黙っていましたが、ゲーム内で音ね琴ごとにブロックされました。これではゲームの中で音ね琴ごとを説得し、学校に連れ戻すという当初の目的が果たせません。そこでこの問題を解決する方法として、音ね琴ごとの自宅へ直接伺って交渉するほかないと考えます。どうか、音ね琴ごとの自宅をお教えください」

　僕は試験の事を、そしてそれに関する問題を解決する方法を、ずっと考えていた。これがその答えだ。

　このままでは、僕は期末試験の勉強に集中できず大きく点数を落としてしまうだろう。ならば解決法は一つ。僕が集中できない要因、音ね琴ごとへの件を解消する他ない。そうすることで僕の中のもやもやした感情は晴れ、勉強に集中でき、試験の結果も良くなる。実に合理的だ。

　試験前にゲームをするのは試験対策上矛盾するのではないか、との懸念には当たらない。

　こういう全くもって利己的な理由で、僕は音ね琴ごと美み加かに手を貸すことにしたわけだ。

　久く瀬ぜ先生は困ったように眉を八の字にしている。

「それは……今は個人情報とか色々問題があってね」

「クラスメートですよ？　それにこれは音ね琴ごとのためにもなります。また、先生が僕に依頼した件でもあります。どうか教えてください」

「……ごめんなさい、やっぱり私から生徒の個人情報を教えることはできないわ」

「……そうですか」

　なんてことだ。ようやく決心してここまで来たのに……もう手はないのか。どうにかして音ね琴ごとの住所を知らなければ。クラスメート達の誰かが音ね琴ごとの自宅まで行ったことがあるとかないだろうか？

「……ところで神かん部べくん？　そこにあるファイルを取ってくれるかしら？」

「はい？　ええと、これでしょうか？」

　唐突に久く瀬ぜ先生に頼まれて、僕は指差されたファイルを手に取る。と、そのファイルの側そばにプリントがあるのに気付いた。部外秘と書かれたプリント。そこにはクラス全員の名前と……。

「ありがとう、神かん部べくん」

　久く瀬ぜ先生はファイルを受け取り、頷うなずいてみせた。

「さっきも言ったように、私から音ね琴ごとさんの住所を教えることはできないのよ。わかってね？」

「わかりました」

　僕はファイルの側そばにあったプリント、僕のクラスの住所録に目を落としながら、聞き分けよく言った。……もちろん、音ね琴ごとの名前もここにある……。

　久く瀬ぜ先生のいつも気弱げな表情が、一瞬引ひき締しまって見えた。

「……神かん部べくんがそこまで音ね琴ごとさんの事、心配してくれていたなんて。友達に親身になれる神かん部べくんにここで応えてあげなければ、先生失格よね」

　変な事を言う。僕は音ね琴ごとと友達でも何でもないのに。でも、余計なことを言って久く瀬ぜ先生の気を逸そらす必要はない。黙っておく。

　住所録の音ね琴ごとの欄らんに書かれていたのは、東京都の外れ、高級住宅街を示す住所。

「ありがとうございます、先生。それともう一つ」

「？　なに？」

「来た早々なんですが、今日は僕、早退します」

「え!?　無遅刻無欠席をあれだけ誇っていた神かん部べくんが……早退!?　ちょ、ちょっとどこ行くの!?」

「時間が無いんです！」

　僕はもうとっくに職員室を飛び出していた。

「……あれ、委員長？　どうしたの？」

　廊ろう下かでクラスメート達とすれ違ちがったような気もしたが、急いでいたので返事もできなかった。廊下を走るのは規則違反なので、競歩の速度を保つ。

　それから、生徒用昇しよう降こう口ぐちから、登校してくる皆とは逆方向へ走り出す。

　もう音ね琴ごとはファイティングファンタジア地下迷宮エリアに入ってしまっているかもしれない。そして、もう死んでいるかもしれない。キツネリスを巻まき添ぞえにして。

　取り返しのつかないことになる前に、早く音ね琴ごとの元へ行かねば……！

　その時、僕は胸元にせり上がってくる強きよう烈れつな吐はき気けに気付いた。息も詰まりそう。

　嘔え吐ずき、喘あえぐ。首元に手をやり、もどかしくボタンを外した。学生らしくない、着崩したような格好になるが、緊急だ。仕方がない。

　冷ひや汗あせが止まらなくなった。

　急いでいるこんなときに体調が……!?

　ふと見れば、手のあちこちに赤い斑はん点てんが浮かび上がっている。蕁じん麻ま疹しんのような……そして激しい痛つう痒よう感かん。搔かきむしりたい衝しよう動どうが僕を襲う。

　……何だこれは……！

　僕の体に一体何が……!?

　これはまるでアレルギー反応か何かではないか。

　今朝の食事に問題でもあったのか。普段通り、ハムトーストにサラダ、ヨーグルト程度の決しておかしなものを食べたわけでもないのに。

　そこで僕ははたと気付く。

　……僕は今、生まれて初めて学校をサボろうとしている。そのことに、僕の体が反応しているのだとしたら……！　つまり、これは僕の真面目さ故ゆえに発はつ症しようした学校サボりアレルギーなのではないか……！

　なんてことだ……！　僕の真面目さがこんな体に異変を起こさせるくらい強いものだったとは……！　あんまり真面目すぎると、いざというとき命に関わる。ああ、僕という人間は本当に真面目で正直で誠実な真人間ということか……！　……ふふん、やはりな。

　だが、これが僕の強すぎる真面目意識が引き起こした現象なら、僕の意志でコントロールできるのではなかろうか。いや、きっとできる！

「……痛いの痛いの飛んでけ……痛いの痛いの……」

　僕は現代魔ま術じゆつを詠えい唱しようしつつ、音ね琴ごと美み加かの自宅へと向かった。

　駅に着き、電車に乗り、幾つかの駅を通とおり越こして、各駅停車しか止まらない駅に辿たどり着つく。そこから徒歩七分の距離の所、実質十二分かかってようやく音ね琴ごとの家を見つけ出した。普通の、というか割と豪ごう華かな一いつ軒けん家やだ。ガレージには外国製乗用車が止めてある。

　そして僕は不審者よろしくインターホン越ごしに訴えかけるのだ。

「朝早くにすみません。僕は音ね琴ごと美み加かさんのクラスで委員長をやっている神かん部べ真ま澄すみというものです。美み加かさんにどうしても伝えたいことがあって参りました。どうかお取り次ぎ願います」

『え？　あらあら、こんな時間に……？』

　インターホンからどこかおっとりした声が返ってきて、門もん扉ぴのオートロックが外れた。玄げん関かんの扉が開き、女性が一人、姿を現す。

「ごめんなさいね、美み加かはまだ部屋に籠こもりっきりで……ご用件は？」

　年ねん齢れい的てきに、音ね琴ごと美み加かの母親だろう。似ている……気がする。その音ね琴ごと美み加かを思わせる母親の表情が変わった。

「あら、あなた、大丈夫？　随ずい分ぶん顔色が悪いようだけれど……」

　どうやら学校サボりアレルギーは僕の顔面をかなり変色させていたらしい。自分ではわからないが。

「……どうかお気遣いなさらずに。それよりも、僕は美み加かさんと話し合いたいのですが取り次いでもらえませんか？」

「まあ……。でも、あの子、ここ最近、長いこと自分の部屋に閉じこもって集中して何かやっているみたいなの。特に今日は大事な日だから邪魔をしないよう言われているわ。あの子、会ってくれるかしら？」

「お願いします、お取り次ぎを」

　僕は深く、深く頭を下げた。手て土産みやげの一つも持たず、ここに駆けつけたのは準備不足というものだったかもしれない。あまりに無策……！　だが、気が急せいていたのだ。

　音ね琴ごとの母親は、僕を家の中に招き入れてくれた。

「……あの子に聞いてみるわね。どうぞこちらへ」

　僕は音ね琴ごとの母親に導かれて、二階へと上がった。一室の前で、彼女は立ち止まる。軽いノック。

「美み加か……？　ちょっといい？　あなたのクラスの委員長さんがいらしていて、あなたに話があるそうなんだけど……入ってもらってもいい？」

　室内からくぐもった声が返ってきた。戸惑いの混じった声。

「……ええ!?　まさか神かん部べくん……!?」

「そうだ、僕だ」

　僕はドア越しに語りかける。

「思うところはあるだろう。だが、僕の話を聞いて欲しい」

「……お母さん、帰ってもらってください」

　そう聞いて、音ね琴ごとの母親は困ったような顔になる。

「でも、美み加か。委員長さん、随ずい分ぶん体調が悪そうなのに、それを押してあなたに会いに来てくれたのよ？　話くらいは聞いてあげたら？」

「……ごめんなさい、お母さん。私は神かん部べくんに話すことなんてないし、それに今は手が離せないんです」

　僕はそれを聞いて、懸念していた事を問いかける。

「手が離せないって、ゲームの方、もう地下迷宮エリアに行ってしまったのか？　無事なのか？」

「え？　ゲーム？」

　音ね琴ごとの母親が聞きき咎とがめた。と、室内からの声のトーンが上がった。

「ちょっと……！　あ、お母さん！　は、入ってもらって！　その、ちょっと話し合うことにしますから！」

　同時に、部屋のドアが開く。ふわっと風が吹いたようだ。室内からのいい香りが辺りに満ちる。

　音ね琴ごと美み加かが立っていた。制服姿やオフ会のときのような白いワンピース姿でもない。明るい色合いの室内着は、音ね琴ごとの日常を感じさせた。

「さあ、入って」

　音ね琴ごとは注意深くドアの開け具合を見極めていた。丁度、僕一人が入れるくらいの隙すき間まに狭せばめている。音ね琴ごとの母親は室内を覗のぞき込こめない。

「美み加か？　あなた大丈夫なの？」

「大丈夫です、気にしないで！　さあ、神かん部べくん、早く」

　言われて、僕は室内へと踏ふみ込こむ。僕の背後で、静かに扉が閉められた。

「……ほう？」

　綺麗に整えられた室内を見て、僕は思わず声を上げていた。千ち尋ひろの部屋みたいにだらしなく服が脱ぎ散らかされてはいない。掃そう除じが行き届いていた。窓からは明るい日差し。衣い装しようケースが少々子供っぽいようだ。そして、机き上じようには家庭用ゲーム機であるヘッドマウントディスプレイその他。

「それで？　伝えたいことって何ですか、神かん部べくん？」

　音ね琴ごとは口くち許もとをぎゅっと引き締め、両手を腰に当てて立つ。眼まな差ざしは剣けん吞のんだ。
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「……知ってると思いますけど、私、もう本当に時間が無いんです。今日中にやらなくちゃいけないことがありますから」

「まだ早まったことはしていないだろうな？」

「早まったこと？」

「一人でファイティングファンタジア地下迷宮エリアに挑んだりしていないだろうな？　という事だ」

「……神かん部べくんには関係ないことでしょう？　正体を隠してのここ最近、さぞ面白かったんじゃないですか？　何も知らない私が、神かん部べくんのことをマンチカン様マンチカン様って言っては熱を上げてたこと……マンチカン様の正体が神かん部べくんだと知ってたら、あんな恥ずかしい姿、絶対見せてなかったのに……」

「……で？　僕をブロックした理由はそれか？　自分がゲームをしている姿を身近な、現実の知り合いに知られて恥ずかしくなったから……そんな理由で僕をブロックしたのか？」

「どういう意味です？　ブロックされるのは当然だと思いませんか？　神かん部べくんは私を欺だましていたんだから」

「欺だましていた？　僕が君を欺だましていた、だから、僕をブロックしたというのか？」

「そうです。私がゲームしている姿を正体を隠してずっと見ていた……それは何が目的だったんですか？　心の中で見下して笑いたかったんですか？」

「僕がゲームをしている君を見下して笑っていた。そう思うから、僕をブロックしたという解釈でいいんだな？」

「もう！　さっきから何なんですか？　どうして私が神かん部べくんをブロックしたか、そんなの自分の胸に聞けばわかるでしょう？」

「いいや、わからない。君の覚悟がそんな半はん端ぱなものだったとは信じられないからだ」

「覚悟……？　何の話です？」

「前の相棒からの最後のメッセージを知りたい、という君の気持ちはその程度のことだったのか？　学校を休み続けてまで知りたかったことじゃないのか？」

「ええ。だから、今日、私はどんな犠ぎ牲せいを払っても……そのメッセージが消えてしまう前にそこへ辿たどり着つかないといけないんです。なのに、あなたは私をかき乱すみたいに現れて……」

「それが僕の言うところの半端な覚悟に見えるんだ。そこまで達成したい目的であるなら、何であっても、何を利用してでも辿り着きたい、そうは思わないのか？」

「たとえ無駄死にでも地下迷宮エリアへ行く覚悟はあります」

「無駄死に？　無駄に死ぬつもりで挑むことが、君の本気か？　君がゲームをしている姿を、正体を黙ってずっと見ていた相手。内心では君のことを見下して笑っていたかもしれない相手。君が本気なら、そういう奴を使ってでも手に入れたい、と願うはずだ。それくらい大切な記録・メッセージが君の求めるものではないのか？」

「それは……」

「そうでもしないとメッセージは手に入らない。なのに、君は僕をブロックして自分だけの力で相棒からのメッセージを手に入れようとしている。多分、失敗するのを予期しながら。ただ、行動だけ起こして心の平へい穏おんを得ようとしている。失敗するけれど、ちゃんと行動はしたという免めん罪ざい符ふを手に入れたいがために。それを僕は半端な覚悟ではないかと疑うんだ」

「……なら、どうしろって言うんですか？」

「僕のブロックを解除しろ。大切なもののためなら、どんなイヤな奴でも利用して目的を達成する意志を持て」

「それって……」

「僕が手を貸す」

　音ね琴ごとの目が見開かれた。

「……どうして……？　この期ごに及んで、どうして手助けしてくれるなんて言うんです？　本当に……何が目的なんですか？」

「理由が必要なのか？　僕が手助けする理由に納得できなければ助力は求めない、と？　そんな覚悟なのか？　何を利用しても、そして君の気持ちが納得しようとどうだろうと、メッセージを手に入れるのが第一だ。泥どろを被かぶろうとプライドを傷つけられようと……君にとっては相棒からのメッセージは犠牲を払うに足るものなんだろう？　それだけ……大事な相手なんだろう？」

　僕なんかより遥はるかに大切な相手なんだろう？　とは口にしなかった。

「……そのために、神かん部べくんにお願いしろって言うんですか？　頭を下げてお願いしろって……」

「僕にじゃない。マンチカンに、だ」

　音ね琴ごとを助けるのは僕じゃない。千ち尋ひろから借りたマンチカンの力があればこそ、なのだから。

　音ね琴ごとの瞳が揺れている。

「私がずっとゲームを続けてきたのは確かにそのためです。でも……今更そんな好意に縋すがるのは……」

「好意？　いやいやいや、君は勘かん違ちがいしている。僕が君に好意を持っているから助力を申し出ている、という指摘は当たらない。君がメッセージを手に入れるという目的を達成すれば、君は学校に戻る。そうすれば、そのために尽力した僕の評価は上がる。全ては僕の、僕が内閣官房長官になるための布石だ。好意とかではない。……それに理由なんか君にとってはどうでもいいと先程も指摘した所だ。気にする必要はない。君は僕を利用し、僕は君を利用する。それでいいじゃないか」

　音ね琴ごとは呆あつ気けにとられたように僕を見つめている。それから少し、表情を緩めた。

「……わかりました。このままでは結局メッセージを受け取れないですものね。……マンチカン様のブロックを解除します」

「！　そうか！」

　わかってくれたか。僕は安あん堵どの息を漏らす。

　そうしながら、僕は自分の鞄かばんの奥からかさばるものを取り出した。家庭用ゲーム機のヘッドマウントディスプレイやグローブの類たぐいだ。

「では、早速使わせてもらう。充じゆう電でんは十分だと思うが、一応電源を貸してくれ」

「わざわざ持ってきていたんですか!?」

「僕は将来内閣官房長官になる男だぞ。これくらい予見済みだ。時間が惜おしい。すぐに始めよう」

「……でも、本当に顔色良くないですよ？　少し休んだ方が」

「君に関する問題が解決すれば、僕はすぐに学校に戻り、体調も回復する。僕が体調不良で倒れる前にメッセージを見つけるんだ。速度が命だ。行こう」

　僕らは早速ゲーム機を起動させた。

　女の子と同じ部屋でゲームをする。こんなことを僕がするようになるとは思いもしなかった。
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「……それで、どうすればいいですか、マンチカンさ……神かん部べくん」

「ゲーム内で本名を呼ぶのは止やめてくれないか。誰に聞かれているかわからない」

「じゃあ、なんて呼べばいいです？」

「今まで通り、マンチカンでいいだろう」

　僕と音ね琴ごとはファイティングファンタジアの中、ミケの拠点内にいた。キツネリスもいつも通り、ミケの肩に留とまっている。ふん、とそっぽを向いて僕など歯し牙がにもかけない風だ。ただ今回、僕が側そばにいても警告めいた鳴き声を上げたりはしなかった。

「マンチカン……様？　どうかしました？」

　僕の視線に気付いたミケが小首を傾かしげる。音ね琴ごと、というかミケはこれまで通り、様付けで僕を呼ぶようにしたようだ。

「ああ、考えたんだが……キツネリスは置いて行った方が良くはないか？」

「え？」

「こいつには実質的な戦闘力は無い。連れていっても戦力にならない」

　そして、死んだら復活できない。危険すぎる道中だ。連れていって無駄死にさせる必要もない。無駄なことは避けるのが将来の内閣官房長官たる者の資質だろう。

「そいつが死んだら、君は悲しいだろう？　僕はどうでもいいが」

「でも、この子も仲間ですし……」

　キツネリスは話の内容を理解しているかのように、毛を逆立てて唸うなり声を上げる。

「よく考えることだ。僕らはいくら死んでも復活できるが、テイムしたモンスターはそうではない。何らかの間違いが起きれば……それは取り返しがつかない。というか、こいつは役に立たない。だから置いていく。シンプルな話だ」

　キツネリスは抗議するように何度も飛び跳ねる。

　だが、僕は冷たい口調で言い放った。

「役立たずを連れていく余裕はない」

「その子が役立たずとは限らないよ、マンチカン師匠」

　唐突に声がかけられた。

　あれ？　と思う。ここに居るはずはないと思おもい込こんでいたから。

　いつの間にかピンク装備の少女が僕らの側そばに立っていた。

「アビシニアンさん！　来てくれたんですか？」

　自分はミケの手助けをしない。そう言っていたはずなのに。

　アビシニアンは僕らをじろじろと見つめ、それから肩を竦すくめた。

「まあ、マンチカン師匠がその気になったみたいだから。仲直りできたみたいでよかったねー？　マンチカン師匠？」

「仲直りとかには当たらない。ただの利害の一いつ致ちだ」

「はいはい。ともかく、マンチカン師匠いるところアビシニアンあり！　て感じでボクも馳はせ参さんじてあげたよ」

　僕は腕組みをした。

「……それで、どういう意味だ？　このキツネリスが役立たずとは限らない、というのは？」

「大体さ？　マンチカン師匠は地下迷宮エリアでどうやってメッセージの残された拠点を探すつもりなの？」

「どう？　どうも何もその場に行ってそれらしい拠点を目で探すだけだが」

「地下迷宮エリアの広さ、わかってる？　それに、地下迷宮エリア攻略のために他のプレイヤーもいっぱい拠点建ててるよ？　その中から目的のベンガルさんの拠点を探し出すって、かなり無理ゲーだよ？」

　そうなのか。僕は地下迷宮エリアに行ったことがないので、もっと狭い建造物内にあるような場所かと思っていた。これは僕が情報不足のまま予測を立てていたということで、こんなミスをするとは痛つう恨こんの極み……！

「……となると、むしろキャラクターのレベルアップ云うん々ぬんよりも目的地の特定にこそ力を入れるべきだったか……今からではどう挽ばん回かいしたものか……」

「そこで！　このキツネリスの出番って訳」

　アビシニアンが指し示すと、キツネリスは胸を張って見せた。

「キツネリスは敵対的なモンスターなんかが近付くと警戒の鳴き声を上げるでしょ？　おまけにモンスターだけじゃなく罠わなや危険物も察知するし、この子はそれだけ知覚と幸運に優れたモンスターなんだよ」

「それがどうしたというんだ？」

「だからね？　探知能力がずば抜ぬけてるってこと。ミケちゃん、相棒だったベンガルさんのアイテムとか残ってない？」

「はい？　それはいくつかありますけれど……例えば、このミサンガとか」

　そう言ってミケが手首を掲げる。そこにはカラフルなミサンガがはまっていた。

　僕がミケからもらって装備しているミサンガとよく似ている奴だ。ミケを必ず地下迷宮へと連れていくという誓いの込められたアレ。

「……それは約束のミサンガ、か？」

「はい。一緒にこのゲームをクリアしようという約束の込められたものです。ベンガルさんとの約束で……私がミサンガを作ってあげたら、お返しにベンガルさんも作ってプレゼントしてくれたものなんです」

　なるほど。全然、僕とお揃そろいのミサンガじゃなかった。何か勝手にそうだと思い込んでいた自分が恥ずかしい。

　ていうか、仲良くなった相手にミサンガを贈おくるのはゲームの中でも変わらずなんだな、音ね琴ごと。

　アビシニアンはキツネリスを抱だきかかえながら、

「オーケー。それをこの子に覚えさせてやれば……」

　そのままミサンガに近づいた。すると、キツネリスは耳を立て、鼻をひくつかせて、一声鳴いた。アビシニアンの手からするりと抜ぬけ出だし、着地。ととっと少し駆けだし。僕らを振り返る。まるで、早くついてこいと言わんばかりに。

「……もしかして、ベンガルの居場所を察知したのか？」

　警察犬のようだ。臭においを辿たどっているというのだろうか。

　アビシニアンが跪ひざまずき、キツネリスをよしよしと撫なでる。そして、その首に何かかけたようだ。それから立ち上がり、ぱっぱと膝ひざを払った。

「というか、ベンガルさんの気配が多く残る場所──残された拠点の場所、だね。これでベンガルさんの拠点までの大まかな方角はわかると思うよ。まあ、地下迷宮エリアには砂漠地帯にある虚うつろの大おお井い戸どから下に向かうか、極北地帯の古こ城じよう跡あと地下から下へ向かうか……色々行き方はあるけど、多分このキツネリスの行きたがる方向へ進めば辿り着けるんじゃないかな」

「なるほど。ところで今そいつの首にかけたのはなんだ？」

「お守り。前にレアな赤キューブの中で見つけたんだけど、まあ、気休めみたいなものだよ」

　いずれにせよ、キツネリスを連れていくのは死なせてロストする危険もあるということ。アビシニアンの助力があっても懸念されるところだ。

　そのアビシニアンが急に苦く悶もんの表情を浮かべ、膝を地に着かせる。

「くっ……どうやらボクはここまでのようだ……」

「なに？　どうしたんだ？」

　大きく肩で息をするアビシニアンに、僕は問いかけた。

「ごめんね、マンチカン師匠。ボクに許された時間はもう残り少ないみたい……」

「何か異常でも発生したのか？　毒や麻ま痺ひの類たぐいか？」

「……マンチカン師匠、約束して。ミケちゃんを絶対地下迷宮エリアに連れて行ってあげるって……あと、ボク、この戦いが終わったら結けつ婚こんするんだ」

「お前……消えるのか？」

「端たん的てきに言うと、休み時間終わるから落ちるね」

「お前、今、学校からゲームしてたのか」

「当たり前でしょ？　この時間、普通みんな学校だよ」

　そうだった。ずる休みしている僕がおかしいのだった。ていうか、学校にヘッドマウントディスプレイ型ゲーム機持って行くとか不良だな。僕なら怖くてできない。と、学校から音ね琴ごとの家までやってきて、今ゲームをしている僕は首を横に振った。それから、ふと気付く。

「じゃあ、ミケを手助けしないって言ったのも深い理由があるわけじゃなくて……」

「うん、学校休めないし。だって今日給食プリンだったから。昨日の晩もそれが楽しみで早はや寝ねして備えてた」

　なんだそれ。

「じゃあねー。あとは頑張ってー」

　アビシニアンはその場に昏こん倒とうし、動かなくなってしまった。ログアウト中は皆こんな風になる。しょうがないな、と僕はアビシニアンの体を引きずって、ミケの拠点内のベッドに寝かせた。

「……さて」

　僕は振り返り、ミケとキツネリスを見た。

　キツネリスはうずうずしているのか、落ち着かなげに動き回っている。早くついてこいと急せかすようだ。そして、ミケは僕に祈いのるような眼まな差ざし。

「……マンチカン様、この子も仲間です。守られているばかりが仲間じゃないと思うんです。それにキツネリスには秘められた力があるって噂うわさで聞いたこともありますし……」

「秘められた力？」

「もうどうしようもないほどのピンチになると味方に凄すごい力を与えてくれるそうですよ」

「ステータスアップの効果でも付ふ与よしてくれるのか？」

「でも、その力を発動させると世界が崩壊しかねないとか……世界のあり方・見え方が全く違うものになり、これまで築いてきたもの全てが崩壊してしまうとも……」

「物ぶつ騒そうだな。眉まゆ唾つば物ものだが」

「それでも……それでもどうか一緒に……」

　ここまで食い下がられると……。

　僕は大きく息を吐くと、首筋を揉もむように手を当てて言った。

「……わかった。皆で行こう。案内してくれ」

　僕の言葉にキツネリスがキーと鳴いた。
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　キーという鳴き声に、ミケが「え？」という顔をする。途端に足を滑らせた。

「あ」

　僕が咄とつ嗟さに手を伸ばさなければ、ミケは奈な落らくの底へ落ちていくところだったろう。

「……全く、このマップを考えた奴は相当性格悪いな」

　僕は呟く。キツネリスの警告がなければ、僕はミケを摑つかめなかったかもしれない。

「あ、ありがとうございます、マンチカン様……」

　僕らは地下迷宮エリアへと潜もぐっている途中だった。というか、既に地下迷宮エリアに入っているのかもしれない。

　キツネリスの先導でやってきた、砂漠エリアにある虚うつろの大井戸。そこには無数の横穴があった。キツネリスは迷う様子もなくその中の一つにちょろちょろと進み、それから下へ下へと降くだっている。

　だが、ここは底意地の悪いトラップ地帯だった。いかにも滑りそうな床ゆか。いかにも落ちてきそうな天てん井じようの鍾しよう乳にゆう石せき。触れたら余計な動きを引き起こしそうなスイッチ。その他た諸もろ々もろ……。

　それらにミケはご丁寧にも一々引っかかっていく。床の穴を避けて丁度足を下ろしたところが滑りやすくなっていて転倒しかけたり、歩く振動でタイミング良く降ってくる鍾乳石を避けようとして壁かべ際ぎわに身を寄せたら押しちゃいけないスイッチ作動させて有毒ガスを吹き出させたり。

　そして今、ミケが発光キノコの群生の中に紛まぎれていた叫びキノコを発動させて、その叫びに反応したモンスター達が僕らの周囲に大量に集まりつつある。慌ててその場から離れようとしたものの、ここは滑りやすい床面と落とし穴で囲まれていた。叫びキノコに驚き、モンスターから逃げようと駆け出そうものなら、今のミケみたいに穴の奥おく底そこへ真っ逆さま。

「す、すみません、マンチカン様。暗くて注意が疎おろそかになっていました……」

「たいまつ一本ではどうしても目の行き届かない場所ができてしまうか……」

　僕はミケが掲げるたいまつの揺れる炎に目をやりながら呟いた。横穴自体は発光キノコなどの光源があってうっすら明るいが、やはりうっすらだ。そこでたいまつの明かりは必ひつ須すだが、それでも影になってしまう箇か所しよは多い。

　怪かい鳥ちようのような金切り声が横穴内に響ひびき渡わたっている。どこからか地響きも感じられた。湿っぽい空気の中に混ざる獣けもの臭しゆう。それが次第に強まっていた。確実にヤバそうなモンスターが近付きつつある。

　たいまつの明かりはそれこそ、そんな怪物達を呼び寄せる目印になってしまうだろう。だが、明かりなしで地下迷宮エリア内のトラップに気付くことも不可能だ。

　唸うなり声と地響きは更に近付いている。

　何か超重量級の予感。

「ど、どうしましょう、マンチカン様……。ここまでモンスターは避けて、ステルスしながら進んできましたけど、ここでは隠れることも……」

　ミケは周囲を何度も見回して、それから力なく首を振った。

「……こうなったら非常手段だ。本当なら戦闘時のために取っておきたいのだが……」

　僕はワイヤーフッククロスボウを抜いた。

「ミケ、僕に摑つかまって決して手を放さないように。キツネリスも摑んでおいてくれ」

「どうするんですか？」

「ワイヤーフックでジャンプして先へ進み、モンスター達を回避する」

「わ、わかりました」

　ミケが僕の背中に抱きつき、ぎゅっ、と力を込めてきた。

　とても柔らかい物体が僕の背中でむにゅりと形を変えるのがわかる。

　いい匂においもした。

　これはあれだ。わざとやってんじゃないのか。

「……マンチカン様？　準備できました、けど……？」

　ミケが身み動じろぎする度に、背中がむにゅむにゅする。

「……くっ……！」

　鎮しずまれ、鎮まれ……！

　当たってるんじゃない当ててんのよされているわけだが、将来の内閣官房長官としては何であろうと決して当たらない、当たってはいけない……その悲しみが誰にわかるというのか……！　今後僕は誰が胸を押しつけてきても、真面目な顔しておっぱいには当たらないと言い続けなければならない、そういう業ごうを背負ってしまったのだと理解する……！　今の内閣官房長官もそれ以前の歴代内閣官房長官も、皆、おっぱいには当たらない。それが官房長官の宿命……！

「マンチカン様？」

「……もう大丈夫だ。浄じよう化かした」

　そう言って、僕は眼まな差ざしを鷹たかのように鋭くする。ワイヤーフックを前方の、高くなっている天井目がけて撃ち込んだ。

　フックが天井に突き刺さる。僕がワイヤーを巻き取っていくと、僕の体は天井目がけて飛び上がっていく。

「わわわ」

　当然、僕にしがみついているミケとキツネリスも天井へと引き上げられ、そこでぶら下がった。たいまつの明かりは小さな裸電球みたいだ。

　僕らの眼下では巨大な人食い鬼の集団が粗そ末まつな棍こん棒ぼうなどを手に、僕らが元いた場所へ殺さつ到とうしている。何なん匹びきか足を滑らせて奈落の底へ落下していった。

　天井からぶら下がる僕らの存在には気付いていないらしい。再び、叫びキノコの喚わめき声の響く中、人食い鬼の集団はうろうろと周囲を警戒しているようだ。

　柔らかくていい匂においの存在に力ちから一いつ杯ぱい抱きしめられつつ、僕は、ぎっ、と厳しい目で直下を凝ぎよう視ししていた。

「……さて、とりあえず戦闘は避けられたが……」

　僕はもう片方の手でもう一丁のワイヤーフッククロスボウを抜く。

　発射。

　更に前方、垂れ下がった巨大な鍾乳石にワイヤーフックが絡からみついた。ワイヤーを巻き取りつつ、先へと飛ぶ。同時に、最初のクロスボウから天井に突き刺さっていたワイヤーフックを解除し、次じ弾だんを装そう塡てんしておく。

　巨大な鍾乳石からぶら下がった状態で、再び直下を凝視。そこはなだらかな坂道で脅きよう威いとなるようなモンスターの姿も見えない。キツネリスも鳴いたり警戒の唸うなり声を上げたりしていない。

　僕は巨大な鍾乳石に絡まったワイヤーを少しずつ伸ばし、慎重に坂道へと降り立った。そこで大きく息を吐く。しがみついていたミケも地面に降りて、僕から手を放した。

「……どうやら完全に回避できたか……」

「すごいですね、流石さすがマンチカン様」

「流石さすがマンチカン様、と言ってくれるんだな。まだ」

「何だか言い慣れていて、こう言う方が自然なので……。でも、神かん部べく……マンチカン様？　これなら、今みたいにワイヤーフックを使って移動していけば、罠わなにもモンスターにも遭あわずに安全に先へ進めるんじゃないですか？」

「そうするのが安全なのは重々承知しているが、そうもできない。ワイヤーフックは一発撃つ毎に新しいワイヤーフックを装塡しなければならない。弾たまは有限だ。無限に撃ち続けられるわけじゃない」

　そう言って、僕は巨大な鍾乳石に絡みつかせていたワイヤーフックをクロスボウから解除し、新しいワイヤーフックを装塡した。

「ワイヤーフックは、どうしても避けられない敵と戦うときのために取っておきたい」

「もう、ワイヤーフックの残りが少ないんですか？」

「まだ三十発ほど残っているが、気軽に道中をショートカットするために使っていいほどではない」

　だから、大事に使わないと。

　ミケが小首を傾かしげている。

「ということは弾がもっとあれば、ずっとワイヤーフックを使って天井伝いに地下迷宮の先に行けるってことですか？」

「他にもちょっと問題はあるが、一番の問題はそれになるな」

　ミケは感慨深げに腕を組んだ。

「ワイヤーフックって本来は普通に移動できない断だん崖がいや溝みぞを越えるための装備なんですよね？　今みたいな使い方こそが正しくて、マンチカン様みたいに戦闘時に加速追加ダメージを稼ぐために使うなんて、運営側には想定されてないと思います」

「そうかもしれないな」

「想定されてない動きでもここまで使いこなせてしまうマンチカン様って、やっぱり流石さすがです」

「まあ、想定されていない使い方なのは確かだろう。ワイヤーフックを発射して巻き取り移動中に別方向へ別のワイヤーフックを発射、そうして急激な方向転換と更なる加速を得るなどというやり方は。物理演算どうなっているんだという話だ」

　現実の物理法則とは明らかに異なる不自然な機動になっている。バグった動きといっていい。

　なんというか、慣性の法則は置いてきた、あいつはこの戦いについてこられないからな、といったところだ。

　ミケが顎あごに手を当てて何か考え込んでいる。

「……私、前にファイティングファンタジアの動画でワイヤーフックを使っている動画を見たことがあるんです。ワイヤーフックだけを使ってこの世界の最さい高こう峰ほう、火吹き山の火口まで登るという挑ちよう戦せんで」

「ワイヤーフックだけの生身で？　モンスターに乗って行くとかではなくてか？」

　多分、その山登りはもの凄すごい苦行だと思う。

「はい。そのとき、その動画配信していた人は特に弾切れなんて気にせず、どんどんワイヤーフックを使って登ってましたけど」

「ほう……そうか」

　そんなことできるのだろうか？　絶対途中で弾切れを起こしたりクロスボウが壊れたりしてダメになると思うんだが。

「もっとも、その人は戦闘のこととか考えていませんでしたね。だから、素材を持ち込んで、それから素材を加工するための作業台も設置して、ワイヤーフックを生産しながら火吹き山を登っていけたんだと思います」

「ああ、なるほどな。僕達とは事情が違うようだ」

「そうですね。私達はモンスターに襲われる危険性を考慮しないといけませんもんね。生産中は全く無防備になりますし、時間もかかりますから」

「……となれば、その選択は現実的ではないな」

　特にマンチカンは生産系の能力やスキルはかなり低いから、弾だん丸がん生産は苦手だ。時間も素材も余計にかかる上に、品質も良くない。

「でも、運営側はきっとこういうやり方も想定していなかったんじゃないでしょうか」

　そう言いながら、ミケは僕の太もものホルダーにつり下げられたクロスボウを抜ぬき取とった。触っていたのはほんの一瞬。なのに、

「これ、見てください」

「うん？　これは……クロスボウに新しいワイヤーフックが装そう塡てんされている。しかも僕が準備したものより高品質、だと？」

「私は戦闘はあんまりですけれど、生産や建築にはつぎ込みましたからね。かなり早く、そして素材も少なく、生産ができるんです。しかも、作業台を設置しなくても生産できる簡易作業台のスキルもあります」

「まるで触っただけのように見えたのに、こんな瞬しゆん時じにワイヤーフックを新しいものに装塡し直すとは……というか、この速さなら……」

「はい。マンチカン様がワイヤーフックを撃つ度に新たなワイヤーフックを作って即、補ほ充じゆうできます。つまり、私が一緒にいれば、マンチカン様はいくらでもワイヤーフックで飛び続けられるんじゃないですか？」

　そうなれば……。

　僕達はずっと安全に、しかも素早く、地下迷宮エリア内を探索することができるだろう。罠わなもモンスターも回避して、高速で移動できる。

「目的地はキツネリスが指し示してくれる……僕らはそれ目指してワイヤーフックで飛び続ければいい……。なるほど、悪くない方法だ。これなら、十分、今日中に君をベンガルからのメッセージまで届けられるだろう」

「ですよね！」

　そう言うミケの表情は花が咲さいたように明るい。

「私も……ちゃんと地下迷宮エリア探索のメンバーの一員になれてますよね」

　ミケはそういうことを気にしていたのか。ただ連れて行かれるだけのお客さんではなく、仲間の一人として共にいきたい、と。

「……ああ。誰だれ一人ひとり欠けても、こううまくはいかないだろう」

　そう言って、僕はミケの肩に乗っているキツネリスの頭を撫なでようとした。

　汚い手で触んなや、と言いたげに顔を背けられた。撫でようとした僕の手が宙に浮く。

　僕は咳せき払ばらいして、格好をつけた。

「……では早速、僕らの進むべき道を指し示せ、キツネリス。僕はどっちへ撃てばいい？」

　そう言って、僕はワイヤーフッククロスボウを構える。その僕にミケがむにゅうっと抱きついてきた。

「さあ、行きましょう。皆で！」

「……え、何でまたハグされてるんだ、僕は？」

「はい？　こうしないと、一緒にワイヤーフックで移動できないですよね？」

　すっごく押しつけられている。飛んでいる最中に落ちたら大変だから、ぎゅっと力の限り抱きつくのは仕方ないこと。とっても仕方ないことなのだ。……く……っ！

　その後、互いに命いのち綱づなをつけて結びつけ、しっかりと繫つながりあった。密着して容易には離れられないようになる。

　おっぱいは当たらない、おっぱいには当たらない。僕は呪じゆ文もんのように心の中で何度もそのフレーズを繰り返した。




　　◆




　それからの僕達は順調すぎるほどだった。

　ワイヤーフックで巨大大ワ長ー虫ムの巣を飛とび越こえ、罠わなの気配がぷんぷんする鏡の回かい廊ろうを地に足着けることなく突とつ破ぱした。

　僕らに気付いて追いかけてくる泥のデーモン達の触しよく手しゆは虚むなしく空くうを摑つかみ、食しよく屍し鬼きグール達の群れは崖がけから奈落へと転落していった。

　その間、ミケは僕のクロスボウに絶え間なくワイヤーフックを装そう塡てんし続けてくれている。そして絶え間なく、僕にぴったりしがみつき続けてもいる。

　ミケの生産の腕うで前まえは本当に神かみ業わざと言えるような速さで、僕はこのまま永遠に地下迷宮エリアを跳とび回まわれるような気がしてきたものだ。

　だが、何事にも終わりはある。

　キー、というキツネリスの鳴き声。

「……あれが、ベンガルの残した拠点……ということか」

　キツネリスの発した鳴き声の意図を察して、僕は次のワイヤーフックを天井に撃ち込まず、その場でぶらんとぶら下がった。

　僕らの眼下にはごつごつした岩場が広がっている。地下迷宮エリアでもかなり開けて天井の高い場所。階層的には最下層にほど近いかもしれない。所々に生えている発光キノコのお陰で周囲は薄うす明あかるい。近くにマグマ溜だまりでもあるのか、蒸むし暑あつい環境だ。どこからか地鳴りのような、羽音のような音がしている。

　そんな中に、その石造りの拠点は建てられていた。ブロックで作ったように四角張った、いわゆる豆とう腐ふ建築。テイムしたモンスターを安全に繫つないでおけるように作られた格納庫のようなもの。結構巨大だ。モンスター用の巨大な出入り口が壁へき面めんにしつらえられており、拠点主がいればその大きな扉を軋きしませながら開閉させることができるだろう。

「……ここに、ベンガルさんの最後のメッセージがきっと……」

　ミケが願いを込めるように呟つぶやいた。祈るような遠い眼差し。やっと辿たどり着ついた手がかりだ。期待と不安がその表情に浮かんでいた。

　見た感じ、危険はなさそう……。

　キー、とキツネリスが鳴き、毛を逆立てた。

　僕は、やれやれ、と首を振る。残念ながら、何か危険があるらしい。だが、ここが終着点なのだとしたら、ワイヤーフックで避けて通り過ぎるわけにも行かない。

「……中に入って確かめなくてはな」

「はい。……いよいよです……ね」

　ミケの僕にしがみつく手が強こわばるのを感じる。

　僕はワイヤーフックを慎重に伸ばし伸ばしして、ベンガルの拠点前に降り立った。

　イヤな臭においがした。腐ふ臭しゆう、か？　さざめくような音が拠点内から低く、高く漏れている。

「明らかに、何か良くないものが中にいそうだが……」

「あそこ、人用の扉があります。あそこから中に入りましょう」

　モンスター用の巨大扉から離れたところに、こぢんまりとした扉があった。

「……いつ、何に襲われるかしれない。決して僕から手を放すな。何かあればすぐにワイヤーフックで離脱して状況を確認する」

「わかりました。冷静な判断、流石さすがですマンチカン様」

　キツネリスは前ぜん傾けい姿勢でいつでも飛び出せるような格好をしている。

「……お前は大人しくしていろ。これから先、お前は役に立たないんだからな」

　キツネリスは不満そうに鳴き声を上げると、僕に向かって糞くそをした。

　いくら僕に悪意や抗議の意を向けようと、僕はこいつが前に出るのを許す気はない。肩を竦すくめた。

「そいつをしっかり押おさえててくれ」

　僕はミケに告げると、人間用の扉に手をかけた。

　鍵かぎはかかっていない。だが、開けるとき、妙な抵てい抗こうを感じる。粘ねばつくような重さだ。

　ぎぎ、と重い音を立ててようやく扉を引き開けた。

　暗い室内。葉は擦ずれのような音が小さく、遠のく。

「なるほど、これは……」

　ミケの手にしたたいまつの明かりに照らされた室内は惨さん憺たんたるもの。僕はあまりの蜘く蛛もの巣に言葉を失う。

　この有様を見れば、いかに長い間人の手が入っていなかったかわかる。

「……確かに、ここがベンガルの作った拠点だとしたら、彼はずっとログインしていないのかもしれないな」

　ミケの目が一瞬見開かれ、ほう、と息を吐いた。

「……ああ、やっぱり……やっぱりここで合っているみたいです。あそこの収納ボックス、所有者ベンガルとなっていますから」

「……では、あの中にメッセージの書かれたメモが……？」

　僕は部屋奥の収納ボックスへと歩み寄った。やけに床がべとつく。脇にあるベッドは膜まくがかかったように蜘く蛛もの巣だらけ。その下で、小さな影がささっと暗くら闇やみに紛れていく。虫のようだ。

　収納ボックスの前まで来た。戸と棚だなを開けようと手を伸ばす。そして取っ手を握った所で、掌てのひら全体がべっとりと貼はり付ついてしまった。

「これは……ひどい。蜘く蛛もの糸だらけだな」

　戸は糸引いて開く。収納ボックスのインベントリが開かれた。

「……素材に設計図……希少ではありますけれど、そこまでレアなものでもないですね……メッセージらしきものは見当たらない……」

　中身を確認していたミケが肩を落として呟つぶやいた。

「まだ扉がある。その先にあるかもしれない」

　僕は部屋の先へと続く扉を指し示した。構造的に、おそらくモンスターを入れておくための格納庫のような大きなスペースに続いているようだ。

　そちらに近付くにつれ、葉は擦ずれのような音がより耳みみ障ざわりになっていく。イヤな予感しかしない。が、

「……開けるぞ」

　僕は思いきって扉に手をかけた。

　ねっとりと手に絡からみつく蜘く蛛もの糸。扉は粘つきながらも開いた。できた隙すき間まから射さし込こむたいまつの明かり。それに驚いたかのように黒い影が、それも犬ほどの大きさの影が、いくつも奥へと駆かけ去さって行く。軽くて固いものが擦こすれるような、ざわざわした音が大きくなった。

「……ここは……蜘く蛛もの巣そう窟くつか」

　大きく作られたモンスター用の飼育スペース。そこは一面真っ白い糸状の膜で覆われていた。そして大小沢たく山さんの影がたいまつに照らされて揺らめいている。いや、影ではなかった。

　それらは全部、黒々とした蜘く蛛もだ。大量の蜘く蛛もがこの中で蠢うごめいている。

　蜘く蛛も達たちが細やかに足を運ぶ度に、軋きしむような足音がたった。それらがまとまって、さざ波のような葉擦れのようなざわめきを起こしている。

「……！」

　ミケは声も出ないようだ。大量の虫の群れに、血の気が引いている。

「……どうやら、主のいなくなったこの拠点、蜘く蛛も達たちの楽園になっていたようだな」

　蜘く蛛も達たちはどういうわけか、僕らから一定の距離を保っている。襲いかかってくるでもなく、近付いてすら来ない。

　この蜘く蛛も達たちは大人しいモンスターなのか？　こちらから攻撃しなければ敵対することがない類たぐいの？

　とそのとき、僕は自分の手に巻かれていたミサンガに気付く。ミケからもらった、この場所へミケを連れてくることを約束したミサンガ。

　約束は叶かなえられたわけで、言われている通りならここでミサンガは切れてしまうことになる。

　だが、僕が思い出したのはそういうことではない。

「……そういえば、このミサンガには虫の嫌うハーブの香りがつけられているという話だったな」

　ミケが言っていたことだ。試しに、僕はミサンガを掲げて前に進んでみた。蜘く蛛も達たちは大も小も僕から散るように離れていく。

「やはりそうか。このミサンガさえしていれば、蜘く蛛も達たちは向こうから避けてくれる。拠点内に侵入したとき、こいつらに襲いかかられずに済んだのはこれのお陰か」

「私の作ったミサンガが……？」

「ああ、これならこいつらに襲われることもなく、この部屋の中も調べられそう……」

　キツネリスがこれまでにないくらい毛を逆立て、耳をピンと立てた。キー、と一鳴き。僕の背せ筋すじに悪お寒かんが走る。

　奥に何か……もっとヤバい何かがいる……！

　ここのスペースの奥、一ひと際きわ蜘く蛛もの巣の濃こいところに小山のような影があった。そこが軋きしむ。赤い光が八つ、たいまつに照らされて光った。

「化け物め……！」

　僕は呻いてしまう。人よりも遥はるかに大きい。ロックゴーレム並みの大きさの蜘く蛛もがそこに鎮ちん座ざしていた。どうやら……こいつがここにいる蜘く蛛も達たちの親玉、いや、親そのものらしい。女王、クイーンとでもいうべき存在か。繭まゆ状じように包まれた卵に囲まれている。

　それが鳴くように大きな軋みを立てた。

　すると、それまで僕らから離れるように蠢うごめいていた蜘く蛛も達たちがぴたりと動きを止めたではないか。まるで、何か命令でも受けたように。

　どんな命令か？　想像に難かたくない。

　卵を守るために、いや、卵から孵ふ化かする幼虫達の養分とするために、僕らを逃がすな、といったところだろう。

　葉擦れのような音が周囲に満ち始めた。小山のような女王蜘ぐ蛛もの方から、波のように影が打ち寄せてくる。

　ざわざわ。

　そう蠢く音と、これまでに蜘く蛛も達たちが餌え食じきとしてきた者達の腐臭がどっと流れてきた。

　ミサンガの虫むし除よけの臭いも搔かき消けされる。

　あの女王蜘ぐ蛛もの命で、一転僕達は非常な危機に陥った。……それにしても、あの大おお蜘ぐ蛛も、どこからここに入って何を食って生きてるんだ……！

「マンチカン様……」

　震え声で僕にしがみつくミケ。

「落ち着け。ここは一旦、奴らから距離を取る」

　僕はワイヤーフッククロスボウを天井に向けて放った。同時にワイヤーを巻き上げる。

　間一髪。黒い波となって押おし寄よせていた蜘く蛛もの群れが一いつ斉せいに跳躍し、それまで僕達のいた場所へ雪崩なだれのように降りかかっていた。

　だが、安心するのは全然早かったのだ。

「……ぐ……っ!?」

「あっ!?」

　僕達は天井へと巻き上げられていく途中、蜘く蛛もの巣に搦からめ捕とられていた。べったりと糸が僕らの体に貼り付き、こんがらがる。

　蜘く蛛もの巣にかかった分抵抗が増し、クロスボウの巻上機からは煙けむりが上がった。そして、僕らは完全に停止する。蜘く蛛もの巣に摑つかまり、身動きが取れない状態で宙づりだ。

「くっ……」

　蜘く蛛もの糸は僕の体の細部にまで絡からみ、もつれた糸玉ができている。とても解ほぐせそうにない。いや、そもそも手足の自由が利きかない。身み動じろぎすればするほど糸が食い込む。これではどうしようもない。

「マ、マンチカン様、動けないです。どうすれば」

　僕にしがみついているミケも蜘く蛛もの糸が絡まっている。つまり、僕に密着して離れられなくて顔が近くて彼女の息が僕の唇にかかるのだが、そんなこと言ってる場合じゃなかった。僕が身み動じろぎする度にミケの体にも蜘く蛛もの糸が食い込んで、

「……あ……ん」

　などと悩ましげな声が上がり、その上ぴっちりと彼女の体の線を浮うき上あがらせるものだから目のやり場に困るのだが、そんなこと気にしてる場合でもない。ついでに、僕の片手がミケの腰の辺りにぎゅっと押しつけられていて離せず、柔らかくて温かい肌触りに困こん惑わくしているのも大きな問題ではなかった。

　さざ波めいた音が四方八方から近付いてきている。それこそが今、もっとも気にしなければならない問題だ。

　だって、相手は蜘く蛛もなのだ。

　糸を伝って、上からも下からも、身動きできない僕らに集まるのは造作もないこと。

　僕達は無数に張られた蜘く蛛もの糸の端はし々ばしに触れ、ひっつき、絡み、動けなくなった。まるで奴らの餌えさとなる羽虫のように。

　よく見れば、天井にも壁にもびっしり黒い蜘く蛛もが貼り付いているのがわかる。

　……ここではワイヤーフックで逃れようとしても安全地帯など元から無かったのだ。

　いくらマンチカンがワイヤーフックを利用した高い攻撃力を誇ろうとも、動きを止められれば為なす術すべはない。こんな態ていでありながら、僕も少しは戦えるようになったと自うぬ惚ぼれていたのか……！

「マンチカン様……！」

　悲鳴めいたミケの叫びに、はっとした。

　糸を伝って、天井から黒い影がすぐ側そばまで忍しのび寄よりつつあった。犬ほどの大きさの蜘く蛛も。その背後にも同様の蜘く蛛も達たちが塊になって続いている。

　蜘く蛛も達たちの鳴らす軋きしみ。

　……ダメだ……逃げることも戦うことも叶かなわない。万ばん事じ休す……！

　キー、と鋭い鳴き声がした。近付きつつあった蜘く蛛もに、ぱっと躍おどりかかる影。

　キツネリスだった。その小さな体は蜘く蛛もの糸に搦からめ捕とられることなく、自由に動けている。

「……！　止やめろ！　敵うわけがない……！」

　僕はキツネリスの無駄な行為を制止しようとした。だが、聞かない。

　キツネリスに鼻先に嚙かみつかれ、蜘く蛛もは怯ひるんだようだった。歩みを止め、身を縮める。そこでキツネリスは威い嚇かくの唸うなりを上げ、一転僕達の方へと駆かけ戻もどってきた。

「動けるのならお前は逃げろ！　お前にできるのはそのくらいだ！」

「キツネリスちゃん、何を……!?」

　僕とミケの声をよそに、キツネリスは僕達の体の表面をちょろちょろと駆かけ巡めぐり続けている。

　何やってるんだ？　早く逃げなければ、蜘く蛛も達たちに集まられるというのに……！

　がくん、と僕達の体が落ちかかる。僕達を宙づり状態にしていた蜘く蛛もの糸。重みに耐えかね、支えきれなくなったのか。

　いや、そうではない。

　キツネリスが僕達の体に絡みついていた蜘く蛛もの糸を嚙み切って回っていたのだ。糸が解ほぐれて、僅わずかに手が動かせるようになる。僕は無理矢理、手全体を蜘く蛛もの糸の絡まりの中から捻ひねり出だそうとした。糸が絡みついて裾すそやらなにやら破けてしまったが知ったことか。ようやく手を抜ぬき出だせた。それを大きく振って叫ぶ。

「もういい！　もういいから、どこか安全な場所へ行っていろ！　後は自力で……！」

　僕の視界を蜘く蛛もの姿がよぎった。

「……危ないっ！」

　僕が叫んだ時には遅かった。天井の方から伝ってきた蜘く蛛もの一匹が飛び跳ねていた。僕達の体目がけて。僕達の体に貼り付いて、懸命に蜘く蛛もの糸を嚙かみ切きり続けているキツネリスに向かって。

　キー！

　苦痛に塗まみれた鳴き声と鮮せん血けつが上がる。キツネリスはその体に蜘く蛛もの毒どく牙がを突き立てられていた。そして、そのまま。まるでスローモーションのように血を撒まき散ちらしながら、自分に嚙みついた蜘く蛛もと一緒に落下していく。

「ああ！　キツネリスちゃん……！」

　ミケの押おし潰つぶされたような声。

　僕達の直下で、キツネリスは軽く地面でバウンドし、転がった。

　ピクリとも動かない。赤い染しみが広がる。

　そこへ、床面に溢あふれんばかりに蠢うごめいていた蜘く蛛も達たちが雪な崩だれ込こんだ。

　キツネリスの姿は黒い波の中に塗まみれて、すぐに見えなくなった。

　……何やってるんだ……。

　何やってるんだ何やってるんだ何やってるんだ！

　バカなＡＩめ！　誰がそんな事をしろと言った!?　何やってるんだ！　死ぬな！　死んでいる場合じゃないだろう！　勝手なことを……！　何やってるんだ！　本当に、何をやっているんだ、僕は……！

　こんな結果にならないように行動には気をつけるんじゃなかったのか？　なのに……！

　と、僕達の体から纏まとわり付ついていた蜘く蛛もの糸がばらりと剝はがれ落おちていった。キツネリスが最後の力を振ふり絞しぼって嚙かみ切きってくれていたらしい。これで動ける……！

　そう拳こぶしを握りしめる僕に、ミケが狼狽うろたえた声で注意を促した。

「マンチカン様!?　わ、私達、一体!?」

　僕とミケの体から赤い靄もや状じようのオーラが噴ふき出でている。まるで血ち煙けむりのような禍まが々まがしい雰囲気。

「……これは？」

　僕にもわからない。わからないが、わかった。上の方から一斉に蜘く蛛も達たちが飛びかかってくるのを。見たわけではない。感じてわかったのだ。

「邪魔をするなっ！」

　僕はワイヤーフッククロスボウを構え、放った。今度は全てが見えていた。どこに向けてワイヤーフックを撃てば蜘く蛛もの糸に一ミリたりとも引っかからず、跳躍できるか。飛びかかってくる蜘く蛛も達たちの軌道がどのようなもので、どう飛べばそれら弾だん幕まくの中を無傷で飛とび抜ぬけられるか。

　そういった全てが今の僕には手に取るようにわかっていた。

　知覚が強化された気分だ。

　だから、僕はワイヤーフックで跳んでいる最中、もう一丁のクロスボウを構え再び発射。方向を変え加速した。

　僕達の横をバラバラと虚むなしく蜘く蛛も達たちが落下していく。

　そうして蜘く蛛も達たちの雨の中を抜け出た先には、僕らを遮る小山のような影。

「な……!?」

　僕らは女王蜘ぐ蛛もの巨大な体に激突し、地面に叩たたき落おとされる。

　骨折。動きが極きよく端たんに鈍にぶくなる。

　キチキチキチキチと女王蜘ぐ蛛もの体が鳴った。

「……笑ってやがる」

　僕は血と共にそう吐き出した。

「……ああ！　そんな……！」

　僕と一緒に叩き落とされたミケが、地面に何か見つけたようだ。何かをかき抱いだいて背を丸めている。

　キツネリスだ。ぼろ雑ぞう巾きんのようになって、浅い呼吸をしていた。だらんと伸びた舌。虚うつろな目。ダメだ、死にかけてる。

　僕は呻うめいた。

「……くそ、こいつがせっかく機会をくれたのに……あんな化け物、どうしようもないじゃないか……」

「……キツネリスちゃん」

　ミケがぎゅっと抱きしめたまま涙なみだを零こぼす。その一いつ滴てきがキツネリスの体に落ちた。

　と、キツネリスにかけられていたお守り、アビシニアンがキツネリスの首にかけたあれが、閃せん光こうを放ち始めたではないか。

　なんだ!?　目ま映ばゆくて何も見えない……!?

　目の前に手をかざし、光を遮る。

　そうして、その目映い光が収まった後、そこに立つのはムッキムキのボディにキツネリスの顔がちょーんと乗った巨人だった。肌は金色に輝いている。きめえ。何が起こった？　きめえ。

　これ、キツネリスだよな？　なに？　覚かく醒せいしたのか？　なんで？

　キツネリス顔の金色巨人はぐっと身を捻ひねる。何か波とか撃ちだしそうな体勢。むちぃっ、と音がしそうな肉体美がまたきめえ。

　突然現れた巨人に、女王蜘ぐ蛛もが目を攻撃色に染めて襲いかかる。

　それを待っていたのだろうか。キツネリスの捻った体から繰くり出だされたのは、溜ために溜めた一撃！

　ラリアット一いつ閃せん。それは女王蜘ぐ蛛もの喉のど元もとに炸さく裂れつし、その衝撃で女王蜘ぐ蛛もはひしゃげた。そして、爆ばく発はつしたかのように全身弾はじけ飛とぶ。女王蜘ぐ蛛もの複眼が四方八方に飛び、汚らしい体液がぶちまけられた。

「おおおおおおお!?」

　あの化け物が一撃死。何だこれ？

　女王蜘ぐ蛛もの体が四散したのに巻き込まれるように、蜘く蛛も達たちの塊もバラバラに吹き飛んでいく。拠点自体の寿じゆ命みようでもあったのか、衝撃で石造りの壁が一部崩壊し、土煙が上がった。鬱うつ陶とうしかった蜘く蛛もの巣の膜も全て吹っ飛んだ。

　僕は立ち上がる。

　ぽかーん。

　生き残った蜘く蛛も達たちが文字通り蜘く蛛もの子散らすように建物の外へ、拠点外へと逃げ去って行くのが見えた。

「……お前……なんなんだよ……？」

　キツネリスが変化したらしい巨人は、ずしん、ずしん、と僕の側そばに寄ってくる。

「マンチカン様、これって一体……？」

「……アビシニアンの寄よ越こしたあのお守りの効果……か？　なんにせよ……助かったな」

　ミケの問いに応えつつ、僕は宙に右手を差し出した。キツネリス巨人は僕を見下ろし、首を捻った。

「よくやったな。特別に撫なでてやろう。這はいつくばれ」

　キツネリス巨人が身を屈かがめてきた。中腰状態だ。そして、その状態で僕に背を向ける。

「うん？　どうした？　こっちを向いてもっと頭を下げないと撫でてやれないぞ？　……なに力んでいるんだ？　　大体、僕に尻を向けて失礼……え……？」

　僕の頭上でぷるぷる震える尻。力が入っている。

「……おい……まさかお前……いや、まさか……！　そんなことしないよな？　だってお前、こんな大きいのに……おい、やめろよ？　やめろ？　な？　そんなもの食らったら……やめ、やめ、やめめめめめ！　ぎゃああああああ！　でかああああい！　説明不要っ！」

　僕は気絶した。




　　◆




　はっ、と意識を取とり戻もどした。

　意識を失っていたのは短時間らしい。

　いつのまにかキツネリスは元の姿に戻っていて、つん、と顔を背けていた。

　さっき降ってきた巨大なアレも消えてるし、夢だったのか？

「……キツネリスちゃん！　よかった！　元に戻って……」

　ミケがキツネリスを抱だき上あげる。僕らのダメージも回復しているようだ。

　……ああ、そうか。アレはもうミケが回収したのだ。アレは畑の役に立つだろう……。

　床面に散らばる蜘く蛛も達たちの死し骸がい。

　その中でキツネリスを抱きしめながら、ミケは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「……でも、これ何が起こったんでしょうね……？」

「……悪夢だろうな」

　と、そこで気付いた。自分の手首を確認する。

　ミサンガが無くなっていた。いつの間にか千切れたらしい。

　だから僕は右手を掲げ、ミケの前に差し出す。

「ミサンガが切れている。ということは、約束は今まさに果たされたみたいだ」

　それを見て、ミケは目を潤ませた。ふるっと震え、それから僕に抱きついてくる。

「……やっぱり……やっぱりマンチカン様は凄すごいです！　凄すぎです！　私をここまで連れてきてくれるなんて……」

　と、はっとしたように僕から離れ、顔を赤らめる。

「ご、ごめんなさい。つい嬉しくて……」

　もじもじしているミケに、僕は促す。

「……さあ、ミケ。いよいよ目的を果たそう」

　僕は蜘く蛛もの巣が吹き飛ばされて見通しの良くなった広い室内を見み渡わたし、

「……あそこに作業台がある」

　と、部屋の奥の方を指し示した。作業台の上にはメモが置かれていた。

「……あれ、ですかね」

　ミケは唾つばを飲のみ込こみ、立ち上がった。

「覚悟はできています。たとえ、ベンガルさんには私に対してゲームを止やめざるを得なかったほどの不満があって、それで私を責め立てているとしても……。ここまで苦労してきて結局ベンガルさんがゲームを止やめた理由なんて何も書き残されていないとしても……。私はあれを手にしなければ先に進めないから……」

　ミケは作業台の元へ進み、その上に置かれたメモ用紙を取り上げた。

　黙って目を走らせている。

　それから読み終えたのか、止めていた息を大きく吐き出した。

「……納得はできたのか？」

「はい……」

　ミケは短く答えて、僕にメモを差し出す。

「いいのか？　読んでも？」

「はい。マンチカン様になら……ここまで私を連れてこられるように尽力してくれたマンチカン様にも読む権利はあると思います」

　僕は肩を竦すくめるとメモに目を落とした。




『ミケちゃんへ

　これを読んでいるということは、きっとミケちゃんはここ地下迷宮エリアまで辿たどり着つけるくらい強くなれたんだろうね。

　ありがとう！　そこまで頑張ってくれて！

　ここにメッセージを残しておいたのは、ミケちゃんに強くなってもらいたかったからなんだ。

　実は俺、スイスに転勤することになってね。しかも責任も重大でとてもファイティングファンタジアを続けられそうにない。ここまでやってきて残念だけど、引退しようと思う。

　そうなるとミケちゃんは一人になっちゃうかもしれない。でも、今までのままのミケちゃんの能力やスキルだとソロプレイは辛つらいはずだ。

　だから……ミケちゃんには一人でもやっていけるくらい強くなるか、ここまで一緒に付き合ってくれる新しい仲間が必要だと思った。

　きっと今のミケちゃんには、そんな強さか仲間か、あるいは両方があるんだと思う。

　もう俺がいなくても安心だね！

　俺は仕事の都合でもう遊べなくなってしまうけれど、きっとミケちゃんが俺達の夢を叶かなえてくれると信じています。きっとこのゲーム、クリアしてね！

　俺達がこれまで一緒にやってきた思い出、決して忘れない！

　ミケちゃんとずっと遊び続けられれば良かったのに。

　ミケちゃんのことが本当に大事だから、俺はここでさよならしなくちゃいけない。

　寂しいけれど、きっとまたどこかで会えると信じてるから。

　どうかその日まで元気で……！


ベンガル』　　　　　






　僕は読み終えて、一つ咳せき払ばらいした。

「……よくわからないが、少なくともミケのことがイヤだとか嫌いだからゲームを止やめたわけではないようだな」

「……それだけで十分です。私、本当は怖かった。もしかして、ゲーム止やめたのはお前の所せ為いだって責められていたらどうしようって……」

　ミケは遠い目をする。

　……本当に、このメッセージでミケは納得できたのだろうか？

　そんな僕の疑問に答えるわけもなく、ミケはくるりと僕を向いた。

「……きっとまた会えますよね？」

「ああ、きっとな」

　ミケは僕の言葉ににっこりと笑う。そして言った。

「戻りましょう、私達の拠点へ！」

　少なくとも、その表情に蟠わだかまりのような影は全く見られなかった。

　その表情だけでいい。

　いずれにせよ、これで僕の冒険も終わったのだ。
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「……以上が、音ね琴ごと美み加かを学校に復帰させるために行った活動の内容です」

　僕は口頭で、ミケが地下迷宮エリアで目的のメッセージを見つけたあらましを説明した。

　僕の話に耳を傾けていた久く瀬ぜ先生は、ほう、と息を吐く。

「……そう。音ね琴ごとさんはそれで目的を達成してゲームには未練が無くなったのね」

　狭い生徒指導室。僕と久く瀬ぜ先生は向き合って話している。他に人はいない。音ね琴ごとの個人的な情報を他の者の目や耳のある場所で明かすわけにはいかないからだ。

「これで音ね琴ごとさんは学校に戻ってきてくれるかしら？」

「ええ。きっと」

　僕が安やす請うけ合あいすると、久く瀬ぜ先生は目に見えて安心した。

「そう！　良かった……。ありがとう、神かん部べくん！　あなたのお陰だわ。あなたが私のクラスの学級委員長で良かった……！」

「いえいえ、委員長として当然のことをしたまでですよ」

　そして当然、見返りも期待していいはずだ。

　久く瀬ぜ先生は何気ない風に尋ねてきた。

「……それで、音ね琴ごとさんはもうゲームをしていないの？」

「いいえ。今でもファイティングファンタジアを続けていますよ」

「え？　でも、もう音ね琴ごとさんにはゲームを続ける理由はない……のよね？」

　首を傾かしげる久く瀬ぜ先生。

「以前の仲間からのメッセージを読んで、彼がいなくなった訳はわかったんでしょう？」

「音ね琴ごとが未いまだにファイティングファンタジアを続けている理由、ご覧になりますか？」

　と、僕はスマホで動画サイトを開いた。そこにはミケとマンチカン、そしてアビシニアンの三人で今度こそベヒモスをテイムしようとしている様子が映し出されている。昨夜のプレイ風景を、千ち尋ひろがアップしたものだ。

『……さあ、マンチカン師匠！　今こそ野菜ケーキをベヒモスに食べさせて手て懐なずけてやって！』

『気付かれないように……よし、テイム率90％超えたぞ。あと一回手渡しでテイム完かん了りようだ』

『流石さすがマンチカン様！』

『師匠！　蛇来た蛇！』

『くそ、ここまで来て横から邪魔を……！　アビー、そっちで倒してくれるか？』

『あー！　違う違う違う違うの！　蛇をやろうとしたのにベヒモスに当たった！』

『ベヒモス激げき怒どした!?』

『いったーい！　マンチカン様！　ベヒモスに轢ひかれました、瀕ひん死しです！』

『おい、他のベヒモスもリンクしたぞ!?　何なん匹びき襲いかかってくるんだ、こいつら』

『蛇！　蛇も山ほどリンク！　カオス！　カオスオンライン！』

『せっかく用意した野菜ケーキ全部無駄に……！　撤てつ収しゆうだ撤収！』

　僕達の右往左往っぷりが如によ実じつに示されている。結局、ベヒモスのテイムにはまた失敗した。時間と貴重な野菜ケーキを失っただけだった。

　そんな動画を見て、久く瀬ぜ先生は目を瞬しばたたいている。

「……えー……と、随ずい分ぶん賑にぎやかそう……ね？」

「ええ。次こそはベヒモスをテイムしてみせます。やり方は考えました。石造りの罠わな建築物の中におびき寄せて、そこで安全にテイムを試みます」

「そ、そう？　頑張ってね」

「とまあ、このように音ね琴ごとはゲームの中で他プレイヤーとの関係を築いているので、止やめることはないでしょう。ゲームの中で築かれた関係も現実と同じ。リアルなものですから」

「そ、そうなの？　ゲームとか……止やめてしまえばもう二度と交わることもない簡単な関係……なんじゃないのかしら？　よく知らないけれど」

「だとしても、何も言わずに姿を消されたらもやもやするのは現実でもゲームでも同じですよ。そうは思いませんか、ベンガル？」

　久く瀬ぜ先生は数回瞬まばたきした。首を傾かしげる。

「……え？」

「音ね琴ごとの、いや、ミケの相棒だったベンガルというのは先生のキャラクターじゃないですか？」

「ちょっと何を言っているのかわからないのだけれど」

「音ね琴ごとのゲーム内での情報、先生は僕に教えてくれましたよね？　音ね琴ごとがしているゲームはファイティングファンタジアだとか。そんな話、どこで知ったんですか？」

「それは……た、確か親おや御ごさんからそういう相談を受けて……」

「音ね琴ごとの母親は音ね琴ごとが部屋に引きこもっている間、中でゲームをしていることすら知らない様子でしたよ」

「……」

　久く瀬ぜ先生は黙って僕を見つめている。ビックリしているような目の見開き方だ。

「先生が僕に音ね琴ごとのことを学校に連れ戻すよう頼んできたのも、音ね琴ごとのことが心配だったから。自分が急にゲームを止やめて、それ以来学校に出てこなくなった音ね琴ごとへの罪悪感があったからではないですか？」

「それは……」

　僕は聞いておかなくてはいけない。

「なぜです？　なぜ、先生は急に音ね琴ごとの前から去ったんですか？」

　久く瀬ぜ先生は俯うつむいた。黙もくしたまま。

　僕は肩を竦すくめる。

「……音ね琴ごとがゲームを続けているもう一つの理由、お教えしましょうか？　音ね琴ごとは今も信じているんです。自分の前の相棒、ベンガルがまたいつかファイティングファンタジアの世界に戻ってくる、と。その時、再会を祝うために、音ね琴ごとはこれからもゲームを続けるでしょう。そして、待ち続けるんです。先生が、ベンガルが戻ってきてくれる日を」

「……そう」

　久く瀬ぜ先生は曖あい昧まいな口ぶりで呟つぶやく。

「……打ち明ける気はないですか？」

「え？」

「自分がベンガルだ、と。なんなら僕が音ね琴ごとに伝えても」

「やめて」

　久く瀬ぜ先生は短く、だが明確な意志を持って答えた。

「……言えるわけ、ないでしょう？　一緒にゲームをしている相手が教え子だったなんて……問題になってしまうわ」

　僕は首を捻ひねった。

「そうですか？　別に教師と生徒が一緒にゲームをしていても問題にはならないのでは？　ネット上のゲームで偶ぐう然ぜんマッチングすることなんて防ぎようもないでしょうし」

　とはいうものの、まあ、かなりの偶然だ。全世界にプレイヤーのいるゲームで、たまたま生徒とその担任教師が同じサーバーに居合わせるなんて。……僕が、たまたま、初めてのゲームで即、音ね琴ごとの操るミケに遭遇するのと同じくらいの偶然さだ。……このゲーム、そんな偶然が多いのか……？　なぜ？

　そんなことをふと思っている僕の前で、久く瀬ぜ先生は首を振った。

「一緒にプレイしているのを知られたら、そこにえこひいきがあると疑われるとか……公私混同しているとか……色々な声があるものなのよ。教師と生徒が個人的に親しくなるのは、その、そうでない生徒達と比べて公平ではないと言われてしまうと思わない？」

「……それが先生が、いやベンガルがゲームを止やめた本当の理由ですか？　ミケが自分の現実での知り合いで自分の教え子だったから……だから、身を引いたと」

　久く瀬ぜ先生は俯いたまま、僕と目を合わさない。口だけを開く。

「……仕事が忙しいのは本当よ。でも……そうね、神かん部べくんの言う通り。ゲーム中の雑談から、ミケちゃんが音ね琴ごとさんだと気付いて……。悩んだし、混乱したわ。生徒に特別な感情を抱いだいていたなんて問題だし……。だから、もうゲーム内では会わない方がいい。そう決めたの」

　久く瀬ぜ先生はそこでようやく僕を見た。硬い表情。じっと見据えるような目。

　……意志は固いようだ。

　だが、それでも……僕は告げた。

「たとえ先生の決意が固くても……音ね琴ごとは、いやミケはずっと待っていますよ。先生がまたログインするのを。僕達も待っています。ゲームの絆きずなは本物ですから」

　なぜならこう試みることこそが、ベンガルをもう一度ミケに会わせてやることこそが、ミケを最大限に喜ばせるだろうから。

　……仲間の喜ぶ顔を見たいと思うのはおかしなことじゃない。

　音ね琴ごとを学校に連れ戻すという目的を果たした以上、僕がゲームを続ける必要はないのに。

　僕の冒険は終わったはずなのに。

　それでも僕がまだ続けているその理由は、ミケやアビシニアンやキツネリスといった他キャラクターとの間にゲームの中での関係が築かれているからだ。

　現実でもゲームでも同じ。人はどこででも大事な絆を見いだせる。絆を感じる相手が人間であるとは限らない。ペットやロボットやゲーム内のＡＩにだって、それを失いたくないというような愛着を抱いだくことは変ではない……はず。

　なので、今の僕は非合理的な行動を取っているのではないか、という指摘は全く当たらない。

　……いつの間に、僕はこんな考えをするようになったのだろう。でも、これで良い気がした。

　僕はオリジナル笑顔で久く瀬ぜ先生にもう一度呼びかける。

「一緒にあの世界でもう一度サバイバルしてみませんか？　あの酷ひどい最悪な世界で？　きっと楽しいですよ？」




　　◆




　僕は生徒指導室から教室へと戻ってきた。

　昼休みの教室は何だか騒がしい。楽しげな声が弾んでいる。

　見れば、教室の後ろに人だかりができていた。そして、僕はすぐに見つける。

　クラスメート達に囲まれて、ニコニコしている音ね琴ごと美み加かの姿を。

　ああ、早速学校に戻ってこれたんだな。そう思った僕は、一瞬だけ口くち許もとを緩めた。が、すぐに引き締め、自分の席に着く。教室の端、一番前の席に。

　これでいい。ようやく音ね琴ごとは本来の彼女に、皆の中で楽しくキラキラしている彼女に戻ったのだ。僕が勝手に望んでいた彼女の姿に。

　そして、僕と音ね琴ごとはゲーム以外では以前と変わらない関係にも戻る。学級委員長とクラスメートという大して絡からみのない関係に。
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あとがき






　はじめまして、あるいはご無ぶ沙さ汰たしております、相あい原はらあきらです。

　このたびは拙せつ著ちよをお手に取ってくださりありがとうございました。

　この作品は女の子同士がキャッキャ言いながらゲームする姿を描えがきたいなー、という思いから生まれました。でも、実際にはその女の子達たちの一人はただの性格悪い男子が演じているだけなので、あまり尊くはないかもしれません。

　あと、この作品に出てくるゲームは某ぼう恐きよう竜りゆう世界サバイバルゲームを参考にしています。ですので、自分の某ぼうゲームのプレイは作品世界を形作るための重要な取材活動であって、遊んでいるわけではないのです。命いのち懸がけです。

　今回はこの危険な取材活動中に起こった惨さん劇げきについてお話ししたく思います。

　それは取材活動を始めて少し経たった頃ころ……自分は比ひ較かく的てき安全な海岸地帯から内陸へ探たん索さくの手を伸のばそうとしていました。テイムして味方にした恐きよう竜りゆう達たちは既すでに十数匹ひき。初期から支えてくれた草食恐きよう竜りゆう数すう匹ひきに頼たのもしい肉食恐きよう竜りゆう集団。そろそろ冒ぼう険けんしても良い頃ころです。

「戦力の逐ちく次じ投入は愚ぐ策さく。力は集中してこそ最大限の効果を発揮しますぞ！」という心の中の軍師（郭かく図とあたり）の声に従い、全ぜん恐きよう竜りゆうで内陸へお引ひっ越こしを試みました。

　海岸から次し第だいに木々の生おい茂しげるジャングルへ。ちょこちょこ湧わいてくる大だい蛇じやなどの肉にく食しよく獣じゆうを我わが恐きよう竜りゆう軍団で蹴け散ちらして奥おくへ奥おくへと分け入ります。その甲か斐いあって、新しく拠きよ点てんを作るのに良さげな場所を見つけることができました。

　と、ゲーム内で日が暮れ始めます。更さらにリアルで「ちょっと手伝ってー」と呼ばれもしました。まあ、いいタイミングだし新しん拠きよ点てんの建築は後日とし、今回は元の拠きよ点てんに帰るとするか……。そう思って元来た道を帰ることにします。帰るつもりでした。けれどどうにも様子がおかしい。こんなとこあったか……？　ジャングルの木々に隠かくれた薄うす暗くらがり、道に迷ったようです。

「ねー、まだー？」の声に焦あせりは募つのります。というのもこのゲーム、「ちょっとセーブするから待っててー」などとクソ甘あまいことを言わせてくれるゲームではないからです。恐きよう竜りゆう達たちを安全な場所に置いてからログアウトしないと、非プレイ中に恐きよう竜りゆう達たちが殺されてしまうことがよくあります。これだけテイムしてここまで育てるのに費ついやした時間と労力……膨ぼう大だいなものです。どうしても彼かれ等らを安全な拠きよ点てんまで連れ帰らねばなりません。なのに、こういうときに限って雑ざ魚こが絡からんできて無む駄だな戦せん闘とうを強しいてきます。邪じや魔ますんな！　とキレ気味に攻こう撃げきを開始。するとどうでしょう。なぜかそのタイミングを見計らったかのように、巨きよ大だい草そう食しよく獣じゆうがのっそりと目の前に割わり込こんできました。こちらの攻こう撃げきが当たってしまいます。巨きよ大だい草そう食しよく獣じゆう、激げき怒ど。こちらを踏ふみつけてきます。いや、お前、完全に自分から当たりきてたやん、なんでキレてんの？　しかも周囲の巨きよ大だい草そう食しよく獣じゆうもリンクしてこちらを敵てき認にん定てい。どどどど、と殺さつ到とうしてきて一いつ瞬しゆんにして地じ獄ごく絵え図ずの完成。こんないっぺんに来られたら対処できません。みるみるうちに血ち塗まみれになっていく頼たのもしき我わが肉食恐きよう竜りゆう達たち。今までかけてきた時間と労力が為なす術すべなく溶とけていく様をアホ面づらぶら下げて、ああああ、とか呻うめくくらいしかできませんでした。せめて……せめて今自分が騎き乗じようしているこれまで長く苦楽をともにしてきた草食恐きよう竜りゆうだけは救わねば……！　必死の思いでその場から逃にげ、迂う回かいし、闇やみに紛まぎれて、ようやく元の拠きよ点てんに戻もどってきたときには夜が明けていました。

　ほとんど全ぜん滅めつし、吐はき気けを催もよおすほどの喪そう失しつ感かん。ですが、惨さん劇げきはここで終わりませんでした。

「いつまでゲームしてんの!?」

　怒おこられました。

　それから一週間口を利きいてもらえませんでした。

　リアルで土下座しました。

　いい年してゲームで𠮟しかられて土下座するとか、ほんっとにダメな大人になってしまったなあ、と自らの行いに恐きよう怖ふしました。

　皆みなさんも是ぜ非ひこの某ぼうゲームをやってみてください。恐竜全ロス、家庭も全ロスです。

　こんな情けない大人に作品を書かせてくれた担当のＫ様、Ｓ様、本当にありがとうございました！　また、イラストを描かいてくださった小こ林ばやしちさと様、ありがとうございました！

　そして何より、この作品を読んでくださった皆みな様さま、ありがとうございました！　少しでも気に入っていただけたならこれに勝まさる喜びはありません。
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